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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　これは、近きん隣りんの学校の統とう廃はい合ごうに伴ともない、大きなマンモス校になって大勢の生徒数を誇ほこり、のみならず、学校の七不思議が、さらにもう一つ多いという不思議な学校の物語…。








第一話　めそめそさん











　男がトイレの個室を出ると、そこには少女が一人残されているだけだった。

　少女の姿は、…一言で言えば異常だった。

　上うわ履ばきに靴くつ下した。

　それは、ここが学校であることを考えれば何もおかしいことはない。

　背負っているのは赤いランドセル。

　それは、ここが学校であることを考えれば何もおかしいことはない。

　そして着ているのは、上下の下着。

　下着を着けていることは別におかしいことでも何でもない。

　……だが、下着姿でトイレの個室にいたことは異常だったし、その姿でランドセルを背負っているのは異常だった。そして男と女子トイレの個室に二人でいたことも異常だったし、……ここでどのようないかがわしいことが行われていたのか、想像し得たとしても、それは全すべて異常という言葉以外の何で示されるものでもなかった。

　少女は、男の足音が遠のき、自分が無人の旧校舎の忘れられたトイレに一人っきりになったことを思い出すと、そのまま床ゆかにへたり込み、めそめそと哀あわれな涙なみだを零こぼし始めるのだった……。




　学校には大勢の生徒がいて、女子だってその半分を占しめる。

　……だから、この少女のことをいつまでも〝少女〟と呼こ称しようするのは適当ではないだろう。

　だから、彼女の名めい誉よやプライバシーを、私たちの好こう奇き心しんだけで引き裂さくならば、その名はあっさりとここに明かすことができる。

　少女の名は、森もり谷や毬まり枝え。

　＊年８組の生徒で、飼育委員を務める心優やさしい少女だった。

　成績は平均。得意教科はなく、苦手教科は体育。…その意味では平均よりやや劣おとる成績と言えたかも知れない。

　毬枝の履り歴れきを見ると、班長や委員など、クラスの役職に就つくことが多いことがわかる。

　でもそれは、彼女に使命感があったからではなく、悪意ある押しつけに対し、彼女が断るだけの強さがないことを示していた。

　彼女も、そんな弱い自分と決別したいと日々思っていた。……だが、思うだけで自分を変えられたなら誰だれも苦労などしない。

　だから毬枝は、自分すら愛せぬまま、今日という袋ふくろ小こう路じを迎むかえていたのだった……。




　毬枝が望まぬことをいつから強要されているのか。そしてどのような破は廉れん恥ちな行こう為いを強要されているのか。……それについて詳しよう細さいに説明する必要は何もない。

　望まずして、少女は穢けがし続けられている。それだけが、現在の彼女の置かれている状じよう況きようを簡素に説明できる言葉なのだから。

　どうしてこのような悲しい運命に迷い込んでしまったのか。最初の切っ掛かけは本当にささやかで下らないものだった気がする。

　ああするしかなかった。他ほかに方法がなかった。断る術すべがなかった。それが常に、最善だった。

　にもかかわらず、状況は一向に改善しなかった。

　ひとつの弱みを補うために求められる代だい償しようは、次なる弱みを誘さそい、代償のために代償を支し払はらい、さらに代償を求められる。……蟻あり地じ獄ごくにも似た、終わりなき悪意の螺ら旋せんだった。

　すでに毬枝は多くの弱みを男に握にぎられ、口にするのもおぞましいような数々の辱はずかしめを断ることもできなくなっている。

　毬枝には、このようなことを相談できる友人はいなかった。家族はいたが、そのようなことを打ち明けられるような信しん頼らい関係を結べていなかった。

　森谷家には子供は３人いたが、毬枝以外の姉たちはとても優ゆう秀しゆうだった。自分だけがいつも底辺で、ただ生きているだけでも、日々、姉たちの優秀さと自分の無能さを突つきつけられた。

　次し第だいに毬枝は卑ひ屈くつになり、学校でも家庭でもひとりになろうとするようになった。

　悩なやみ事を相談すれば、姉たちの偉い業ぎようと比べられ、また居い心地ごこちが悪くなるに違ちがいないと恐おそれた。

　……だから、このような蟻地獄に落とされた時、家族も含ふくめ、相談する相手が誰一人思いつかなかったのだ…。

　彼女なりに考えた最善は、常に裏目裏目に出続けた。

　押しつけられた飼育委員すら断れなかった彼女に、どうして悪意ある罠わなを振ふり払はらえるというのか。……だからこれはつまり、…彼女にはとてもとても気の毒なのだが…、当然の結果だった。

　毬枝はのろのろと衣服を身につけると、再びランドセルを背負う。……その背負う重みに、先ほどまで強要されていた数々の辱めが思い出された。だから毬枝は、いつの頃ころからかランドセルを背負うだけでも、あの男の支配を受けているように感じるのだった…。




　　　　※




　……どうしてこんなことになっちゃったんだろう……。

　宙を泳ぐ金魚がいたならば、水面で口をぱくぱくさせなければならないに違いないと思うほど、酸素の薄うすれた空気の中で、私はぼんやりと考えていた……。




　一番最初、悪かったのは確かに自分だった。

　私はしてはいけないことをしてしまい、それを先生に見つかって咎とがめられた。

　それはとてもとてもいけないことで、もしクラスメートに知られたら、きっとまた虐いじめられてしまうに違いないような、…そんなことだった。

　だから、それを内ない緒しよにしてもいいと先生が言ってくれた時、……私は少なからず先生に感謝の念を感じたのだ。……その代償として求めてきた行為が、どんなに異常なものだったとしてもだ。

　私は長いこと、ずっと虐められてきた。幸いにして今は虐められていないが、それは、クラスに私よりも虐められている子がいてくれるからというだけのこと。

　だから、私は再び虐められる生いけ贄にえ羊に戻もどらないためには、どんな代償だって安く思えたのだ。……それくらいに、生け贄羊の役は、辛つらいのだから……。

　だからこそ、初めの内は、どんなことを求められても耐たえられた。

　クラス中から虐められる恐ろしさや悲しさに比べたら、先生の言うことを聞くのはまるで難しいことじゃない。先生は、放課後に私を呼び出す時以外は私を虐めないし、むしろ私を虐めようとするクラスメートを叱しかってさえくれた。

　そう。先生は私にささやかな辱めを強要したとしても、私を守ってくれていたのだ。

　だから私は、身を守ってくれる恩返しに、先生の望むことをしてあげるのは当然の奉ほう仕しだと思って耐えてきたのだ。

　先生の求める行為に罪悪感を覚えるのは私の問題で、先生自身はそれらの行為にいつもとても満足し褒ほめてさえくれた。……だから、私は良いことをしているのだと思いこもうとがんばってきた。

　………でも、先生の欲求は止とどまることを知らない。

　先生が私を守ってくれることに対する感謝の気持ちとして捧ささげていたはずの行為は、今では先生のために私が施ほどこさなければならない義務と化し、かつてはたまの放課後だけに呼び出されていたはずの関係も、徐じよ々じよに他の時間にも浸しん食しよくするようになり始めていた。

　授業中に仮け病びようを使って抜ぬけるように命令されたり。休日にも学校に来るように命令されたり。




　今では学校生活は副次的なものとなり、私は平日も休日も、先生が望んだ時、望んだことを捧げなければならない身となり果てている。

　平へい穏おんな学校生活を守るために耐えてきた苦く役えきは、今や私の平穏を侵おかし始め、何のために捧げている行為なのか、その意味すらわからなくなり始めていたのだ……。

　……でも、先生は確かに私をいじめっ子たちから守ってくれる。

　今日だって、私の教科書をいたずらしようとした男子たちを全員廊ろう下かに並べて、真っ赤になるくらいに平手を打ってくれた。そして私に謝罪させてくれた。

　だから、…先生が悪い人だとは思えない。

　むしろ先生は、いじめられっ子の私を守ってくれるいい先生なのだ。

　……だから私が先生の望みを聞くのは、それに対する当然の感謝なわけで……。

　それに対し、不快に感じるのはつまり、私が感謝の気持ちを忘れかけているということで……。

　……私は、先生が良い人なのか悪い人なのか、…それすらもわからなくなり、……ただただ今日もいいなりになり、下着姿にランドセルを背負うよう命じられ、……先生の日頃の疲つかれを労ねぎらうよう命じられただけだった……。

　それが辛く感じるのは、私に感謝の気持ちがないからなのだ。




　先生が守ってくれなかったら、私はきっと今頃クラス中に虐められている。

　……それに比べたら、…こんなの全然、……平気……。

　そうわかっているはずなのに、……私はめそめそと泣き続けるのをやめることはできなかった……。




　　　　※




　被ひ害がい者しやの名だけが明かされ、犯人の名が明かされない理り不ふ尽じんは新聞だけで充じゆう分ぶんだ。

　だからここでは、森谷毬枝に理不尽な運命を強しいる男についてもその名を明かすべきだと思う。

　すでに少女の独白でも明かされている通り、男は毬枝の担任だった。

　名は、金かな森もり義よし仁ひと。

　若くて線が細く、落ち着いた振ふる舞まいの中にもユーモアを忘れない、憧あこがれる女子も多い人気のある教師だった。

　だが、それは容姿だけの問題だ。その内面は、彼に憧れる少女たちのささやかな好意を踏ふみにじってなお余りある、最低のものだった。

　かつて聖職を志した頃、彼は高潔な人間だったかも知れない。

　だが、多た忙ぼうな現実は彼の現実感なき理想などすぐに霧む散さんさせる。……やがて彼は、多忙かつ報むくわれない日々に対し、理不尽な怒いかりを抱いだくようになっていった。

　これだけ自分は滅めつ私し奉ほう公こうをしているのに、それを誰も自分に感謝しない。自分の零こぼす汗あせだけが無む駄だに滴したたり落ちるだけ。……なのに、世の中にはそんな自分の苦労の上にさも当り前のようにあぐらをかき、うまい汁しるだけを吸っている連中がたくさんいるのだ。

　自分はすでに報われて当然の苦労を充分に積み上げた。それに対し、誰も自分に報いないなら、自分で自分に報わなければならない。

　だから、これまでの自分の苦労を考えれば、これくらいの逸いつ脱だつは当然の権利であると、自分勝手な理論を次第に蓄ちく積せきさせていくようになった。……それは、無自覚の怒りだったに違いない。

　その怒りのはけ口を他者に向けなかったなら、彼はそれでも高潔な教師であり続けられただろう。

　……だが彼は、それを他者に向けた。こともあろうか、自分の教え子の少女にだった。

　だからその時点で、その高潔な生おい立ちに関係なく、彼は最低の男であることに間違いなかった。

　彼は今や学校に来る目的は、将来の社会を担になう少年少女たちに学問を教えることではなく、少女を思うがままに蹂じゆう躙りんして報われない自分を慰なぐさめるためだと自覚までしているのだった。

　それに対し、金森が罪の意識を持ったのは本当に最初の最初だけだ。

　弱みを握り、自分の欲望に何の枷かせも付けることもなく吐はき出せる快楽は、彼から罪の意識を奪うばうのに大して長い時間を必要ともしなかったのである……。




　　　　※




　朝の気け怠だるい職員会議は、いつ終わるとも知れず、長々と続けられていた。

　通信簿ぼの評価にクラスごとの格差があり保護者から苦情が云うん々ぬん。市内の学校でプールを媒ばい介かいにした皮ひ膚ふ病びようが流は行やったので、タオルを共用しないよう指導を厳しく云々。

　つい昨年までは一線の教師だったとしつこく繰くり返す教頭は、偉えらぶり、職員室の中で我が物顔で発言をできる悦えつにすっかり取り憑つかれてしまったようだった。

　そんな中、私の心は、早く放課後になって毬枝をいつもの旧校舎のトイレに呼び出し、どのようにして自分の欲望のはけ口にしてやろうかという、どろどろとした妄もう想そうでいっぱいに満たされていた。

　プール開きが始まり、学校指定の濃のう紺こんの水着が眩まぶしい季節になった。……下着にランドセルという組み合わせにもそろそろ飽あきてきたところだ。今度は学校指定水着にランドセルでも背負わせてやろうか。…きっと、誰だれも見たことのない、滑こつ稽けいで馬ば鹿か馬鹿しい格好になるに違いない。そんな滑稽な格好も、私が命じて準備させれば、翌日の放課後には実現でき、何一つ逆らうことのできない少女に好きなだけ妄想をぶつけることができるのだ。

　１人の少女を支配すること。……これだけの犯罪的行こう為いで、まるで自分はこの職員室にいる誰よりも高みに達してしまったように私は錯さつ覚かくすることがあった。

　……多くの哲てつ学がくが、人間が達するべき高みについて問い掛けてきた。私は、どうすれば自分の人間としての格を上げることができるのか、他人に見下されているように感じずに済むのか、若い日に真しん剣けんに悩んだことがある。

　でも、その解決方法はこんなにも身近に転がっていたのだ。

　誰かを支配し、その上に立つ。

　それだけのことで、私は子供の頃から拭ぬぐえなかったコンプレックスを克こく服ふくすることができたのだ。

　だからこそ、自分は今や、誰からも見下されているように感じることはなく、それどころか、生徒のいないところで下世話な話に花を咲さかせる同どう僚りようたちを見下す優ゆう越えつ感にさえ浸ひたることができたのだった。

　……だが同時に、すっかり影かげを潜ひそめてしまったはずの、怯おびえの心がわずかに残ることも自覚していた。

　思いのままに少女を自在にできる日々は、今日も明日あしたも明後日あさつても続くだろう。……だが、来年も再来年も十年後も続くわけがない。

　森谷毬枝が一生徒に過ぎない限り、やがて進級し、卒業する。彼女を取り巻く環かん境きようは変化し、いつしか私の支配が及およばなくなる時が来るだろう。

　その時、疎そ遠えんになったカップルがいつの間にか別れてしまうように、綺き麗れいさっぱり終わってくれればいいが、それに期待するのはあまりに無む謀ぼうだった。

　私が毬枝に強いてきたことは、まったくの言い訳の余地なく犯罪だ。

　私からの解放を望む彼女は、決して誰にも言わないといつも誓ちかうが、それは私の支配下にあり、逃にげ場がどこにもないからこそであって、状じよう況きようや立場が変われば、すぐにでも豹ひよう変へんし、警察に通報するに違ちがいない。……たとえ、今がどれだけ従順であってもだ。

　人は心の底から屈くつ服ぷくしたりなどしない。いつか訪おとずれる解放の日までを、もっとも風当たりが少なく過ごす方法として、屈服して見せるだけなのだ。

　森谷毬枝は、いつかきっと自分を裏切る。

　だからこそ。……私は、この心とろける日が一日でも長く続くように。そして、それでもいつかは必ず終わりを迎むかえるこの日々が平穏に終わることができるよう、少しずつ考え始めていた…。

　初めに思いついたのは、彼女が卒業してからも支配を続け、永遠に私を裏切らないようにすること。

　……だが、永遠を維い持じすることなど人の身にできることではない。

　となれば、この日々が必ず終わることを前提に、綺麗に終わらせることを考えなければならないのだ。

　綺麗な終わりとは、どのようなものなのか。

　永遠に裏切らない保証がない相手を、永遠に裏切らないと信用できるよう終わらせるのはどのようなものなのか。

　それを突つき詰つめた時、…行き着いた答えは非常にシンプルだった。

　その回答は、テレビや映画にいくらでも溢あふれていた。だからすぐに思いつくことができた。

　……この頃ころから、……私の心の中に、……いつしか、森谷毬枝を殺サナケレバナラナイという考えが芽生えるようになってくる。

　少なくとも、今の時点では毬枝は従順だ。

　家庭環境に不和を抱かかえるという彼女は、家族にも相談できず、元々いじめられっ子なので、クラスにも相談できる友人はいない。

　だから、彼女が従順である内に、確実な方法で彼女を葬ほうむってしまうべきなのだ…。

　私の手の平に、じっとりと嫌いやな汗が溜たまるのがわかる。……そう、これはツケなのだ。

　１人の少女を蹂躙し欲望のはけ口にするという、許されぬ罪に対するツケ。

　だが、そのツケの支し払はらい方は、罪にさらに罪を重ねるという非人道の極きわみだ。

　………でも、私より悪いやつはいくらでもいる。…私は今日まで、いや、今日以降も、滅私奉公を続け、誰よりも高潔に教職であり続ける。担任を精力的にこなし、部活の顧こ問もんや保護者とのトラブル、それらを誰に愚ぐ痴ちることも、誰に報われることもなくこなし続けている。

　だから私は、これまでの功績を考えれば、この程度の悪事を差し引いても、まだ悪人とはなり得ないはずなのだ。

　世の中、うまくやったヤツだけがのさばれる。うまくやれないヤツはいつまでも利用され続けてくたばって死ぬ。

　ただそれだけのことで。

　俺はその当り前の原理ってヤツを、森谷毬枝に特別授業で教えてやってるだけじゃないか。……それに気付けないヤツは、生しよう涯がいを誰かに支配され、屈服して生き続けていくしかない。詐さ取しゆされ続けて当然なのだ。

　……とにかく、毬枝はまだ従順だ。……いつもひと気のない旧校舎のトイレに呼び出しているが、場所を変えて呼び出すことも可能だろう。ひと気もなく証しよう拠こも何も残らないところにうまく呼び出して、絶対にバレない方法で殺してしまうことはできないか……。

　ゆっくり考えよう。必ず完かん璧ぺきな方法が思いつくはずなのだ。

　だが、それを今日明日までに大急ぎで用意しなければならないわけじゃない。…今日明日程度では、毬枝は私の支配から逃のがれられることなどあるはずがないのだから。

　今日はどのようにして欲望を吐き出してやろう。卑ひ猥わいな妄想に再び頭の中が満たされていく……。

　その妄想は、予よ鈴れいによって教頭が長話を打ち切るまで、ずっと続くのだった。







「めそめそさんが出たんだって」

「めそめそって泣いてたのを聞いたんだって」

　学校は子供の国だ。…だから、子供の中でしか通用しないような、妙みような迷めい信しんが横行しているのはよくあることだった。

　廊ろう下かを歩いている時、ふと聞こえたそれは、最近、その名を聞くようになった新しい学校妖よう怪かいのようだった。

　学校妖怪というのはアレだ。

　例えば、夜中に踊おどり出す理科準備室の骨格標本や、目が動くという音楽室のベートーベンの肖しよう像ぞう。どこの学校にもあり、そして大して代わり映ばえのない学校怪かい談だんによく登場するあれらのことである。学校の七不思議なんて呼ばれたりもするアレだ。

　この学校ではどんなものが七不思議の妖怪なのかはよく知らないが、どうせどこかで聞いたことがあるようなものばかりだろう。

　子供たちが話しているのは「めそめそさん」という妖怪らしい。その名のとおり、めそめそと泣く妖怪らしい。実に子供らしい、安直でいい加減なネーミングだった。

　くだらないと思い、足早に通り過ぎようとした時、私の足が自然に止まる。

　こんなことを言い出したのが耳に入ったからだ…。

「うん。めそめそさんはね、旧校舎の女子トイレに出るんだよ。そしてね、個室の中で、めそめそ、めそめそと泣いてるの。誰が泣いてるんだろうって思ってね、個室のドアを叩たたくと、中からこう聞こえてくるの」




〝めそめそ、めそめそ。そこの人、どうか哀あわれな私の話を聞いてください〟




　……………………ッ。

　私は背筋に、ぞぉっとしたものが這はい上がってくるのを感じずにはいられなかった。

　子供たちが話している「めそめそさん」は、妖怪でも何でもなく、…本当に実在するかもしれないからだ。

　旧校舎のトイレの個室の中で、めそめそと泣く何者か。

　そして、それにどうしたのかと話し掛かけると、〝哀れな私の話を聞いてください〟と話し掛けてくる。

　私は硬かたい唾つばを飲み込み、霜しも柱ばしらでびっしりになりそうな頭を必死に働かせる。

　……それは妖怪なんかじゃない。

　毬枝。………森谷毬枝のことなのではないのか。

　二人で一いつ緒しよにいるところを誰かに見られたら、無用の勘かんぐりを受けることもあるかと思い、いつも放課後の逢おう瀬せを終えた後は、私が先に出て、その後に時間をおいてから出るように言っている。

　……つまり、自分が先に出て行った後には、毬枝がひとりでトイレの個室に残っているのだ。

　そこに、何の気まぐれか旧校舎に入り込んだ生徒が誰かやって来て、……個室の中でめそめそと泣く彼女の声に引き寄せられたとしたら…。

　毬枝は、自分のことを打ち明けようとしたに違いない。

　……ところが、そこへやって来た生徒は、それを妖怪だと思い込み、逃げ出したに違いないのだ。

　それは、……何という偶ぐう然ぜんなのか、奇き跡せきなのか。私は知らずして致ち命めい的な危機を回かい避ひしていたのだ。

　もし、その生徒が妖怪だなどと思い込まず、毬枝の話に耳を傾かたむけていたならば。…今頃、私は檻おりの中にいたに違いない。

　……その偶然の奇跡に、私は今さらのように冷や汗あせを流さずにはいられなかった。




「でね。めそめそさんに話し掛けられてもね、決して話をしちゃいけないんだって。もしもね、めそめそさんと話をしたり、その正体を見ようとして扉とびらを開けたりしちゃったらね、………………大変なんだって」

「大変って…？」

「……トイレの中に引きずり込まれて、全身の骨を砕くだかれて殺されちゃうんだって。だから、決して話をしようとしたり、姿を見ようとしてはいけないんだって…！」

「怖こわい怖い怖いー！」

「でもさ、旧校舎のトイレなんて、普ふ通つう、行かないよね！　だから、めそめそさんが出てくるトイレに近付かなければいいだけの話だもんね！」

「近寄らない方がいいよいいよ、絶対いいよ。だって、わざわざ行って、本当に個室の中にいてめそめそ泣いていたら、怖いもん…！」




　……は、…ははははははは。

　その話を聞き、私は思わず吹ふき出さずにはいられなかった。

　森谷毬枝の泣き声を誰だれかが聞き怪談にしてしまった。そこまでは危険な誤算だった。……だが、だからそのトイレには近付かない方がいい、という論法になるとは夢にも思わなかった。

　救いを求めたはずの毬枝の泣き声は、皮肉にも逆効果となり、生徒を寄せ付けなくしてしまったのだ。

　女子たちは迷信深い。この手の迷信に自ら踏ふみ込むような真ま似ねは決してしない。

　逆に男子はこの手の話を非常に好む。だが、女子トイレという場所は思春期直前の男子にとっては、どのような理由があっても、踏み込んだことが知られれば、囃はやし立てられることになる禁則の場所でもある。

　つまり、めそめそさんの怪談は、より一層、あのトイレに人を近付けなくしてくれた、というわけだ。

　………いや、それは楽観し過ぎだろう。

　ほとんどの生徒は怪談を恐おそれてくれるだろうが、これだけ大きな学校なのだ。１人くらいは恐れ知らずの生徒がいるに違ちがいない。

　たった１人と言えども、私たちの秘密を生徒に知られれば、私の身は破は滅めつする。

　……私は事態が緊きん迫ぱくしていることを再び認にん識しきしなければならなかった。

　今日も放課後に、いつものように旧校舎トイレに毬枝を呼びつけていた。……それを最後に、しばらくの間は様子を見た方がいいかもしれない。少なくとも、旧校舎トイレに代わる校内の死角を見つけられるまでは様子を見るべきなのだ。

　本当の本当に私が慎しん重ちようなら、……今日の毬枝との逢瀬も見送るべきなのだ。

　だが、………愚おろかしい男の性さが。

　私は毬枝を奴ど隷れい化したつもりでいて、…実は毬枝の奴隷となってしまっている。

　今の私にとって、すでに日々は耐たえ難がたい苦痛であり、毎日の終わりに、その苦痛を癒いやす手伝いを毬枝に強しいねば、ただの一日も堪たえられないほどであった。

　毬枝に私のことを飼い主だと呼ばせておきながら、実際に飼われているのは自分の方なのだ。

　毬枝にとって、私に呼ばれない一日は安息の一日だろうが、私にとって、彼女を呼び出さない一日は癒せぬ苦痛に喘あえぐ一日なのだから。

　だから私は、あのトイレにもう呼び出すべきではないという緊きん急きゆう性を感じていながら、でも今日の呼び出しはキャンセルしたくないという矛む盾じゆんを持っていた。

　今日、如い何かにして彼女を蹂じゆう躙りんするか、そのことで朝から頭がいっぱいだった。

　それをお預けにしたら、私の頭はどうかなってしまうに違いない。

　だから、危険を承知で、今日も私は毬枝を呼び出す。

　しばらくの間、呼び出せなくなってしまうのだから、今日は心ゆくまで思い切り、いつまでもいつまでも楽しんでやるのだ……。

　あぁ、毬枝……、毬枝、……愛しているよ……。お前も、お前の体も、狂おしいほどに、……愛している……。ま、毬枝ぇ……。ふ、ふっふひひひ、はは、は……。




　　　　※




　……無論、毬枝の耳にも、めそめそさんの話は及およんでいた。

　めそめそさんの話は毬枝の８組の、噂うわさ好きな女子たちの間でも持ちきりになっていた。




「怖いね…！　旧校舎のトイレなんてわざわざ行かないけど、ますます使いたくなくなっちゃうね！」

「でも怖いー！　旧校舎でなくても、閉まってる個室をノックして、中から、めそめそ…なんて聞こえてきたら嫌いやだよね…！」

「どうする？　そこのトイレでさ、ノックしたら、〝めそめそ…、そこの人、どうか哀れな私の話を聞いてください…〟なんて言われたら！」

「やっだ───!!!　あははは！　逃にげる逃げる！　返事しただけで全身の骨を砕かれて殺されちゃうんでしょ？　やだやだやだー！」




　……それを聞きながら、毬枝は悲しい気持ちになっていた。

　どうしてみんな、中の人の悩なやみを聞いてあげないのだろう……。

　毬枝も自覚していた。…多分、それは自分のことなのだ。よく覚えていないが、以前、それまでに一度も要求されたことのない酷ひどい事を強いられた時、…辛つらくて悲しくて、解放された後に涙なみだが止まらなかったことがあった。…その時、トイレに誰かがやってきて、……あまりの悲しさから助けを求めたくて、そんな風に語り掛けたことがあった気がするのだ。

　そして、…その怪談が伝えるように、扉の向こうの誰かは逃げ去っていってしまった。

　その話はいつの間にか怪談となり、…自分はいつの間にか、めそめそさんという妖怪にされてしまっている。

　誰かに助けを求めたくても、話を聞いたりしたら全身の骨を砕かれて殺されてしまうことになってるのだから、誰も話など聞いてくれたりはしない……。

　……悲しかった。自分のたった一回の勇気を、妖怪の仕し業わざにしてしまった誰かが恨うらめしかった。

　でも、………妖怪というのも悪くないかもしれないとも思った。




　いつ終わるとも知れない悪夢の日々に、もう毬枝の心は灰のようになっていた。
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　……最近、マンションのエレベーターを待つ時、眼下を見下ろしていると、８階という高さにもかかわらず、アスファルトの大地がとても柔やわらかく、慈いつくしみを感じられることがあるのだ。

　家にも学校にも居場所がなく、これからも行き先がわからない自分を、本当にやさしく受け止めてくれるのではないか。……そう思うようになっていた。

　でも、死は単なる逃とう避ひでしかない。自ら認める敗北で、解決にはなり得ないのだ。

　ならばせめて、自分を弄もてあそぶ先生に、何か一いつ矢しを報むくいたい……。

　でも、非力な自分がどんな仕返しをできるというのか。

　先生が自分に強いてる行こう為いは、全すべていけないことだとわかっている。自分に破滅する覚かく悟ごがあるならば、全てをさらけ出し、先生を道連れにすることもきっとできるのだ。

　先生は、私に強いた数々の行為の一部をホームビデオで撮さつ影えいしていたことがあった。…そして、もし自分を裏切るようなことがあればそれをばら撒まくとも言っていた。

　……自分に破滅する覚悟があるなら、先生を道連れにすることもできよう。

　でも、破滅した後の自分には、多分、生きているだけでも辛い辱はずかしめの日々が待ち受けているだろう。…その恐ろしさは、復ふく讐しゆうしたい気持ちと充じゆう分ぶん、天てん秤びんにかけられるものだった。

　どうしても逃げられないなら、自殺しかない。……でも、できることなら死にたくない。死なずに復讐することはできないものか……。

　そんな都合のいい方法、あるわけがない。

　……復讐など出来ず、それでも生きていたいなら、……結局、今日も放課後に、決められた時間にあのトイレに行って先生を待たなければならないのだ……。

　……だから、思う。……自分が本当に『めそめそさん』という妖よう怪かいになれればいいのにな、と。

　めそめそさんは恐ろしい妖怪で、相手を引きずり込み、全身の骨を粉々に砕いて殺してしまう恐ろしい力を持っているという。

　……そんな力が自分に与あたえられたなら、……きっときっと、あの男に復讐できるのに…。

　あの男はいつも私をチューインガムのように扱あつかう。……噛かんで噛んで、噛んで噛んで、味が出尽つくすまで噛み尽くして、……最後にぺっと吐はき出して捨てて、勝手に服を着て勝手に帰れと言い残し、勝手に帰って行くのだ。

　だから私にめそめそさんの力があったなら、……私もあの男を噛んで噛んで、噛んで噛んで噛んで、全身の骨を粉々に砕いてから、ぺっと吐き出してやるのに……。

　それはつまり人間をやめて妖怪になりたいということだった。

　人間をやめるという意味においては、自殺とそんなに意味は変わらない。

　でも、単に人間をやめたいというだけでなく、別のものに生まれ変わって復讐したいという点において大きく違っていた。

　最近、私にもうっすらとわかるようになってきていた。

　学校は、人生の縮図なのだ。学校程度でいじめられる人間は、社会に出ても何も変わることはない。また同じ役目になるだけだ。

　学校にいる内に、いじめられっ子を抜ぬけ出せない人間は、生しよう涯がい、いじめられっ子から抜け出せはしない。

　そして、…自分は抜け出すことのできない人間なのだろう。

　だから、私がこのまま人生を続けても、どうせいいことなど何もない…。

　社会に出ても、また先生のような男に囚とらわれ、抜け出せない日々に再び戻もどるだけに決まっているのだ……。

　……そこまで理解しながら、自ら死を選ぶだけの勇気が持てない。

　だから、妖怪になって復讐したいなどという、前向きなのか後向きなのかもわからない、妙みような考えになってしまうのだ…。







　どうすれば、めそめそさんになれるのだろう……。

　どうすれば、自分は学校に数多あまたある学校妖怪の一員に加われるのだろう……。

　みんなが噂するめそめそさんは、本当は自分なのだ。でも、自分はみんなが噂するような妖怪ではない。

「……めそめそさんは私なのに…。……どうすれば、……本当のめそめそさんになれるんだろう…」

　毬枝はそんなことをぼんやりと考えながら、放課後の指定された時間まで、図書室でぼんやりと時間を潰つぶしていた。

　だから、それは小声の独り言だったはず。聞く者があったとしても、何を言ったのか聞き取れない程度の小声だったはず。

　なのに、…その小声に対して返事があったので、毬枝は驚おどろかずにはいられなかった。

「………ということは。あなたが噂のめそめそさん…？」

「……え…？」

　毬枝の前には、いつの間にかひとりの少女がいた。もちろん面識のない子だった。

　一学年にクラスが10を超こえることもあるマンモス校だ。転入、転校も激しい。同じ学年であっても、面識のない子などいくらでもいた。

　その子の身なりはとても上品…、というか、豪ごう華かだった。

　まるでピアノの発表会でもあるかのような、綺き麗れいで豪華な身なり。…まるで、美しいドレスを着たお人形がそのまま人間になったような、そんな身なりだった。

　それはもちろん顔立ちや髪かみ型がたもだ。手入れだけでも相当の時間を掛けて丁てい寧ねいにしていることがすぐにわかった。

　でも、…目つきもお人形のようだった。とても美しく、まるで宝石のよう。…だけど、血の通った温かさを感じることはできなかった。

　服装や髪型に対しては、お人形のようというのは褒ほめ言葉になるだろう。……でも、目つきに限り、お人形のようとたとえるのは、褒め言葉にならない時もあるかもしれない。

　…毬枝はこの少女の目つきに対し、そんな印象を感じていた。

　この子は、同級生だろうか。上級生だろうか。…もし上級生だったなら言葉遣づかいに気をつけないと……。

　だから毬枝は、せめて相手の学年だけでも知りたくて、目の前の少女の名札を見ようとする。でも、雨に滲にじんだような名札で、よく読み取ることができなかった。

「私の名札より、あなたの名札が見たいの。……見せて？」

「…え？　あ、…あ、…ご、ごめんなさい…！」

　毬枝の腕うでが名札を遮さえぎる形になっていたので、その少女から名札を見ることができなかったのだ。

　また、自分が名札を覗のぞき込んでいたことが悟さとられていたので、毬枝は慌あわてながら自分の名札を見せる。

「８組の子なのね。この学校は生徒がいっぱいいるからよくわからないわ。うふふふふふふ」

　その少女は、毬枝が８組の生徒だとわかって満足そうだったが、毬枝には少女の名札がぼやけていてよく読めない。

　このような上品な服装でも、学校規定の名札を欠かさないところに、何だか不思議な滑こつ稽けいさを覚えた。

　毬枝はがんばって目をこらし、何とかクラスだけを読み取ったが、それも何だかおかしかった。

　だって、Ｂ組と読めたからだ。

　……アルファベットのクラス名などこの学校にはないはずなのに…。でも名札の書式はこの学校のものだ。

　それ以上じろじろ覗き込んでいると失礼に当たると思い、毬枝は名札を見るのをやめた。

「森谷毬枝さん？　最近の子の名前は難しくなる一方ね。…私の名前も負けないけれど。彼ひ岸がん花ばなって呼んで頂ちよう戴だい。よろしくね、毬枝？」

「え、…ぁ、……はい。よ、よろしくお願いします…」

　少女が名乗る彼岸花という名が、名前なのか苗みよう字じなのか、毬枝には判断がつかなかった。

　でも、彼女と一対一で話す限り、特に名前を呼ぶ必要はない。……毬枝は無理にその名を記き憶おくに留とどめる必要もないだろうと思った。

　すると、彼岸花と名乗った少女はくすりと笑う。…それはまるで、その名を怪け訝げんに思ったことを見抜かれたかのよう。見抜かれるはずのない感情を気付かれ、毬枝は少しだけぞっとするのだった。

「それで、さっきの話なんだけれど。……あなたはめそめそさんなの？　それとも違ちがう？」

「…えっと、……あれは、……その………」

　毬枝は何と答えて良いかわからなかった。

　おそらく、めそめそさんの怪かい談だんの原因は自分にあるから、その意味では自分は間違いなくめそめそさんだろう。……でも、生徒たちが噂うわさするような妖怪ではない。

　だから毬枝は、どう答えればいいかわからなくて、しばらく困こん惑わくしなければならなかった。

　彼岸花は、そんな毬枝の様子を見てくすりと笑う。まるで、毬枝が口に出さなくとも、その胸中がわかっているかのようだった。

「……この学校は、こんなにも大きくてたくさんの子供が集まっている。知ってる？　妖怪はね、人の想おもいに集まるの。だから、こんなにもたくさんの生徒がひしめく学校だったら、並の学校よりもたくさんの妖怪が集まってくるのよ。あなただって知ってるでしょ？　学校の七不思議。学校に住まう七大妖怪。普ふ通つうの規模の学校なら七つも席があれば充じゆう分ぶんなんだけれど。これくらいの大きな学校だと、七席以上があってもいいとは思わない？　……だからこの学校を統すべる妖怪の席数を増やさないかって話が出てるのよ。それで席数を増やそうという話になったら、ちょうどよく、めそめそさんという妖怪が現れたという話だから、どんな子かなって思って、ずっと探していたの。……でも驚いちゃった。だって、いざ見つけてみたら人間だったから。くすくすくすくす……」

「わ、……私は、…その、…妖怪じゃないですけど、………その……」

「でも、めそめそさんなのよね？　別に人間だからダメってことはないと思うわよ。七席の中にも、元は人間ってのもいるしね。私は違うけれど。……くすくすくすくす」

　彼岸花はくすくすと笑う。美しいお人形が調度品に囲まれて優ゆう雅がな仕草をするように。

　……だけれども、動くはずのない人形が笑うかのような不気味さも同時に持ちながら、くすくすと笑う。

　毬枝は決して夢見がちな少女ではなかったが、……直感した。

　彼岸花は人間ならざる存在に違いないのだ。…そして、めそめそさんという新しい妖怪が、自分たちの新しい仲間に相応ふさわしいか品定めに来た、ということに違いない…。

「あの、…………ひ、……彼岸花さんは、………妖怪なんですか…？」

「えぇ。クラスでは〝踊おどる彼岸花〟って呼ばれてる、七席の序列第３位。一応、保健委員もやってるのよ。保健室になぜか置いてあるお人形。あれが夜中にひとりでに踊り出すっていう怪談、聞いたことない？」

「……え、………あ、……ご、ごめんなさい…。そういう話はよく知りません……」

「あらそう。…応こたえるお言葉をありがとう」

　そこで初めて彼岸花は表情を曇くもらせて口を尖とがらせた。…自分の名を毬枝が知らなかったことが不ふ愉ゆ快かいだったらしい。

　だが、その表情を見て、ようやく毬枝は意思の疎そ通つうができていることを実感する。

　自分を学校の七不思議に連なる妖怪だと自己紹しよう介かいする彼女が何者なのか、未まだわかりかねていたが、少なくとも悪い人ではなさそうだった。

「あの、…彼岸花さんは、……何をしにいらしたんですか…？　め、…めそめそさんを、仲間に迎むかえるため、…ですか…？」

　毬枝は恐おそる恐る聞く。

　友達を持ったことのない毬枝にとって、たとえ素す性じようの知れない、それも自分を妖よう怪かいだと名乗る少女であっても、自分を仲間に迎えたいとやって来てくれたことに、実は小さな喜びを感じていた。

　妖怪の仲間に加わる、ということは、人間としての生を終えろという意味かもしれない。…ならば、自分はこの彼岸花という妖怪にこの場で祟たたり殺されてしまうのか……。

　……でも、それも一興だった。

　このままあの男に慰なぐさみ者にされる日々を永遠に繰くり返さなければならず、自ら死を選ぶ勇気もないならば。……今この場で彼岸花に祟り殺されて、彼女の仲間に加えてもらえた方がずっとマシだと思った。

「………ふぅん。人間をやめる覚かく悟ごはあるってわけ」

「は、……はい」

　彼岸花はにやりと笑うと、値ね踏ぶみするように毬枝の頭のてっぺんからつま先までをじろじろ見る。

　この頃ころになると毬枝は、彼岸花には言葉に出さずとも胸中を読み取れる力があることを疑わなくなっていた。

　……そう心の中で思うと、その通りと言わんばかりに彼岸花はもう一度にやりと笑うのだった。

「なら、本人の意志は問題ないってことね。気に入った。序列の第８位に〝めそめそさん〟を加えるよう、うちのクラスの学級会で推すい薦せんする。多分、あっさりと決まると思うわ。めそめそさん、みんな気に入っているもん。……くすくすくすくすくす」

　彼岸花は上じよう機き嫌げんそうに笑う。

　でも、毬枝が瞬まばたきをひとつすると、笑い声は聞こえているのに姿は消えてしまい、……もう一度瞬きをすると、今度は声も消えてしまい、もう一度瞬きした時には、気配すらも消え去ってしまっていた……。

　だからそれは、あっという間の出来事。

　……毬枝は焦あせり、彼岸花の姿を探すが、二度と見つかることはなかった。

　消えたことにより、…彼岸花が人間ではないということがわかった。そんな存在から仲間として受け入れようと言ってもらえたことに嬉うれしさを感じた。

　だが、消えたことにより、…今の出来事が全すべて自分の白昼夢に過ぎないのではないかという恐れも生まれた。それを払ふつ拭しよくしたくて、彼岸花の姿を探す。

　でも、……見つからない。

　妖怪の姿は向こうが望まぬ限り、人間の目に映ることはないのだから…。

　……今の出来事は果たして真実なのか、…それとも逃とう避ひしたい自分が見た、束つかの間の白昼夢なのか。

　毬枝は、彼岸花の存在を、……信じることにした。

　今の鮮せん烈れつな体験が、自分の妄もう想そうのわけがない。

　私は学校妖怪に誘さそいを受け、……人間を終え、ようやく苦難に満ちた日々から抜ぬけ出す道筋を見つけたのだ。

　人の身を捨てれば、きっと私を慰み者にした先生に復ふく讐しゆうする力が得られる。

　でも、人を呪のろわば穴二つ、というのも理解している。

　全てを失う覚悟なくして、復讐など成し得ないのだ。




　……人間をやめる覚悟。今日までの生活を全て捨てる覚悟。

　それを自覚した時。……毬枝は心の中に、ほんのわずかに灯ともった感情があった。

　だが、その感情が何かに気付く前に、時計の針は、旧校舎トイレへ行かねばならない時間が来たことを告げる。

　彼女は再び無表情な、……彼岸花以上に人形のような蒼そう白はくな表情に戻もどると、とぼとぼと旧校舎へ向かうのだった。

　心の中に灯った何かが、どういう感情なのかを考えながら。

　……その感情の名は、覚悟。…あるいは決意だった。

　彼岸花に、自分は人間をやめる覚悟があることは伝えた。

　あとは彼女のクラスの学級会で、めそめそさんの存在が認められるのを待つだけだ。

　……認められたなら、私は学校に住まう妖怪として迎えられるだろう。

　多分、私の命は失われ、人としての生を終えるという通過儀ぎ礼れいを経ることになるはずだ。

　つまり、……私はもうじき、人間の生を終える。

　ならば、駄だ目めで元々…。自分が人間の身である内に、たったひとつの勇気を試ためしてもいいのではないか……。

　毬枝は項うな垂だれながら旧校舎のトイレを目指す。

　でも、その握にぎり拳こぶしは、小さくだけれど力強く握られていた…。




　　　　※




「……先生。…お、……お話があります」

　旧校舎の薄うす汚よごれたトイレの中で毬枝がそう切り出した時、私は直感した。

　彼女との禁じられた関係は永遠に続くものではない。いつか何らかの形で終わる日が来る。…そして、その日がついに訪おとずれたのだと直感した。

　だから毬枝が、今日でこの関係を終わりにしたいと、たどたどしい口調で言うのを聞きながら、聞き終わる前にそれを全て理解するのだった。

　だが、今日という日がやがて訪れるのを理解していたにもかかわらず、それがまさか今日だったとは思わず、金森は少なからず焦っていた。

　この日がやがて訪れることを理解していながら、どう切り返すかまったく考えてこなかったことは明白だった。

「……そんなことを言っていいのかい…？　君と先生のことを録画したテープだってあるんだよ…？　あの恥はずかしいテープを誰だれかに見られてもいいのかい…？」

「……誰かに見られるのは嫌いやですけど……、…でも、見られて困るのは先生も同じだと思います」

「………む………」

　非道の限りを尽つくしてきながらも、それでも金森は大勢の生徒を相手に観察眼を養った教師でもあった。…だから、毬枝の様子を見て確信する。

　毬枝は何かを切っ掛かけに決別を切り出す勇気を持ち、…しかもそれを口にしながら、自らの言葉でますますに勇気付けられているのだ。

　こういう手合いはまずい。丸め込もうとすればするほど、かえって頑がん固こになっていってしまう…。

　……しかし、あれほど内気で従順だった毬枝が、なぜこれほどの勇気を突とつ然ぜんに持ったのか。

　……ま、まさか、誰かに打ち明けて相談したのか…？

　それは自らの破は滅めつを意味する。……そうなるリスクと背中合わせの日々であることは、誰より自分が知っていたはずだ。だがその危険性を、日々の快楽に溺おぼれすぎて忘れていた。脅きよう迫はく用のテープがあれば、それだけで屈くつ服ぷくさせられると甘えていた…。

　毬枝に強しいてきた行こう為いを録画したのは、もちろん保険の意味だけではなかった。…自分の下げ劣れつな欲よつ求きゆうを満たすための行為のひとつでしかない。

　だが、それは都合よく、彼女の裏切りに対する抑よく止しにもなってきた。…行為を録画したテープが脅迫になるという、ある種のステレオタイプが毬枝には通用したのだ。

　……だが、支配最大の砦とりでだった録画テープによる脅迫もあっさりと否定され、今や毬枝を支配し続けることのできる枷かせは何も存在しなくなっている…！

「……こ、…このことを誰かに話したりしたのかい…？」

「……い、…いいえ。まだ誰にも話していません」

「も、…もし誰かに話したりしたら、……先生も、あのテープを……」

「わ…私もそれは嫌です…。ですから、その、……先生があのテープを捨ててくれるなら、私も誰かにしゃべったりしません」

　金森はわずかに安あん堵どする…。まだ毬枝は誰にも話していない。まだ私の身に破滅は訪れていない…。まだ手て遅おくれではない、まだどうにかできる……。

　毬枝がどう強気に出ようとも、あの録画テープの存在は彼女にとって永遠にアキレス腱けんなのだ。だから、それと対等な条件として、彼女が私のことを誰にも話さないというのは妥だ当とうな話だ。

　でも、…だからといって、毬枝がずっと口を噤つぐんでいてなどくれるだろうか…？

　……今はまだ私のことを恐れてくれているからいい。互ご角かくの立場くらいにしか思っていないからいい。

　だがもし、彼女がさらに勇気を持ち、刺さし違ちがえてでも私を警察に突つき出そうと思ったなら……。私はそれを防ぐことなど何もできない。

　警察は瞬またたく間に私を取り押さえ、アキレス腱であるテープをばら撒まかせる時間など与あたえないに決まっているのだ。

　第一、彼女を脅おどす時、私がいつも繰り返し口にしてきたテープのばら撒き。…それに実際はどれくらいの時間と手間が掛かるというのか。

　無理だ。ポケットに忍しのばせたスイッチひとつで彼女を破滅させられるほど簡単ではないのだ。

　それに比べたら、警察に駆かけ込んで事情を話すほうがはるかに容易…！

　……毬枝が立場を互角だと誤解してくれている今だけが均きん衡こう状態なのであって、……もし、立場が圧あつ倒とう的に違うことに気付いたなら、すぐにでもその均衡は破れるだろう。しかもそれは、自分の努力ではもう防ぐことができない…！

　つまり、………すでに均衡は破られているのだ。

　毬枝はまだそれに気付いていないだけ……。

　今日この場は、納なつ得とくしたふりをして誤ご魔ま化かすこともできる。

　だが、今夜にも彼女は警察に電話をするかもしれない。……もう、毬枝に私の支配は及およんでいないのだから。

　そう。姿が見えなくなったら最後。もう、いつ牙きばを向いてもおかしくないのだ……！

　……なのに、毬枝はその絶対的な状じよう況きようにまだ気付いていない！　何という愚おろかなヤツ！

　そのくらいに鈍どん感かんで間抜けで、所しよ詮せんはいじめられっ子の器うつわなのだ。

　……そんな間抜けにッ、今日まで努力を積み重ね、名門高校、名門大学、そして教師と駒こまを進めてきて、やがては教頭、校長とさらに高みに登っていく自分の足元をさらわれることになるなんて…！　私は理り不ふ尽じんな怒いかりに腸はらわたが焼かれるのを感じる。

　とにかく、………今この場で何かの決着をつけなければ、私は明日あしたの朝すら待てずに破滅する…！

　今こうして、毬枝が目の前にいる内に。

　今こうして、トイレの個室の中に二人っきりでいる内に。

　今こうして、無人の旧校舎に二人っきりでいる内に、…何とかしなければ!!

　そこまで至っているなら、答えはあまりに簡単だ。そして、その答えは頭が理解するより、手が行動に移す方が早かった。




　………アトハ、全テ異様ナ光景………。




　視覚はどろりと歪ゆがみ、世界の全てを荒あれる水面越ごしに覗のぞくような気分だった。

　それは視覚だけじゃない。…聴ちよう覚かくも、触しよつ覚かくさえも、全てがどろりと澱よどんで荒れる水面越しのよう。

　その澱みの向こうに自分は手を突っ込み、毬枝の細い首を捻ねじり潰つぶそうとする。…それはまるで、幼少期の記き憶おくの、小川でフナを素す手でで追いかけた時を連想させた。

　……あの頃の私の夢は何だったっけ。総理大臣だったっけ、ジャンボ機のパイロットだったっけ。…それがどうしてこんなことになっちまったのかなぁ…。……こうして、小川でフナやザリガニを追い回していた頃が一番、楽しかったのになぁ…!!

　毬枝が痙けい攣れんしながら、宙の何もありはしない虚こ空くうを睨にらんで、口から涎よだれとも泡あわともつかないものを垂らし始める。

　そうさ、毬枝の息の根を止めるのも、フナやザリガニを苛いじめ殺すのも、こんなにも同じ感触だったのだ。結局、生き物は、人もフナもザリガニさえも、大して違いはなかったってわけさ…。……くくく、ひひひひひひひひひひ！！！

　いくら絞しめても至らない、芯しんの芯を絞め潰してやるため、最後の渾こん身しんの力を込こめる…！




　……そして、……至った。

　痙攣するような毬枝の抵てい抗こうは、全身の緊きん張ちようが解けていくように、少しずつ失われていき、………最後には、自らの体重を支えることもできないくらいに脱だつ力りよくした。

　首を掴つかんでいる手に、毬枝の全身の重さが掛かる。……毬枝がもはや自立しておらず、私の手の力だけに頼たよって直立しているフリをしているのは明白だった。

　だから、私が両りよう腕うでの力をわずかでも緩ゆるめれば…、するりと手を抜ぬけて、崩くずれ落ち、重力に従うのは当然のこと。……毬枝は、壁かべを背負いながら、…それでも壁との摩ま擦さつを利用して、崩れ落ちる時間にすらささやかな最後の抵抗を見せると、……とうとう床ゆかにうずくまった。

　それは、崩れ落ちて座り込んだのとはまったく異なる。

　人だったら、座る時に、着衣が乱れないよう気を遣つかった座り方をする。…でも、毬枝の座り方にはそういう気遣いは一いつ切さい感じられなかった。

　着衣を乱し、あられもなく捲まくれたスカートの裾すそ。それを直そうとする恥じらいすらも一切なくし、……毬枝はそこに座っていた。

　いや、座るという表現はもう適当ではない。

　毬枝はそこに、死んでいた…。

　………殺人を犯おかしたという実感が急激にこみ上げてくる。

　でもそれは恐おそれでもなければ自じ戒かいでもない。…どちらかというと、あれだ。……おつまみのピーナツの袋ふくろを開けようとしたら、威い勢せいよく中身を絨じゆう毯たんの上に全てブチまけてしまって、その惨さん状じようを見ながら、掃そう除じが面めん倒どう臭くさいなぁとぼやきたくなるような、…そう、ある種の面倒臭さだ。

　もう殺してしまった。後こう悔かいしたってどうにもならない。…なら、後悔は不要だ。

　毬枝が死んで、自分が生きているなら、…自分はこれからもしゃあしゃあと生き続ける。そのためには、毬枝の死体を隠かくさなければならない。

　…どこへ？　今は咄とつ嗟さに思いつかないが、ほんの少しの冷静さを取り戻もどせば、いくらでも思いつくだろう。

　それにナイフで刺したわけじゃないから目立つ痕こん跡せきが残るわけでもない。

　もう放課後も遅おそい時間だ。生徒の人ひと影かげは全て消えている。教師だって、自分の仕事が忙いそがしくて、校内のことなんか気が回らないさ。…ましてや、旧校舎のトイレで殺人が行われていて、これから俺が死体をどこかへ隠すなんてことにまで気が回るヤツが、いるわけもない…！

「………はぁ、………はぁ、…………はぁ……」

　そこでようやく私は、浅からぬ呼吸をしていたことに気付く。

　……やはり私は、自分がそうだと思っているほどの冷血漢ではないらしかった。

　落ち着け、何も焦あせることはないんだ…。落ち着け、落ち着け……。

　……………………？

　その時、廊ろう下かの遠くから、誰だれかの足音が近づいてくるのが聞こえた。

　歩き方の特とく徴ちようから、おそらく生徒の誰かだろうと思う。……しかし、こんな時間の旧校舎の、それもこんなトイレに何の用だってんだ…!?

　……そうだ、このトイレには確か「めそめそさん」とかいう妖よう怪かいが出る、という噂うわさになってたんだっけ…。

　迷めい信しん深い生徒たちのほとんどは近寄らないが、……生徒の中には物好きもいる。近寄ってはならない場所だと脅されれば脅されるほどに、わざわざ近寄ってみようと思う好こう奇き心しんの強いヤツが１人はいるもんだ…。

　その足音は、すたすたと歩くのとは違う。……一歩一歩がゆっくりで、非常に慎しん重ちように歩いているのがわかった。…息も殺しているように感じる。

　……だから私はもう完全に想像がついていた。

　このトイレに出るという妖怪、「めそめそさん」の噂を確かめるため、誰かが度胸試だめしに１人、わざわざこの時間にやってきたのだ。

　…………となれば、この生徒は、……このトイレに入ってくる？

　私と毬枝の死体は、トイレの個室の中にあり、扉とびらを閉めている。……つまり、トイレに入れば、個室内に誰かがいることは一目で看破されてしまうのだ。

　…まずいまずいまずい……。

　毬枝の死体を万が一にも見られてはならないし、私がこの時間にここにいたことを知られるのもまずい……。

　どうするどうする、どうするどうする……。

　全身から脂あぶら汗あせが噴ふき出だす。……毬枝を殺した時には、汗あせひとつかかなかった冷血漢気取りの私が、……度胸試しの生徒が１人紛まぎれ込んできただけで、これだけ狼ろう狽ばいできるものなのか…！

　そうしてうろたえている間にも足音は着実に近付き、今やそこまで迫せまってきていた。

　……ぺた、…ぺた。……………………ぺた…。

　その足音は、トイレの入り口で一度止まり、…この個室の扉が閉まっていることを知って、息を呑のむ。

　そして、……閉まっているように見えるだけで実は無人なんだろう、どうせ…、という想像を確かく認にんするために、…そろり、そろりと、トイレ内に踏ふみ入ってくる…!!

　そろり、……そろり……！

　どうしようどうしよう、どうしようどうしよう…!!!

　そろりそろり、そろりそろり！

　頼たのむ、そのまま引き返してくれ、頼む、そのまま引き返してくれ…!!

　そろりそろり、そろりそろり!!!

「………………………ッ!!!」




　１秒が１時間にも感じられ、粘ねばつきながら時間が凍こごえる…。

　そして、……ノック…!!

　……コンコンコン……。

　は、…はぁッ!!　た、叩たたかれた…、ノックされた…!!

　ノックは中に人がいるかどうかの確認だ。こ、ここで中にいると返事をしなかったら、無人なのになぜ閉まってるのかと、よじ登って中を覗いてくるかもしれない。あるいはもっと簡単に、しゃがみこんで、扉の下の隙すき間まを覗き込んでくるかもしれない。どちらにしたって、１人以上の人間がいるという異常事態を理解してしまうッ!!!

　じゃあ、ノックし返さないと…！　ノック、…ノック…!!　でもそうしたら今度は、中に誰がいたのかなんて興味を持つんじゃないか！　それはまずいまずいまずい!!　姿を見られてはならない、見せてはならない!!

　ああくそああくそああくそくそくそッ!!　扉越ごしでなかったら、この度胸試しの間抜け生徒も、毬枝の後を追わせて沈ちん黙もくさせてやるってのにッ!!!　でも２人はまずい、１人でもヤバイかもしれないのに、２人も殺したら今度こそ隠しきれる自信がないッ、こいつの友達が校舎の外で帰りを待ってるかもしれないじゃないか、ぅううぅあああぁあぁぁああぁ!!!

　……口に出すこともできない叫さけびが胸の内側を満たし、それは頭の中を空っぽにさせ、真っ白な霧きりと瞬またたくような花火を感じさせた……。

　自分が自分でなくなったような、…現実逃とう避ひ感。

　そして、もうどうにでもなれという、無責任さが宿った時、…自分でも想像しなかった、大だい胆たんな言葉が私の口から零こぼれた…。




〝………………めそめそ、…………めそめそ……〟




　……それは「めそめそさん」の口上。

　扉の向こうから、低学年の少女の、ひッという息を呑むにも似た短い悲鳴が確かに感じられた。

「…………めそめそ、…めそめそ。………そこの人、どうか哀あわれな私の話を聞いてください…」

　哀れっぽく。…そして、めそめそさんだったら、…いや、毬枝だったらそう言うだろうとイメージしながら、それを口にする。……裏声で、か細く。

　扉の向こうが沈黙している…。

　こ、…こんな三文芝しば居いじゃやはりどうにもならないのか……!?

　そんな焦りが滲にじみ出した頃、沈黙が扉の向こうから破られた。

「で、……出たぁあああぁああぁああぁぁあぁぁ！！！」

　それは間ま違ちがいなく低学年女子の悲鳴。…出た、という言葉は普ふ通つう、オバケに遭そう遇ぐうした時に言うものだ。

　……つまり、その度胸試しの少女は「めそめそさん」に遭遇した、と信じたのだ。

　やって来た時の慎重さが信じられなくなるくらいに、どたばたと騒さわがしい足音が遠くへ去っていく。

　は、………はははははは、…はははは！　やったぞ、…やったッ！

　馬ば鹿か笑いに全身が脱力しそうになった瞬しゆん間かん、撃げき退たいを確信した瞬間に、私の体は電光石火のように動いた。

　毬枝の体を担かつぎ上げ、このトイレから飛び出す。このトイレにもうすぐ大勢が駆かけつけるかもしれないからだ。

　度胸試しは１人でやるものじゃない。どうせ、ジャンケンで負けて、罰ばつゲームとしてここへ来させられたに決まってるのだ。なら、出たと聞かされた仲間たちは、一いつ斉せいにここへ駆けつけてくるだろう。

　毬枝を担ぎながら、私は個室を振ふり返る。……深夜タクシーを降りた時、忘れ物をしていないか確認するかのように。

　大だい丈じよう夫ぶ。……ない。……何の痕跡もないはずだ。

　なら急げ！　ここはいつまでも安全じゃない!!

　トイレの手前の空き教室の１つに飛び込み、毬枝の体を教きよう壇だんの陰かげに隠すと、自分も息を潜ひそめて様子をうかがった。

　……予想通り、４人くらいの女子が騒そう々ぞうしく騒ぎながら廊下を駆け抜けていった。

　……ここでひょっこり現れて、廊下を走るなと彼女らを叱しかって追い出すか？

　いや、無理にそんなことをする必要はない…。今はここで息を潜めていた方が得策…！

　やがて、４人の賑にぎやかな女子たちは、確かに見たとか見てないとか、そんなことを口々に言い合いながら、興奮した様子で戻っていく。

　……それでもしばらく息を潜めた後、完全に旧校舎に静せい寂じやくが戻ったことを確認し、…私はようやく安あん堵どの息を漏もらすのだった…。




　辺りはもう、だいぶ暗くなり始めていた。

　私は、使われていない倉庫に一時的に毬枝の体を隠すと、職員室に戻って残務を片付けるふりをしながら夜を待った。

　この学校は、近年から機械警備を取り入れたため、宿直はいない。…だから深夜を待てば、確実に無人になった。

　機械警備などというと、まるで監かん視しカメラなどで厳重に警けい戒かいしているような印象を受けるが、そこまで大げさなものではない。

　校内全すべての扉や窓に、開放していないことを確認する器具が取り付けられているだけだ。しかもそれは、最後の職員がセットした後にしか働かない。だからつまり、最後まで残れば、校内は完全に無人の隙だらけになるのだ。

　そして、………校内が完全に無人になった深夜の暗くら闇やみの中、私は毬枝の体を倉庫から引っ張り出し、……プレハブ校舎にあるトイレ小屋裏にやってきた。

　このトイレはかなり古い汲くみ取り式で、巨きよ大だいな便べん槽そうが地下に埋うまっている。







　本来は、下水道化すべきなのだが、このプレハブを作った当時はあくまで仮の校舎で、すぐに取り壊こわすつもりでいたらしい。それが、取り壊されずいつまでも使われ続けているため、水洗便所と汲み取り式便所が同時に存在するという歪いびつな状じよう況きようになってしまっているのだ。

　時折、バキュームカーが汲み取りに来るだけで、中身を完全に空っぽにしているわけじゃない。ましてや、その底を覗き込むわけでもない。……だから、この便槽の中に放ほうり込んでしまえば……、誰にもわかるはずはない。

　……いつかはバレるかもしれないが、それは遺体が白骨化するほど未来の話だろう。便槽の中で糞ふん尿にように塗まみれてウジに食われ、白骨化した死体に何の痕こん跡せきも見つけられるものか。……遊んでる時に誤って落ちたと思うのが精せい一いつ杯ぱいさ。




　便槽の汲み取り口の蓋ふたを開ける。……むわっとした悪あく臭しゆうの熱気がこみ上げ、一いつ瞬しゆんたじろぐ。

　それから、改めて懐かい中ちゆう電灯で毬枝の体を照らし、不ふ審しんな点がないことを確認した。

　……大丈夫だ。運んでくる途と中ちゆうで靴くつが脱ぬげてしまって、校内のどこかに残っている…なんてことにはなっていない……。

　その時、小さな違い和わ感。

　……………………右みぎ腕うでの、袖そでのボタンは……？

　毬枝の着ていた服は、袖に飾かざりボタンがついたものだった。見れば、左腕にはちゃんとついているが、右腕にはついてなくて、手首がほんの少しはだけていた。

　……どこかでボタンが落ちてしまったのだろうか…。……いや、それとも、今日の初めからボタンはなかった…？

　………たったひとつのボタンを探して校内を探し回るのは不可能だ。

　私は、そんなことに悩なやむよりも、毬枝の体を一刻も早く放り込む方が大事だと気付き、躊ちゆう躇ちよなくそれを実行する。

　深く、意外に広いらしい便槽内に反はん響きようして、ドポーンという音は、少しだけ不気味な彩いろどりを添そえた後、夜の虫の声に飲まれて消えていくのだった…。

　便槽の蓋を元通り被かぶせる。

　……大丈夫。何もわからない。誰だれにも見られてない。

　そのまま早歩きで職員室に戻もどる。……職員室に目もく撃げきした教師がいて、自分に問い詰つめて来る…という、最悪の想像で頭をいっぱいにしたが、そんなことはありえなかった。職員室は静寂に満たされていて、針を刻む音がうるさい壁かべ掛かけ時計の音以外に何もなかった…。

　だって、自分以外の教師が全員、下校したことを確認してから毬枝を捨てに行ったのだから、それは当然のことなのだ。

　……………………。

「………ふふ、…………はははは？　はっはっはっはっはっはっはっは!!」

　笑う必要なんか何もなかったが、…面めん倒どう臭くさい片付けごとが全て終わったような爽そう快かいな気分になり、意識せず笑いがこみ上げるのを感じた。

　でも、笑いにまで至ったのは、それだけではないようだった。

　……そう。あのトイレでの咄とつ嗟さの機転。

　度胸試しの女子生徒がノックしてきた時、……万ばん事じ休すだと思った。

　それを、……ちょっと小耳に挟はさんだ「めそめそさん」のふりをして、見事にやり過ごしたのだ。

　あの女子は、明日あしたから人に会う毎ごとに自分は「めそめそさん」に会ったと喧けん伝でんするだろう。……そして、この学校には確かに「めそめそさん」という妖よう怪かいがいるという、学校伝説に育っていく。

　……それはつまり、……私が「めそめそさん」だったということだ。

　そう。何の証しよう拠こも残さず、殺人を遂すい行こうし、それを隠かくし切った。……それは、ヒエラルキーのピラミッドで、自分が人間より上位に立ったことすら意味する。

　つまり、……私は殺人という儀ぎ式しきを経て、今、人間というステージを超こえたのだ…。

　そして得たのが「めそめそさん」の呼び名。

　そう、……自分は人間を超えた。「めそめそさん」になった。妖怪になった。人を超え、人を殺あやめ、人に恐おそれられる存在になったのだ。

　そして、私が残した「めそめそさん」の怪談は、たとえ私の身が滅ほろんだとしても、この学校の生徒たちによって、いつまでもいつまでも語り継つがれて生き残っていくことになる……。

　……それはまるで、人間として生まれたからには絶対に逃のがれぬことができぬ宿命である寿じゆ命みようすらも超ちよう越えつしたということ……。

「はは、…はははははは！　私が『めそめそさん』だぞ…！　生徒諸君、私を怖こわがれ、恐れろ、そして語り継げ！　あはは、あはははははははは！　こいつは素す敵てきだな、あははははははは！　毬枝、お前は生きてた時には、俺の退たい屈くつを紛まぎらすためにその身を捧ささげ、最後には命まで捧げて、私を人間から卒業させてくれたんだなぁ。あはははははははは！　本当に愉ゆ快かいなヤツだったよ…、あっはははははははは！　はーっはっはっはっはっはっは!!」




　　　　※




　………めそめそ……………めそめそ…………。

　聞く者があれば、胸を搔かき毟むしらずにはいられないような悲しい泣き声が、毬枝の死体の捨てられたトイレ小屋の裏から聞こえてくる……。

　もちろん、それは聞く者のない悲しみの声。

　……いや、聞く者がいない時にしか許されない声だった。

　毬枝の体は今や、永遠に光が差し込むこともない不ふ浄じようの便槽の中。……だが、その魂たましいは体を離はなれ、便槽の蓋の脇わきにしゃがみ込んでいた。

　今の毬枝を悲しませているものは何なのか。…当の本人にも理解できなかったに違ちがいない。

　彼女を悲しませているもの。

　希望を持って生を与あたえられたはずなのに、このような悲しい最さい期ごを与えられてしまったこと。

　自分が誰にも知られることなく殺されてしまい、このような不浄の場所に死体を捨てられ、自分の死すら伝えられぬこと。

　……そして、望まぬ行こう為いだったとはいえ、従ってきた数々の行為に対する担任の気持ちが、後こう悔かいでもなければ感謝でもなく、…ただただ嘲あざけりだったこと。

　それらがそれぞれに毬枝を苛さいなみ、…彼女に未み来らい永えい劫ごう、終わらぬ悲しみを与え続けるのだった……。




　ふと、虫たちの声が泣き止やみ、誰かがやって来たことを教えてくれた。

　それが、今の自分と同じ、人ならざる存在であることを、すでに人ならざる存在である感性で感じた毬枝は、顔を上げた。

　……それは、彼岸花だった。

　元々感情を感じさせない表情の彼女だったが、…今の彼女は本当の意味で感情のない表情を浮うかべていた。

　どんな感情も今の毬枝を傷つけたかもしれないことを考えると、彼岸花の冷たささえ感じさせるその無表情は、ある意味、毬枝にとって一番やさしいものだったかもしれない。……毬枝にはまだ理解できないだろうが、死者にとって一番やさしい、人ならざる存在らしい礼れい儀ぎだったのかもしれない。

「……ご愁しゆう傷しよう様さまね。…泣くことで悲しみが癒いやされるなら、はばかることなく泣くといい。…決して誰の耳にも届かぬ泣き声であることを知りながらね」

「…………やっぱり、…そうなんですね。………幽ゆう霊れいの声が聞こえたりしちゃ、…おかしいですよね……」

　……彼岸花の言葉は鋭えい利りだったかもしれない。…でも、幽霊の理ことわりを知らぬ毬枝にとって、それは必要な言葉だったかもしれないし、…それはやはり、毬枝へのやさしさになったかもしれない。

　泣き声とは、誰かに助けを求めるサインだ。…だから、誰かに受け取ってもらえるまで、人は泣き続ける。

　その声が誰にも届かぬ幽霊であっても、それに気付かず、いつまでもいつまでも永遠に泣き続ける。……そしていつしか、泣くために泣く霊と成り果てて、ただただ生者に泣き声を聞かせたいだけのみすぼらしい霊と成り果てる…。

　そんな存在に成り果てることの悲しさを知っているから。彼岸花は毬枝にとって、今は辛つらい言葉になることを知っていながら、〝聞く耳を持っている内に〟それを伝える…。

「………彼岸花さん。…私、これで『めそめそさん』になれるんですよね…？」

「彼岸花で結構よ、毬枝」

　彼岸花はそこで言葉を区切ると、しばし沈ちん黙もくを守った。

　その沈黙に、毬枝は何か嫌いやな予感を感じる。……『めそめそさん』にしてくれるなら、躊躇せず、そうだと言ってくれればいいのだ。…なのに、それを口にしないのだから。

「………私のことを嘘うそ吐つきだと罵ののしる前に聞いて頂ちよう戴だい。毬枝を『めそめそさん』に推すい薦せんしたのは本当。クラスのみんなも学級会でそれを承しよう認にんしてくれた。たったひとつの条件を付してね。……その条件はその時点では問題にならなかったからよかったのだけれど…。………今になって、その条件が引っかかり出したの」

「……条件って、何ですか、彼岸花さん」

「………『めそめそさん』になりたいと希望する者が１人だった時に限る、よ」

「……え………？」

　毬枝は、何を言われてるのかわからず、ぽかんと口を開けるしかなかった。……だが、言われていることが何であれ、それが今の自分にとって絶望的な内容であることに変わりはない…。その表情が、悲しみに彩られていく。

「『めそめそさん』という学校妖怪の席が認められた時、この席に就つきたいと願ったのは毬枝１人だった。だから私はあなたのところへ訪おとずれ、その意思はあるのかと確認を取った。そしてあなたにその意思があり、且かつあなた以外にその意思を持つ者がいなかったため、その時点ではあなたが『めそめそさん』になるのは問題ないことだった。………ところが、最後の最後のこの瞬しゆん間かんに、…問題が起きたの」

「も、…問題って何ですか……」

「あなたの他ほかにも、『めそめそさん』になりたいと希望する者が現れてしまったの」

「……え……」

「あなたはここで泣くことに精せい一いつ杯ぱいだったから声が聞こえなかったのね。……あの男が、あれだけ大声で邪じや悪あくに笑うものだから、その声は私たちのクラスにまで届いてしまった。………それはとても皮肉な運命。あなたの悲しみをより深めるだろうけれども、真実だからあなたに話すわ。……あなたを殺した男、金森もね、『めそめそさん』になると宣言してしまったの」

「……ど、………どうして……、先生が…!!」

「………あなたを殺した直後。そこへ訪れた生徒を追い払はらうため、金森は咄嗟に『めそめそさん』のふりをしたの。…それが綺き麗れいにうまくいってね。彼はそれに大層機き嫌げんを良くし、自分こそが『めそめそさん』であると、ついさっき、声高らかに宣言してしまったのよ。…あんなにも邪悪な声だったからあなたの耳にも届いたかと思ってたけど、あなたは泣くのに忙いそがしかったから、耳に入らなかったのね……」

　…………毬枝はしばらくの間、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　あの男に、生ある時間を穢けがされた。そして命まで奪うばわれ、尊厳を嘲あざ笑わらわれた。

　そして、……それだけでなく、死後の存在まで、あの男に奪われなければならないのか。

　……死しても、…あの男の支配から自分は抜ぬけ出すことができないのか…………。

「そ、………そんな、…………そんな………ううぅうぅうぅ……！」

　毬枝はしばしの間、再び面おもてを伏ふせて悲しみの涙なみだを零こぼし続けるしかなかった…。

「……まだ悲観することはないわ、毬枝。『めそめそさん』の候補が、あなたと金森の２人になっただけよ。…『めそめそさん』という学校妖怪に序列の第８位を与えることはすでに決まっている。だから今さら空席にはできない。あなたか金森のどちらかが必ずその席に就けるわ。二分の一の確率で必ずね」

「………それはどうやって、…いつ決まるんですか……」

「学級会での投票でよ。……学級会に投票できるのは私たち７人。奇き数すうだから必ず決まる。……私はあなたと縁えんがあったからね、あなたに投票するつもりだけれど。でも、ウチのクラスには性た質ちが悪いのも多いわ。…金森みたいな、邪悪なヤツにこそ第８位は相応ふさわしいって思ってるクラスメートもいるみたい。なるほど、一理あるわね、くすくすくすくす……」

「……そんな………………。…じゃあもし、……その投票に敗れたら、…私はどうなるんですか」

「うふふふふふふふ……。学校ほど未熟な魂がたくさん集まるところはない。そんな魂からお零れを頂戴しようと、日本中で学校ほど魑ち魅み魍もう魎りようが集まるところはない。まだあなたには知覚できないだろうけど、近きん隣りんでも最大のマンモス校であるこの学校は、この辺りじゃちょいと知られた妖怪銀座。……あなたみたいな、矜きよう持じも克こつ己きもないくせにいやに瑞みず々みずしい魂にちょっかいを出さずにはいられない、性質の悪い連中が、あっという間に襲おそい掛かかって骨の髄ずいまでしゃぶり尽つくしてしまうでしょうね。……あなたには見えない？　あの校舎の陰かげや、向こうの茂しげみ。……あなたの瑞々しい泣き声に引かれて、欲よく望ぼうをむき出しにした性質の悪い連中が群れを成してうかがってるわ」

　毬枝はぎょっとして、彼岸花の言う方を見るが、夜の闇やみに紛れる何かを見つけることはできなかった。……だが、見えなくても、その邪じや悪あくな存在は実在するに違いないのだ。

「今はまだ大だい丈じよう夫ぶ。あなたの魂はまだ、この彼岸花が預かってる。……学校の敷しき地ち内で、その学校を預かる学校妖よう怪かいの七席に刃は向むかおうなんてお馬ば鹿かさんはいないわ。ましてや私、…残ざん酷こくなことで知られてるしね。くすくすくすくす……」

　彼岸花はお世辞にも頼たのもしそうとは呼べない不気味な表情でくすくすと笑う。

　それは毬枝を大いに怯おびえさせたが、……毬枝には見えない、夜の帳とばりに潜ひそみ毬枝を値ね踏ぶみする邪悪な連中をそれ以上に怯えさせてもいた。

「あなたと金森のどちらが『めそめそさん』に相応しいか。それが決まるまで、あなたの安全は私が保証するわ。………その後は保証しないけれどね？　大丈夫よ。あの連中に食い尽くされるのも、あるいは死神がやって来て、冥めい府ふで正しい裁きが受けられるよう取り計らってくれるのも、どちらにせよ一いつ瞬しゆんのことよ。……あなたがあなたでありたいと思う弱々しい気持ちなど、一瞬で奪ってくれるわ。どちらにせよね」

「……………私がこうしていられるのは、…彼岸花さんが守ってくれる今だけ、…ということなんですね」

「そういうことよ。あとこれ、…言っていいのかわからないんだけど」

「………なんですか…？」

　彼岸花は、冷れい酷こくそうににやりと笑うと、毬枝の耳元に唇くちびるを寄せ、……耳たぶを舐なめ取るようにそれを言う。

「………あなたが美お味いしそうだと思ってるのは、そこいらの連中だけじゃなくて、……私もだってことよ。あなたが『めそめそさん』じゃないってことになったら、…連中が食らい付く前に、………私が食べてしまおうと思ってるんだから」

　……その言葉にはわずかほどの冗じよう談だんもない。

　群れて互たがいの権利を尊重しあうのは人の世の理だ。……人ならざる者の世界では全すべては序列。全ては弱肉強食。……そして、彼岸花がそれを望むなら、今この瞬間にもそれを実行してしまえるという現実が、言葉で伝えられているのだ……。

　死を乗り越こえればもう何も恐おそれることがないというのは、人間の無知だ。

　死してなお、この世界にはさらに恐れるべき何かが満ちている…。

　そして毬枝は、死というあまりに苛か烈れつな壁かべを一度潜くぐり、それをも上回る過か酷こくな終末が存在している事実に、さらなる恐きよう怖ふを感じずにはいられなかった……。




　……でも、…毬枝はその恐れを押し留とどめ、やさしい声で言った。

「……もしそういうことになって、彼岸花さんがそれを望むなら、……そういうことでいいと思います」

「…………………もう観念……？」

　不服そうな彼岸花に、毬枝は涙を浮かべながらもほほえんで見せた。

「……違ちがいます。お礼、みたいなものです。……だって今の私、彼岸花さんが守ってくれるから、ここにこうしていられるんですよね…？　だから、今こうして自分の死のために涙を流せる時間を下さる彼岸花さんに、私は感謝しないといけないって、……そう思ったんです」

「………………………………」

　毬枝にとって、彼岸花が自分に近付いてきた目的が、自分を食い殺そうというものであったとしても。……それでも、自分を仲間に迎むかえたいと掛けてくれた言葉の温かさは感謝に値あたいするものだった。

　あの金森が、いじめっ子から庇かばう対価として不道徳な行こう為いを要求してきた時も、決して自分を友人とも仲間とも言ってはくれなかったから。

　……毬枝が口に出さなくても、その感情を彼岸花は読み取る。

「…………ふ」

　彼岸花は笑うが、その表情は毬枝からは見えない。

「……そんなだから、あなたは美お味いしそうな魂たましいになっちゃうんだわ。……あなたにはもう少し、学校妖怪に相応しい残ざん忍にんさや邪悪さが必要よ」

「……大丈夫です。………こんな私でも、…仕返ししてやりたいって、…その程度の邪悪さは持ってますから」

「……その仕返しも、『めそめそさん』になれなかったらできないんだから、大変ね？　…復ふく讐しゆうするのすら、あの男に邪じや魔まされなくちゃならないんだからね…？」

「………………………ううぅうぅぅぅ…!!」

　毬枝は再び涙する……。

　死してなお逃のがれられぬあの男の影かげに、今は悲しさと悔くやしさと怒いかりと、……様々な感情をごちゃまぜにすることしかできなかった……。

　その苦く悩のうの泣き声も、夜の帳に飲み込まれ、決して誰だれにも届くことはない……。







　毬枝や学校妖怪たちの思惑おもわくは、生者である金森にとって、まったく関かかわりのないことだった。

　……だが、だからといって、毬枝の死から金森が完全に縁が切れるわけもない。

　森谷毬枝が自宅に帰らないという話はすぐに大おお騒さわぎになった。

　事故か、それとも事件に巻き込まれたのか。

　普ふ段だんからひとりぼっちで友達もいない毬枝の最後の目もく撃げきは当日の学校だけ。下校中に何かあったのではないかと憶おく測そくするのが精一杯らしかった。

　警察が、当日の毬枝の服装を書いた、情報求むのチラシをあちこちの掲けい示じ板ばんに貼はり付けている。それを目にせずには過ごせないほどに、町のあちこちに貼り付けていた。

　警察も、担任である金森に話を聞きに来た。下校した後のことは知らないと話すと、勝手に納なつ得とくして去って行った。

　職員会議でも緊きん急きゆう議題となり、愉ゆ快かい犯はんによる第二の事件を警けい戒かいしようと、当面の間、集団下校や保護者による送り迎えをしようという話になった。

　……初め、それらの話題は金森の精神を少なからず追い詰つめたが、一日二日と経たつにつれ、それは逆に自信となっていった。……なぜなら、毬枝の死体は未いまだ見つからず、警察の捜そう査さも下校中に的を絞しぼられ、自分が捜査線から完全に零れていることを実感し始めたからだ。

　クラスの子に、毬枝はどこに消えたのだろうと聞かれ、金森は冗談だと断りながらも言ってやった。

「うーん、……『めそめそさん』の祟たたり、かなぁ…。……あぁ、いやいや！　先生がこんなこと言ったなんて内ない緒しよだよ？」

　……予想通り、この話は生徒に大層ウケた。

『めそめそさん』という、最近流は行やりの学校妖怪に犠ぎ牲せい者しやのオマケまでついたのだ。

　校内では『めそめそさん』の噂うわさが横行し、新しい学校怪談としてすでに定着し始めているようだった。

　それを知り、金森はますますに自分が『めそめそさん』なのだという確信を強めていく……。

　そんなある日のことだった。

　放課後に、職員室へ向かった時、何もない平らな廊ろう下かなのに、……突とつ然ぜん、転てん倒とうしてしまった。

　転んだ拍ひよう子しに、肘ひじを何かに引っ掛けてしまったらしい。皮が破れて血を滲にじませていた。

　大した傷ではないが、出血でワイシャツを汚よごすわけにはいかず、ポケットティッシュで肘を押さえた。

「おや、金森先生、大丈夫ですか。お怪け我がでも……」

　その様子をたまたま見ていた教頭が声を掛けてくる。

「あぁ、これはお恥はずかしいところをお見せしました。転んだ拍子にどこかにぶつけてしまったようで。……多分、生徒が絞らない雑ぞう巾きんで拭ふいた水みず溜たまりか何かで足を滑すべらせてしまったのでしょう」

　とは言ったものの、そんなことで足を滑らせるはずがないと金森自身が一番理解していた。こうして言い繕つくろいながら廊下を見て、自分は何に足を躓つまずいたのかと訝いぶかしがるしかなかった。

「……先生、だいぶ出血がひどいようですね。ティッシュに滲しみ出してきていますよ」







「……本当だ。困ったな、保健室へ行って止血をしてもらった方が良さそうですね」

「そうなさるといい。あ、先生～。金森先生が転ばれて怪我をしたようです。見てあげてくれませんか」

　都合よく、廊下の向こうに保健室の先生の姿があった。

「あらあら、大丈夫ですか、その肘」

　怪我自体は大したことないのだが、血で着衣を汚したくない。金森はそう思い、大人しく保健室に向かうことにした。







　消毒薬の臭においに満ちた保健室で、こうして消毒薬の脱だつ脂し綿めんの痛みを感じていると、自分の小学生時代を思い出すようで懐なつかしい。

　人より優すぐれたものが何一つ見み出いだせず、いつも周囲に見下されているように感じていたあの頃ころ。

　見下されたくない、見下し返してやりたいと、周囲に対する攻こう撃げき性せいを蓄ちく積せきさせていったあの頃。

　……私は毬枝を見下すことでようやくそのコンプレックスから解放されたように感じた。

　殺人を肯こう定ていしたいとは思わない。……でも、この禊みそぎによってコンプレックスから解放されなかったなら、自分は生しよう涯がい、どれほど惨みじめな思いで生きていかなければならなかったのか。

　それを思えば、どうせ生き続けたって、自分以外の誰かの慰なぐさみにされて生涯を終えただろう毬枝の存在を、自分が活いかし、新しい境地に目覚めたのは当然のことと思えた。

　食しよく物もつ連れん鎖さの上下関係のよう。

　自分は食う側だった。毬枝は食われる側だった。…それだけのことなのだ。

　私が食わなければ、将来、別の誰かが食っていた。なら、早い内に私が食ってやって、人生をリセットさせてやる方が慈じ悲ひ深いというものだ。

　もっとも、次の人生でも食われる側に違いないだろうが。……つくづく救えないヤツさ。

　そんな妄もう想そうに浸ひたっている間に若い女性の保健医に少し大きめの絆ばん創そう膏こうを貼ってもらい、治ち療りようを終えた。

　礼を述べ、立ち上がった時。コツ、コツコツ、コツン…、という小さな連続する音を耳にした。

「どうしましたか？」

「……いえ、今、何か音が。何か落ちて転がるような」

　金森は床ゆかの上に小さな白いものが落ちているのを見つけ、拾い上げた。

「…………………？」

　それはプラスチックか何かでできた、小さなボタンみたいなものだった。ボタンと言っても、直径は数ミリもなく、何の部品なのか理解できなかった。

　だが、その何かが落ちてきただろうと思う方向…、薬品棚だなの上を見た時、それが何なのかを理解した。

　それは、この保健室にあるのは何とも不ふ釣つり合あいな、……西洋人形だった。

　経年劣れつ化かにより、くたびれた様子を隠かくせないが、決して安っぽいものではなかったに違いない。

　さっき拾い上げた何かの形状とその人形を何度も見比べ、おそらく、この人形の洋服のボタンに違いないと察する。

「多分、この人形のボタンが飛んだのでしょう」

「おやおや、そうですか。それはあとで縫ぬい付けておかないといけませんね。何しろ、この子はこの保健室の主ぬしだそうですから」

　保健の先生は、冗じよう談だんめかして意外なことを言った。

「ヌシ？　この可愛かわいいお人形がですか？」

　金森は背せ伸のびをして、薬品棚の上に座って保健室を見下ろしているその人形を抱だき下ろした。

　……その人形には、西洋人形独特の、どことなく冷たい雰ふん囲い気きがあり、金森は社交辞令として可愛いと言ったが、内心は何て可愛げのない不気味な人形だろうと思った。

「えぇ、私も前任の先生から聞いたんですがね。このお人形、その先生が来られるずっと前からここにあって、こうして保健室を見守ってるんだそうなんですよ」

「そんな馬ば鹿かな。生徒の誰かの忘れ物じゃないんですか？」

「そんな立派なお人形を持ってきて、忘れちゃう生徒がいるとも思えませんがね。……そうそう、そのお人形は呪のろわれた人形とか言って、生徒たちには怖こわがられてるんだそうですよ」

「ははは、学校の七不思議のひとつですか？　そう言えば、保健室の人形が夜中に踊おどりだす、みたいなことを生徒の誰かに聞いたような。そうか、この人形のことだったんですね」

「昔、この保健室で死んだ女の子が持っていた人形が、魂が宿って妖よう怪かいになったんだとか何とか。ふふふ、そういう話ってどこの学校に行っても多いですよね。そうそう、その人形、誰が名付けたのか知りませんが、ちゃんと名前も持ってるんですよ。……彼岸花って名前だそうで」
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　彼岸花。

「……ふぅむ。あまり縁えん起ぎのいい名前ではないですね。なるほど、この不気味な人形にはぴったりかもしれない。……しかし、そんな人形をいつまでも飾かざっていると、生徒に怖がられていけないのでは？」

「それが、その人形を捨てようとすると祟りがあるって話なんですよ。ふふ、祟りを信じるわけじゃありませんけど、ずっとずっとこの保健室で生徒たちを見守ってきた主なら、蔑ないがしろにしちゃ悪いと思いましてね。そこに座ってもらって、ここにやってくる生徒たちの怪我に、悪いのが入り込んで膿うんだりしないように、見守ってもらってるんです」

「……………そうですか。しかしこのボタン、どこの部分のものでしょうね」

「あぁ、ここですね。あとで縫っておきましょう。ほら、右みぎ腕うでの袖そでのボタンですね」




　右腕の、袖の、ボタン……？

　その何気ない単語が、金森の、忘れたくてもなかなか忘れられない、記き憶おくのゴミ箱の中をちりちりと刺し激げきする……。

　そう。…あの毬枝の死体を捨てた夜の心残り。違い和わ感。

　毬枝の死体を捨てる直前、何かないかと死体を照らした時、……毬枝の右袖のボタンが千切れているのを確かに見たのだ。

　あの夜はある種の興奮状態にあった。だから、ボタンひとつくらいどうってことないと無視した。……でも、だからといって拭ぬぐいきれない違和感も残したのだ。

　その、まるで靴くつ下したの中に小さな小石でも紛まぎれ込んだような感覚が、ぶわっと脳のう裏りに蘇よみがえる……。

　……この人形から千切れたボタンが、右袖以外だったなら何も気にしなかった。

　なのに、よりにもよって、右袖のボタン。

　……毬枝の服から千切れたのと同じ、右袖のボタン……！




　その時、金森は彼岸花という名のつけられた不気味な西洋人形に嘲あざ笑わらわれたような気がした。

〝馬鹿な男ね。この世に蒸発するものは２つしかない。何かわかる？〟

　え…？　な、何の話だ……？

　人形が自分に語り掛かけるはずなどないという先入観が、その問いを霞かすませる。

〝蒸発するものは。……水と感謝の心、この２つだけよ。くすくすくすくす……〟

　……あぁ、なるほど、それはよくできてる皮肉だなと笑う。…だが、すぐにその笑いが凍こおる言葉を人形は続けた。

〝あなたが探してるのは毬枝の右袖のボタンなの？　そのボタンは何でできている？　水？　感謝の心？〟

　……水や心でボタンができてるわけがない。高級品なら貝だろうが、安ければせいぜいプラスチックに違ちがいない……。

〝そう。水でも心でもない材質でできてるのね。なら、蒸発なんてするわけがない。溶とけもしないし蒸発もしない。……なら、まだ落とした場所に残っていることになるわね。……落とした場所に、いつまでも。誰だれかに拾われるまで、…ずぅっとね？　くすくすくすくすくすくすくすくす…………………〟




　その言葉の意味するところがひりひりとした感かん触しよくで伝わってくる……。

　都合の悪いことを、人間はすぐに忘れたがる。……今日まで私は、あの毬枝のボタンの違和感を、……忘れていた。……だが、私がいかに忘れようとも、ボタン自体はなくならない。それは必ず落ちた場所に今も残り続けていて、……そして、誰かが拾ってくれるのを今も待ち続けている…！

　……そう。あの右袖のなくなったボタンのことを忘れてはいけなかったのだ。

　最初からボタンが千切れていたわけはない。

　ガサツな男子なら、ボタンが１つくらい千切れた服でもまったく気にしないだろう。

　だが、女子だぞ！　ボタンが取れたら必ず付ける。……毬枝も几き帳ちよう面めんなタイプだった。右袖のボタンが千切れたまま、日々の生活をしていたわけがない。

　だから、あのボタンは間違いなく、あの日に千切れたのだ…！

「……………………………………………………」

「金森先生。どうかなさいまして？」

「……あ、いえ。ありがとうございました。ちょっと用事を思い出したところです。すみません、失礼します……」

　……もう金森の心には、根こん拠きよなき安心感などなかった。

　このままぼんやりとしていれば、いつかあのボタンを誰かが見つける。

　毬枝が失しつ踪そうした日の服について、警察はとっくに知っているから、万一、それが警察の手に渡わたれば、毬枝の服の一部だとわかるはずだ。……それほどまでに危機的状じよう況きようを放置して、私は何をのうのうとしていたのか……。

　なら、あのボタンはどこに落ちた…？

　……………………………………。

　……絞しめ殺した、あの場所。…旧校舎のトイレの、個室の中。

　いや、でも、あそこを出る時、痕こん跡せきが残っていないかどうか確かに見たはず…！

　でもそんなのは焦あせる心でちらりと見ただけのこと。落ちた一ひと粒つぶのボタンを見み逃のがさないほどに慎しん重ちようだったとは思えない…。

　……確信する。

　あそこだ。……あそこにあるのだ。

　……金森は、誰にも見られずに旧校舎に入るため、完全にひと気がなくなる時間まで、逸はやる心を抑おさえて待つしかできなかった……。




　　　　※




　保健室には、まだ保健の先生が残り今日の事務の片づけをしていた。

　……その時、少女の笑い声を聞いた気がした。

　まだ校内に生徒が残っているのだろうかと思い、振ふり返ると、……薬品棚の上にちょこんと座った西洋人形の姿が目に入った。

　もちろん「彼岸花」が笑うわけもない。お人形なのだから。

　少し疲つかれているかもしれない…。今日は家に帰ったら早めに床とこに入ろう。彼女はそう思うのだった。

「……くすくすくすくすくす。どっちが『めそめそさん』に相応ふさわしいか、見物ね。投票まで待つなんて面めん倒どう臭くさい。……当事者同士で決めあうのが正しいとは思わない？」

「………やはり疲れてるのかな。今日はこれくらいにして帰るか……」

　彼岸花は、これから始まることを想像しながら、くすくすと笑う。

　無論、その声は保健の先生の耳には届くわけもなかった。

「さぁ……。毬枝も金森も。どちらが相応しいか見せて頂ちよう戴だい。ウチのクラスのみんなも、投票より面おも白しろいかもしれないって期待してるんだから。くすくすくすくす…！」




　　　　※




「金森先生はまだ残られますか。明日あしたに響ひびきますよ」

「ありがとうございます、教頭先生。もう少しで区切りがつきますので、もう少しだけ残らせてください」

「わかりました。でも、ほどほどで引き上げてくださいよ。あまり残業時間が付き過ぎると、組合にも事務局にも文句を言われますので」

「はははははは……」

「じゃあ、申し訳ございません。私もこれで今日は失礼させていただきます。金森先生が最後になると思いますので、セキュリティのセットをよろしくお願いします。あと、23時を超こえるようでしたら、警備会社に連れん絡らくしないと確かく認にんに来てしまいます。くれぐれも注意してくださいよ」

「えぇえぇ、心得ています」

　……それは忘れてた。……あのトイレを調べるのにそんな時間を掛けるつもりはないが、そこに警備会社が来て鉢はち合あわせじゃ、いろいろ都合が悪かったところだ……。

　金森は、今夜はこれまで以上に慎重だった。…毬枝を殺した日よりも慎重なくらいに。

　教頭の姿が校庭を横断していくのを見届けてから、教頭の忠告通り、警備会社に残業で遅おそくなる旨むねの連絡を入れる。

　……これで完かん璧ぺきだ。これで今度こそ、この深夜の学校には自分以外に誰もいないし、誰も訪おとずれたりしない……。

　……そして、職員室を出て旧校舎に向かう前に、自らの気配を殺し、校内に誰かが潜ひそんでいないかをうかがった。

　もちろん、耳に入ってくる音は何もない。

　校舎に染しみ入ってくる夜の虫の声だけ。……自分が呼吸を許せば、それはまるで嵐あらしのようにうるさく聞こえるくらいだった。

　窓の外は真まっ暗くら闇やみ。……内側に明かりが灯ともっているから、廊ろう下かのガラスには外の暗闇でなく、廊下の景色が鏡のように反射して映し出されているだけだった。

　だからすぐそこを見れば、……自分の姿が映っているのがわかる。

　この広大な校舎の中に、自分がひとりきり。

　昼間の学校は、たくさんの生徒と教師で賑にぎわい、間違いなくひとつの社会を形成している。しかもそれは、世間とは切り離はなされた別の世界で、学校という別次元を構成しているとまで言えるだろう。

　その次元の中に、……今、自分がひとりしかいない。

　社会とは人が複数いた時に構成されるものだ。…それが複数でなく、単数になったなら、…それは社会ではない。

　つまり、今この瞬しゆん間かん、この学校という次元は、社会というモラルから解放され、自分だけの世界になったのだ。

　昼間の学校で廊下を走れば、生徒に走ってはいけないと囃はやされ、教頭に見つかれば、生徒の模も範はんにならないと叱しかられもするだろう。廊下は走ってはいけないという、社会のルールがあるからだ。

　だが、この深夜の学校は社会から解放されている。

　つまり、社会の作ったルールが及およばない、……ここにいる自分だけの世界なのだ。

　だから、こうして思い切り廊下を疾しつ走そうしても、誰にはばかることもない。

　今この瞬間こそ、自分はこの世界の王であり、社会の構成要素の１つである人間などというちっぽけな存在をはるかに超ちよう越えつしているのだ。

　そう思えば思うほど、早く毬枝のボタンを見つけなければならないという焦りが消えていき、自分はさっきまで、何てちっぽけな悩なやみに焦しよう燥そう感を感じてきたのかと呆あきれたくなってしまう。

　自分に角があるなら。自分に翼つばさがあるなら。今こそ思い切り伸のばしてやろう、広げてやろう！

　最初は心の中でだけ笑っていたが、今のこの世界ではそれを声に出して笑っても、誰にはばかることもないのだと思い出し、とうとう金森は、心の底から、そしてあまりに邪じや悪あくな声で、げらげらと笑いながら旧校舎へ向かうのだった……。




　だが、その悪あく魔ま的な自信は、旧校舎に一歩踏ふみ入った瞬間に引き、…そして、凍りつくぐらいに冷れい酷こくなまでの慎重さにすり替かわった。……それもまた、悪魔的なまでに。

　旧校舎に明かりをつければ、ひょっとすると近きん隣りんの住民に見られてしまうこともあるかもしれない。だから電気をつけず、懐かい中ちゆう電灯の細い明かりだけを灯した。

　真っ暗な世界を照らし出す弱々しい明かりが、この廊下の長さが、まるで地平線まで続いているかのような錯さつ覚かくをさせる。

　そして、内側より旧校舎の扉とびらを閉め、念には念を入れて施せ錠じようまでした。

　これでこの世界は完全に切り取られた。

　学校という世界から、さらに切り取られて隔かく絶ぜつされたのだ。

　つまり、人の世から、二つ分も遠くに切り離された世界ということ。

〝……これだけ人の世から遠ざかったなら、…人ならざる世の方が近くになってしまうかもね…？　くすくすくすくすくす……〟

　あの、ボタンの飛んだ保健室の人形の声がまた聞こえた気がした。

　もちろん、人形がしゃべるわけなどないのだから、そんな馬ば鹿かなことはあるわけもない。

　……でも、今の旧校舎の世界は、人形などしゃべるわけがない人の世よりも、二つも遠のいている。

　ひょっとして、…今のこの旧校舎の世界では、人形ガオシャベリヲ始メテモ、問題ガナイ世界ナノデハ……？

「……はは、…は…。…馬鹿馬鹿しい……」

　笑い飛ばしたくて、あえて口に出すが、さっきまでの安っぽい威い勢せいが嘘うそのように退いていることを実感するだけだった。

　少年時代に心に染み付けられた、夜の学校は不気味な世界という根も葉もない思い込みが、こんな時にじわじわと効いてきたというのか……。

　もう一度、馬鹿馬鹿しいと口にしようとしたが、……もう一度口にすると、今度は、胸の中に芽生えつつある、恐おそれという感情を呼び起こしかねないと思い、それをぐっと飲み込んだ……。

　……だから、ますますに旧校舎はシンと静まり返り、自分が否定したその感情を増ぞう幅ふくさせるのだった……。







　どこかの水道管から水みず漏もれでもしているのだろうか。

　……昼間には気付かなかった不気味な音が、トイレを満たしていた。

　トイレ内の明かりをつけたいという欲求に駆かられたが、それを必死に抑え、か細い懐中電灯の明かりで照らし出す。

　……もし、……あの毬枝を殺した個室の扉が閉まっていて、………そこから、めそめそという、毬枝の泣き声が聞こえてきたら……。

　昼間の世界でだったら、失しつ笑しようしてしまうような安っぽい怪かい談だんも、……今のこの世界では、コインを放ほうったら、時には裏面が上になるというのと同じくらいの確率で、実際に起こりかねない恐ろしさを秘ひめている……。

　だからこそ、…あの個室を照らすのに、躊ちゆう躇ちよがあった……。

「………………………くそ、…何をびびってんだ…。怖こわいのは毬枝の亡ぼう霊れいじゃないさ、落ちているボタンを警察に見つけられることの方じゃないか。……くだらないさ。…ふふ……」

　意味もなくにやりと笑って自分を奮い立たせながら、……あの個室に懐中電灯の明かりを向けた。

　……………………………。

　……当然だ。

　個室は閉まっていたりなどしなかった。

　だから無論、中に誰だれかがいたりなどしないし、めそめそと泣き声をさせていることなどない……。

　……本当に…？

　それを確かめるために息を潜めようかとも思ったが、…それをすることは、せっかく一度は抑えた感情を再び呼び起こすことになりかねない。…だから、それをやることを堪こらえ、とにかく、個室の中を検あらためることにする……。




　　　　※




　個室の中には、和式の便器がある。

　それを見た瞬間に、…ぞわぞわと毛を逆立てながら、あの日の記き憶おくが蘇よみがえっていくのを感じた。

　……かつてこの個室は、毬枝に数々の非道な行こう為いを強しいる背徳の場所だった。その行為はあれほどにも長い日々に及んだにもかかわらず、……たった一度の出来事である、毬枝を殺したあの日の記憶に完全に塗ぬりつぶされていた。

　……だから、蘇る毬枝の姿は、淫みだらなそれではなく、……私が絞こう殺さつした後、着衣の乱れも気にせずにだらしなく崩くずれ落ちた、あの姿なのだ。

　その姿を連想した時、心の奥底に、ほんの少しだけ後こう悔かいの念も浮うかんだ。だが、すぐにその考えを捨てる。

　そのような考えに囚とらわれること自体が、自らの弱さを認めるように思ったからだ。

　日々の糧りよう食しよくに対し、いちいち元になった動物や植物の死に後悔などしていたら、パンの一枚も食べられやしないだろう。

　……今の自分にとって、毬枝はその程度の存在なのさ。

　ヒエラルキーによる断固とした階級の違ちがいがあり、私はそのピラミッドにおいて毬枝より上位にいた。……ただそれだけのことなのだ。

　だからこれは当然の結果であり、何も私が後悔する必要などないのだ。パンを食べて悲しみの涙なみだを零こぼす人間がいないように。

「……くだらない妄もう想そうだ。……そんなことより、ボタンがないか探さないと」

　言葉にして自らに言い聞かせないと、ますます妄想に囚われるような気がした。

　……すでに、旧校舎という異次元の空気は、私を蝕むしばみ始めているのかもしれない。

　早く、この異常な世界から抜ぬけ出ないと、何か取り返しの付かないことになると、子供の頃ころ以来、すっかりさび付いていた第六感が警告する……。

　急いで、……だけれども執しつ拗ように丁てい寧ねいに調べなくては……。

　私は、トイレだということも気にせずに、床ゆかに這はいつくばって、舐なめるように調べた。

　尿にようがこびり付いて変色し、永遠に汚お臭しゆうを放ち続ける床の上に、……毬枝のボタンが落ちているのを見つけることはできなかった。

　……なら、ここにはないのかと普ふ通つうなら思うかもしれない。

　でも、なぜか確信していた。根こん拠きよなどない。……間違いなく、ボタンはここにあるのだ。ここに！　絶対…！

　床ではないのか…？　死角があるのか…？

　……毬枝を絞殺した時点では、個室は閉とざされていた。今は床に這いつくばるため、個室を開いている。

　扉の内側に何か。…あるいは扉の裏側に何か。

　ボタンがそんなところにあるわけがないと思いつつも、……あの日と同じ個室内を再現しないことには、その妄想も振ふり払はらえなかった。

　なので一度立ち上がり、個室に入って扉を閉めた。鍵かぎを掛かけないと自然に開いてしまうため、鍵も掛ける。

　さっそく閉めた扉の裏側を見るが、もちろんボタンが張り付いていたなどということはない……。

　ではボタンはどこに……。

　毬枝はここで死んだ。ここで殺した。そしてここに崩れ落ちた。その時にボタンが千切れたのだ。見たわけじゃないのになぜかわかる。そうに違いないのだ…！

「………………………………！」

　……その時、懐中電灯の明かりが、ぎらりと反射した。

　トイレットペーパーの上に被かぶさっている銀色の、ペーパーホルダーだった。

　生徒の乱暴な使用により、それはややひしゃげていたが、トイレットペーパーを都合のいい大きさに切る程度の役割は、まだ十分に果たせるようだった。

　……その、…ペーパーホルダーの上に、………白い雫しずくのようなものが一ひと粒つぶ。

「違う…。………………これだ……」

　それをそっと人差し指と親指で摘つまみ上げる…。

　間違いなかった。……これだ。このボタンだ…。これこそ、毬枝の右みぎ腕うでの袖そでから千切れ落ちたボタンなのだ……。

　あの日、毬枝は息の根を止められ、脱だつ力りよくした瞬しゆん間かんに、私の両腕に抗あらがっていたその手を、ストンと下に落とした。

　その拍ひよう子しに、ペーパーホルダーに袖のボタンが引っ掛かるかして千切れて、…ボタンがここに乗っかったのだ。

　……ふふ、……ははははははは。…見つけた……見つけた……。

　大声で笑いたくなるのを懸けん命めいに堪える。

　まずはこのボタンを永遠に処理する方が先だった。

　難しく考える必要はない。…こうして便器に落として、流してしまえばいいだけなのだ。

　水を流すと、私を少なからず恐きよう怖ふさせてきた静せい寂じやくの世界が、その轟ごう音おんで引き裂さかれる。

　そしてあっという間にボタンを飲み込み、永遠に地上からその姿を消し去ってしまった……。




　あの人形の言う通り、ボタンは蒸発しないから、この地上に残り続けはするだろう。

　だが、下水道管に入り込んだ小さなボタン一粒など、絶対に探し出せるものか！　砂さ漠ばくのビーズを探すより困難に決まってる！

　だから事実上、これで永遠に葬ほうむったも同然なのだ。

　つまりこれで、私の殺人の痕こん跡せきは完全に抹まつ消しようされた…！

　……あの日から心の中に居座り続けていた違い和わ感が、じわりと解けるのを感じる。そして、静寂を引き裂いていた排はい水すいの轟音が少しずつ静まっていくに従い、私はさっき一度は達していた、人間を超こえた者の境地を再び取り戻もどしていく。

　もう、笑いを抑おさえるのだけでも苦しい。今すぐこの場で大声で笑い出したい気分だった。

　いや、笑おうじゃないか。ここは人の世から２つも隔絶された別の世だ。そして自分しかいない、自分だけの世界じゃないか…！

　だからもう遠えん慮りよはしなかった。

　自らの笑い声で静寂を切り裂き、再び自分が人間を超えた存在であることを顕けん示じしてやった。

　最高の気分だった。これまでの人生で、これほど痛快に笑ったことなど一度もないだろう。

　そうして、存分に笑いを楽しんだ後、笑いすぎによる軽い酸欠と腹痛を楽しみ、私は個室を出ることにした。

　そして、個室の鍵に手を掛ける。

　その時、…鍵に触ふれた指が、静電気で弾はじかれるような感覚を受けた。

　いや、正しい言い方ではない。

　触れた指が静電気に弾かれたのではなく、……鍵に触れた時、私が静電気で弾かれたような感覚を受けた、というのが正しい…。なぜなら………、




　扉とびらの向こうから、めそめそという少女の泣き声が聞こえてきたから……。




　全身の毛穴が逆立つような感覚が、ものすごい勢いで足元から上って頭の天辺まで突つき抜けるのを感じた。

　そして、息を殺し、……その〝めそめそ〟が、幻げん聴ちようであることを確かく認にんしようとする。

　でも本当なら、そんなことをして確認をする必要はない。

　だって、この旧校舎に入るにはあの入り口しかない。そしてその入り口は入ってすぐに施せ錠じようした。

　だから誰も入ってこれるはずがない。こんな時間まで生徒が残って隠かくれているはずもない。だからつまり、そこに誰かがいるなんてアッテハイケナイノダ…！！！

　だからだからつまり、息を潜ひそめて確認するなんて行為自体がすでに、そこにアッテハイケナイコトが起こっていることを認めること……。

　でも、それをしなければならないくらいに、…今、めそめそははっきりと聞こえたんだッ!?

　……心を落ち着けろ、………そして、耳を…………。

　だが、………扉の向こうの、すすり泣く声の気配が、…消えない。…去らない……。

　気のせいだ。幻聴だ。精神が高ぶり過ぎて、ありもしないものが聞こえているんだ…。そうさ、こいつは俺が人間だった頃の名残なごり、良心の呵か責しやくってヤツに違いない…。俺はきっと、殺害現場に舞まい戻り、毬枝を殺したことに後悔を感じて、こうして毬枝の亡霊を自らの内側から作り出してしまってるんだ。

　つまり、そこに居て、俺を責めてほしいという、良心の甘え。つまり所しよ詮せんは、




「………そこの人、……どうか哀あわれな私の話を聞いてください……」




　　　　※




　……ッッ！！！！

　もう、内なる声とか幻聴とか、そんな水準じゃなかった。…それは言葉となって耳に届いた。

　そしてその声は、……毬枝以外の何者でもないのだ…。

「ま、………、ままま、………毬枝なのか、……毬枝なのかッ!!!」

「………めそめそ……、……めそめそ、………ひっく……！」

　相手は泣いてるだけだった。…でも、しゃくりあげるような声が、自分の問い掛けに答えたものは明白だった…。

　そして、毬枝をあの日、確かに殺して、死体を便べん槽そうに放ほうり込んだ。だからここにいる毬枝が生きた存在のわけがない。

　……この時の金森は、深夜の旧校舎という異常な世界にあり、…人ならざる世の理ことわりを無意識の内に理解していた。

　だから、殺したはずだからいないという、人の世の理に囚とらわれず、……素す直なおに、扉の向こうにいる、死んだ毬枝という存在を理解できた。

　理解できた……？

　それはつまり、死んだはずの毬枝の亡ぼう霊れいがそこにいるという、アッテハナラナイ事実の理解……。

　扉の向こうの泣き声は、……いや、…毬枝の亡霊は哀れに泣き続けながら、少しでも責めようと言葉を紡つむぐ……。

「…………あれだけ酷ひどいことを強しいて……、………………その最後が殺すことなんて、…あんまりに酷いです……。…………ううぅうぅぅぅ……」

「こ、……殺すのは当然さ。……馬ば鹿かかい君は…！　あれだけのことをしちまったんだ！　警察に知られちゃまずいと思うのは当然だろ!!　君を生かして帰せば、その足で交番に駆かけ込んだはずさ。そうだろ!?」

「……そんなこと、……しなかったです……。だって、……私がしゃべったら先生、…あの恥はずかしいビデオテープをばら撒まくって……」

「ビデオテープだってぇ…!?　はっはっはっは、わあっはっはっはっはっは!!　あんなもんが脅きよう迫はくになると、君は本気で思ってたのかい。ははははは、だからその程度の存在なのさ。…あははははははははは！」

「……だって、…だって……。…私だって、…普ふ通つうの生活に戻りたかったです…。だから、…その生活に戻らせてくれるなら、……先生のことを内ない緒しよにする約束、ちゃんと守るつもりだったんです……」

「ははん！　口でなら何とでも言えるさ。君はそうは言いながら、あの日、下校したら警察へ行くつもりだった。そうだろう!?　警察に相談すれば何だってすぐ解決するさ。相談しても埒らちが明かないってのはテレビドラマの中だけだ！　泣いてる女の子の訴うつたえを無視できる警官なんているもんか！」

「………でも、……ビデオテープを先生が持ってる……。…約束を破ったら……、あのテープを先生が……」

「はは、ははは！　亡霊になっても君ってヤツは…！　哀れだね、本当に哀れだよ！　あんなテープ、君が警察に通報することと比べたら何の脅迫にもなるものか！　警察だって馬鹿じゃないさ、そのテープがばら撒かれる前に私を逮たい捕ほしようとするさ。私はダビング機に触れることすらできずに逮捕されて、自宅は踏ふみ込まれテープも機材も全すべて証しよう拠こ品として押おう収しゆうさ!!　あんなテープが脅迫のタネになるなんて死んだ後まで信じてる、君のおめでたさには、はははははははは!!　死後にまで笑わされるよ。そんな程度の浅はかさだから、その程度の末路なのさ。はははは、はははははははは！」

「……………そんな、……………そんな…………」

　毬枝の啜すすり泣きが、一層、悲しい色を帯びる…。

「この程度のことが脅迫になると信じてた君のおめでたさには心底呆あきれるよ。どこの漫まん画がの見過ぎだか！　勝手に下らない知識を吸収して、独りよがりに世界観を構築していった浅はかさのツケさ!!　相談できる友達が１人でもいたなら、それが間ま抜ぬけな勘かん違ちがいだとすぐに気付けたろう。でも君は、下らないコンプレックスを理由に友達をまるで作ろうとしなかった」

「…この世はな、社会なのさ！　社会とは人と人のつながりで出来ている。そのつながりを拒きよ否ひして社会から零こぼれた君は、まさに社会の落ち零れ。そんなだから、あんな下らないビデオテープが脅迫のタネになると本気で信じてしまうのさ!!」

「ははははは、まったく嘆なげかわしいね！　君の担任として、心の底よりそう思うよ！　三者面談の時、友達を作ろうと私が指導しても、君はいつだって言い訳ばかりだ！　それを死を境に理解できたかと思っていたら！　死んでも勘違いしたままだったとはね!!」

「………わ、……私が、………ばかだったって言うんですか………」

「あぁそうだね!!　私の口からはっきり言ってあげよう。君は馬鹿さ！　大馬鹿だ!!　ガキのくせに人生を達観したようなフリをして、自分が社会の落らく伍ご者であることを美徳化し、自身の悩なやみを打ち明け相談することにすら徒労を感じた落ち零れだッ！　人間社会のピラミッドの、底辺からすら零れたんだよ君は！」

「……そんな……。……うううぅううぅぅぅ!!」

「君を酷い目に遭あわせたのは、ははは、そうだね！　私の個人授業だったんだよ。君ひとりでは解決できない問題に直面した時、どうすればいいかというね！」

「正解は、誰だれかに相談する、だったのさ!!　君にひとりでも相談できる友達、あるいは家族がいれば正解のチャンスはあった。だが君はひとりも友達を作らなかった。家族にも心を開かなかった！　私があれだけ指導したにもかかわらずね!!　だから授業は時間切れになったというわけさ！」

「じ、……時間切れなんかじゃないです……！　……相談は、……しなかったけれど…、……確かに、友達を作ろうともせず、…誰にも相談しようとしなかったのは私が悪かったかもしれないけど……、…でも、私は、…………戦ったんです。…先生と！」

「私が命じれば犬にも猫ねこにもなった、人間の尊厳を捨てた君にしちゃ、まずまずの奮ふん闘とうだったことは認めるよ。だが、そんなものは何の評価にもならないね！　その結果がそれさ!!　君は相手に逆上されて、現にそうして首を絞しめて殺されて、しかも肥こえ溜だめに死体を放ほうり込まれた!!　その無様な結果を以もつて、私にどう評価してもらいたいというんだい？」

「馬鹿言っちゃいけないね!!　０点だよ０点ッ!!　そういう下らない勇気を蛮ばん勇ゆうというのさ！　そんな勇気より、君は警察に相談する勇気を持つべきだった。それを、それでも選べず!!　その結果が今の姿というなら、それのどこを褒ほめろと言うんだい？」

「ははははは!!　馬鹿は死ななきゃ治らないって言うが、どうやらそれは間違いらしい！　死んでも治らないがどうも正しいみたいだ!!　わっはっはっはっはっはッ！！！」

「……ううううぅううぅうぅぅぅッ！！！」




　毬枝の魂たましいを死した後にも辱はずかしめる…。

　亡霊は生者より強いなんて誰が決めた？

　……そんなルールなんてない。死んだ時点で、生者から落ち零れた時点で、劣おとった存在なのだ。

　毬枝がわずかに持っていた希望、……人間を辞やめれば、復ふく讐しゆうする力が得られるという幻げん想そうが、死した後になって、打ち砕くだかれていく……。

　だから毬枝は今こそ理解した。

　「めそめそさん」に自分がなれるかどうかなんて、まったく関係ない。……復讐する力、…いや、戦う力とは、そもそも自分が何を悟さとり何をするかという力にあることを。

　人間以上の存在になれば、人間である担任に復讐できるに違いないという甘えがある限り、そんな甘えた存在に戦う力など宿るわけがないのだ。

　その力を持つ者は、人間の内に戦える。…否いな、戦うとは生きること。それを放ほう棄きした時点で、生きることを放棄した時点で、永遠に負け犬なのだ。

　だから、すでに死んでしまった毬枝は、戦うという本当の力の意味、……本当の意味での勇気を理解したにもかかわらず、………もう、戦いの土俵に上がる資格すらないのだ。

　戦うための資格。それが、生きることだった。

　命を奪うばったのは担任だったかもしれない。

　でも、彼岸花に妖よう怪かいにしてもらえると聞き、妖怪になれれば復讐できると浮うかれ、ならばと持った実に下らない蛮勇だった。せめてそこでその勇気を、誰かに相談しようという方向に向けていたら、……きっと自分は生きていた。

　生きて戦って、あるいは勝って、この運命の出口にいたかもしれない。

　それを放棄した！

　だから自分の運命は永遠にこの男の中に帰結して、どこにも逃のがれられず、こうして死後も永遠に辱めを受け続けなければならないのだ……。




「……うううぅぅ…！　うううぅううぅぅ…!!」

　毬枝の声は、もはや啜り泣きではなく、号ごう泣きゆうと呼んでもいいものに違いなかった。

　……それは、祟たたってやろうという攻こう撃げき的な姿ではない。

　永遠に辱められることを宿命付けられ、それに抗あらがえもせず泣いて従うしかない、卑いやしい姿。

　毬枝は、これほどまでに自分を悲しい存在だと思ったことはなく、…後こう悔かいしたこともなかった。

　あの日に戻もどれたなら、犯おかさなかった間違いがいくつも頭を過よぎる。

　被ひ害がい者しや気取りで、戦う意思や勇気を失い、奮い立とうともしなかった。

　その癖くせ、生きることへの興味を失っておきながら、他力本願な力を得て復讐したいと白昼夢だけを見ていた。

　そんな自分に、生きている資格があるとでも…？

　死んで当然だった。生きてる価値なんてなかった。だから殺されて当然だった。つまりこれは必然だった。




「……ううううぅうぅうぅ!!　ううううううぅぅうぅ!!!」

「ようやく自分がどれほど醜みにくい存在か理解できたようだね。……君のために補習授業ができて良かったよ。そして、ようやく君にも授業の効果が出たようだ。君の後悔の泣き声でそれがわかるよ。だから、これで授業を終わりにしようじゃないか」

　金森は個室と外を隔へだてる扉とびらの鍵かぎに手を掛かける……。

　指が鍵に触ふれた時、がちゃりと音がして、それが毬枝を大層怯おびえさせた。

「……な、…………何をするんですか………」

「授業を終わりにするのさ。君は生きる上での大切なことを今、学べたじゃないか。だったらそれを活いかすために、君は次の人生のスタート地点に進むべきなんだ。……わかるね？」

「………え……？　………ぇ？　………それって……!?」

　鍵をガチャンと開ける音がして、その音に対し、毬枝のひ！　という短い悲鳴が聞こえた。

　……もう鍵はない。金森が扉を開けば、そこにいる毬枝が目の前に晒さらされる。

　毬枝にとっては、自分を殺した恐おそろしい相手が、再び目の前に現れることになる。

　今の毬枝にとって金森の存在は、扉越ごしでも恐ろしい。それを直視する勇気など、未いまだになかった。

　だが、金森には亡ぼう霊れいとなった毬枝を直視する勇気がすでにあった。

　なぜなら、亡霊は怖こわいものという、人の世の理がとっくに拭ぬぐい去られていたから。

　金森は理解した。……亡霊などという存在は、命を失う前と後という区分の、後を指すだけのものだと。

　みすぼらしい存在は、亡霊となってもみすぼらしいのだ。毬枝は死んでも毬枝なのだ。生きていようと死んでいようと、何の区別もないことを理解したのだ。

　毬枝はそれを理解するのがあまりにも遅おそかった。……だから、亡霊などという存在に落ちぶれて、今ここにいる。

「さぁ、未いまだに成仏できない、君のみっともない姿を私に見せるんだ」

「……い、……………………いや、…開けないで……」

「駄だ目めだね」

「ひぃッ！！！」

　まるでギロチンの刃はを落とす処しよ刑けい人のような残ざん酷こくさで、金森は扉を開け放つ。




　……それはとても異様な光景だった。

　なぜなら、トイレの個室の扉を内から開けたのに、……そこもまた、トイレの中だったからだ。

　だが、毬枝の姿は確かにそこにあった。

　殺した日と同じ姿で。

　右みぎ袖そでのボタンを失った姿で。

　首には絞め殺された時の痣あざを残して。

「………ひ……………ひぃ……ッ!!」

　毬枝が、怯えた声を出して後あと退ずさるが、そこもまた狭せまい個室なのだ。逃にげるべき場所はなく、すぐに壁かべを背負ってしまう。

　そして、がたがたと震ふるえ、金森のおぞましきその姿が、せめてそれ以上近付いて来ないよう、祈いのるような目つきをした。

「本当に君はどうしようもない落ち零れだね。君くらい出来の悪い生徒は持った例ためしがない。次の人生では、私に習ったことをちゃんと活かして、有意義な人生を送れるよう祈ってるよ」

「……な、…何をする気なんですか、………先生……」

「そんな姿で私の前に現れるということは、どうやら自分が殺されたことがしっかり理解できてないかららしい。……君の新しい人生がやり直せるよう、先生がもう一度、君を絞め殺してあげようって言うんだ」

「……い、………いやぁッ!!!」

　その怯え様は、生きていた時の毬枝より過か剰じようなものだった。

　死の壁を通り抜ぬける時の苦痛は、死んだ者にしか理解できない。

　それを、もう一度与あたえられることを知った恐きよう怖ふは、その異様なまでに怯えた形相から想像するほかない。

「……いやです、……もう嫌いやです……、殺されるのは、もう嫌です……!!」

「嫌ならどうする？　相談するのが正しいが、ここには相談できる人はいない。君の身ひとつだけさ。なら、どうする？」

「ぅう、ぅ、…ぅわあああぁああああああああぁああッ！！！」

　毬枝は泣き叫さけびながら金森に掴つかみかかる。そのか細い両りよう腕うでが金森の首に掴みかかるのと同時に、金森の両腕も毬枝の首に掴みかかる。

「そうだ、今は戦うのが正しい。今この瞬しゆん間かんだけを見れば正解さ。だが、非力な君が、私と一いつ騎き打ちしたって勝ち目がないことは、すでに立証済みだったんじゃないかい？　君は死んでも、やっぱり落ち零こぼれなのさッ!!」

　互たがいに相手の首を絞しめ合うといっても、力の差は歴然としている。

　万力のような力で絞め付ける金森に対し、毬枝の力はすぐに抜けていく……。いつしかその両腕は、金森の首を絞めるためではなく、金森の腕に力なく抵てい抗こうするものに変わっていった。

「君ひとりでは打ち勝てない難題なんてこの世にはいくらだってあるッ!!　それを乗り越こえるために人は社会の力を借りるんだ。それを怠おこたった君の末路は、たとえ二度繰くり返そうとここに帰ってくるんだ。……これで成仏できないなら、また何度でも私のもとを訪おとずれるといい!!　何度でも何度でも、殺された時の苦しみを思い出させてやるッ!!　何度でも何度でも、お前を絞め殺してやるッ!!!」

「……ぅうううっぅぅ、く……ぅ……!!」

　毬枝の脳のう裏りに蘇よみがえる、生と死の境を潜くぐる時の恐怖と痛み…!!

　そして、死した身でありながら、首を握にぎり潰つぶされる激痛と、窒ちつ息そくする苦しさに呻うめく。

「さぁ、間違いなくもう一度死ねッ!!!　森谷毬枝ぇええッ!!!」

「……………………………ッッッ!!」




　ゴキリ……。




　以前に絞め殺した時にも至れなかった手て応ごたえが伝わる……。

　その瞬間、毬枝の体がガクンと大きく震え、……首は斜ななめに傾かしぐと身動きしなくなった……。

「あはは、はっはっはっはっはっはっはっはっはッ!!!」

　金森はそれでもなお絞め続ける手を緩ゆるめず、悪あく魔まのように笑った。




　その時、この場にいるはずのない声が響ひびき渡わたった。

「ゲームセットね。これでどちらが『めそめそさん』に相応ふさわしいか、はっきり決着したわ」

　声のした方を見上げると、トイレの個室と個室を区切る敷しき居いの上に、あの保健室で見た西洋人形が座っていて見下ろしていた。

　人ならざる存在の理ことわりを理解できる今の金森にとって、その存在は不気味なものでもなんでもなく、毬枝と自分の決けつ闘とうの正式な見届け人に違ちがいないと思った。

　だから、ニヤリと笑って言ってやった。

「えぇ、そうですね。これでゲームセットです。森谷さん程度の器うつわでは『めそめそさん』なんていう、学校に永遠に語り継つがれる妖よう怪かいのポストなど身の程ほど知らずもいいとこです」

「そうね。学校妖怪の末席を許すにはまだまだ力不足ね。あなたの方が、むしろ邪じや悪あくでその任に相応しいと思ってよ。あなたほどの人なら、きっと学校妖怪に混じっても、見事にその席を守りきれるでしょうね。あなたのような人が末席に加わったなら、私もうかうかしていられないわ」

「はははははははは！　なるほど、これは君たち学校妖怪の、どちらが『めそめそさん』に相応しいかのテストだったというわけかい。粋いきなマネをするね！」

「そうよ。投票はしたけど、３人が毬枝に、３人があなたに票を投じた。私は棄き権けんして別の提案をしたの。当事者同士にその座を賭かけて争わせたらいいってね」

「なるほどね。保健室で君のボタンが飛んだのは、そのテストへの誘さそいだったというわけだ！　ははははは、なるほどね、はっはははははははは!!　だが、こうして結果は出たね！　どちらが『めそめそさん』に相応しいか!!」




「えぇ、結果は出たわね。とても残念よ」




　アナタミタイナ邪悪ナ人ヲ、ウチノクラスニオ迎ムカエデキナクテ。




「………え？　……ぉ、……ぉぐ…ッ、」

　その時、金森は自分の両手首がものすごい力で捻ひねり上げられるのを感じた。

　驚おどろき、目線を前に戻もどすと、……すでに白目を剥むいて涎よだれさえ零こぼしている毬枝が、…金森の両手首を、ものすごい力で捻り上げているところだった。

　その鈍にぶい音は金森の手首の外れる音なのか、手の甲こうの骨を砕くだく音なのか。

「ぐ、……ぐううぅう、……ぐ、……ごごごご、は、……離はなせ………、」

　くすくすと笑う彼岸花は告げた。

「残念よ。あなたくらい邪悪な人にはそうそう会えないから、ウチのクラスにお迎えできなくて本当に残念。……私があなたたちに試ためしたかったのは、どちらがより邪悪か、どちらがより妖怪に相応しいか、じゃなくて、…どちらが『めそめそさん』に相応しいか、よ」

「………金森。あなた、『めそめそさん』になりたいって言ったのに、『めそめそさん』のルール、…忘れちゃった…？」

「め、……めそめ、……ルール……？　ぎゃッ!!!」

　今や、金森の両手首の骨を粉々に砕いた毬枝の両腕が、全身を抱ほう擁ようするように抱だきしめる。

　だがその抱擁は愛のなせるものではない。…全身の骨を粉々に砕いてしまおうという、悪意ある死の抱擁。

「は、…離、………き、………げ…ぇ………」

　金森のあばら骨がキシキシと泣いて悲鳴をあげる。その音を小気味よさそうに聞きながら、彼岸花は続ける。

「そうよ、『めそめそさん』のルール。『めそめそさん』に出会ってしまったら、話し掛けてはならない。正体を見ようとしてはいけない。………あなた、そのルールを全部破っちゃったわ。だから毬枝の勝ちよ」

「そ、…………き、………ぎぇ…………、」

　とうとう、金森の体から小骨が折れる音がひとつふたつと漏もれ始める。

「うふふふふ。毬枝、やっちゃえ」

　彼岸花がくすくすと笑いながら、最後の止とどめを毬枝にせびる。

　だが、毬枝はそこで一度だけ腕の力を抜いた。

　その表情は、白目を剥いた恐おそろしいものではなく、……毬枝本来の表情だった。

「………ありがとう、先生。…先生の言葉はとても汚きたなくて辛つらいものだったけど、……でも先生の言う通りだったと思います。…私は、先生に教えられなかったら、死んでも自分の罪が理解できなかったかもしれない。……それを、こうして死んだ後であっても教えてくれたことに感謝します……」

「……ま、毬……ぇ……、」

「ありがとう、先生。………いじめっ子たちから庇かばってくれてた一番最初、………好きでした」

「ゆ、………許ひて…………、……はがッ、」

　そして、異音…。

　身近な音にたとえるなら、新聞紙を乱暴にゴミ箱に突つっ込む時のようなぐしゃぐしゃという音。でも、その音は紙のように軽くなく、聞くだけで気分が悪くなりそうなおぞましい音……。

　それは金森の、全身の骨が粉々に砕かれていく音だった……。

　もう苦痛の声も漏れない。口からは幾いく筋すじもの血を溢あふれさせている。

　そこから聞こえるごぼごぼという音は、もはや言葉すら許されない金森の断だん末まつ魔まなのか、内臓の奥底から全すべてを搾しぼり出されてくる臓器の喘あえぎなのか、もう区別がつかない。

　そして、…人の体で一番太い骨が、ごきりと折れる音が聞こえた……。

　聞いていたのは夜の虫の声と、学校妖怪が２人だけ、だった……。




　　　　※




「おめでとう、『めそめそさん』の毬枝。あなたが選ばれたわ。みんなの拍はく手しゆが聞こえる？」

「………………いいえ」

「くすくすくす。みんなも姿を現せばいいものを。勿もつ体たいぶってるわね。恥はずかしがり屋さんばかりなんだから。……もっとも、もう少し力をつけないと、あなたに知覚するのは難しいかもしれないけどね」

「……学校妖怪のみんなと、私は仲良くできるでしょうか」

「さぁ、難しいんじゃない？　人間の友達すら作れなかったあなたに、人間じゃない存在の友達を作れるかしら？」

「がんばります。……やり直せぬ人生なら、この新しい人生で過あやまちを、せめて取り返したいので」

　その表情は、毬枝が今日までに見せてきた表情の中で、一番、決意に溢れたものだった。

「………ふぅん。死して堕だ落らくする子は多いけど、死して決意する子なんて珍めずらしいわね。やっぱり毬枝は面おも白しろい子、……いいえ、変な子よね。くすくすくす……」

　彼岸花が敷居の上から飛び降りると、図書室で出会った時のような人の姿になる。

「そろそろみんなもあなたの自己紹しよう介かいがほしいところのはず。それに、あなたの新しいクラスになる私たちの教室にも案内しないとね」

「……クラスって、……Ｂ組ですか…？」

　彼岸花の胸にある名札には、学年の欄らんは空くう欄らんで、クラス名にＢと書かれていたからだ。

　かつて、雨に滲にじんだようで読めなかった名札は、なぜか今はくっきりと読めるようになっていた。

「Ｂ組？　うふふ、違うわ。13組よ。字が汚くてごめんなさいね」

「13組……」

　そんなクラスはこの学校のどの学年にも存在しない。

　でも、そのクラスの教室は、確かにこの学校に存在している……。

「おいで、『めそめそさん』の毬枝。『踊おどる人形』彼岸花の手を取って」

　彼岸花がそっと手を出す。
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　毬枝は少しだけ躊ちゆう躇ちよした後、それを握った。

　怖こわかったからじゃない。

「学校妖怪の役目は大変よ？　夜の闇やみをもっと暗く染め、不ふ吉きつと邪悪で覆おおわなくてはならない」

「…………は、…はい」

「夜の闇が暗かったならば、…その分だけ、昼間の学校は明るく照らされる。邪悪な教師がひとり、夜の闇に飲み込まれれば、その分、昼間の学校はマシになるでしょうしね」

「……あは、ははは」

「でも、おめでとう。これが初の白星ね。せっかくだから、しっかり数えておいた方がいいんじゃない？」

「数えるって、何をですか…？」

「くすくす。……祟たたり殺した人数よ。これが毬枝の１人目ね」

「い、…いやです、そんなの数えるの」

「くすくすくすくす。まぁ、そこが毬枝の面白いところかしらね。そんな気弱そうな振ふる舞まいだと、ウチのクラスでもいじめられちゃうかもしれないわよ？」

「い、…いじめられたら、…友達に相談します」

「友達って誰だれ？」

「ひ、…彼岸花さんは、友達になっては……その、…くれないんですか……」

「この『踊る彼岸花』に友達になれ…？　………くすくす、うふふふ、ははははははははははは。もう少し友達は選んだ方がいいと思うけれども」

　彼岸花はしばらくの間、こんなに滑こつ稽けいなことはないとでもいう風に、お腹なかを捩よじって笑う。それもやがて収まり、肩を竦すくめる。

「……毬枝がそれでいいなら、それでいいわ。…本当の私を知っている人なら、そんな命知らずな申し出は絶対にしないしね。無知のなせる業わざかしら、くすくすくすくす……」

「彼岸花さんは、冷たそうだけど、その、いい人だと思いますので……」

「……本気で？」

「はい」

「…………ふぅん」

「……ご迷めい惑わくですか……」

「…………」

「…………」

「……ありがと」

「え？」

　彼岸花が毬枝の手を離し、廊ろう下かの先へひとり歩いていく。

「こっちよ。わかる？　廊下が延びているのが。…人間のクセが抜ぬけないと、知覚できないわよ。見えてる？」

「は、はい！　見えてます！」

　あるはずのない廊下が、闇の向こうにずっと延びている。

　人間だった頃ころ、そこは壁かべだったはずの場所が、今やさらに遠くまで廊下を延ばしている。

「さ、おいで」

　彼岸花の後を追い、毬枝もその闇の中へ入っていく………。




　　　　※




　……その日を境に、金森の姿を見た者はいない。

　もちろん、森谷毬枝の姿も。

　でも、保健室の主と呼ばれ、彼岸花と呼ばれる西洋人形の姿は、今も薬品棚だなの上にある。

　旧校舎の奥にあるトイレには、妖よう怪かいが住んでいるという噂うわさがあり、夜な夜な、その祟りに触ふれ絞しめ殺される、哀あわれな教師の悲鳴が漏れ聞こえるという話である……。








第二話　心しん霊れい写真機











　眼鏡をかけたマジメそうな少年、野の々の宮みや武たけしがカメラを手に取るようになったのは、何年か前の理科準備室での事件が切っ掛かけだった。

　彼の班は、今週は理科室と理科準備室を掃そう除じすることになっていた。

　理科室よりは理科準備室の方が、面おも白しろそうな、そして怪あやしそうなものが多くて、ある意味、人気が高い。

　彼は、ちょっとしたジャンケンにより、その日は理科準備室の掃除の権利を手に入れた。

　掃除の時間は、真ま面じ目めに掃除をする生徒がいる一方で、ふざけて遊んでいる生徒も少なくない。

　その日も、理科室と理科準備室、そして廊下へとくるくる回りながら追いかけっこをしてふざけている女子の一群があった。

　その時、彼はたまたま１人だった。

　掃はき掃除を終え、自分ひとりが掃除していることに気付いて憤ふん慨がいし、班の仲間を誰か呼びに行こうとしているところだった。

　再び女子の一群が、きゃっきゃとはしゃぎながら、それこそバターになってしまうのではないかという勢いで、理科室から理科準備室を抜け、廊下へ駆かけ抜けていく。

　その時、彼女らの一群の最後のひとりが、理科室の定番の…、人体解かい剖ぼう模型を肩かたで弾はじき飛ばして倒たおした。

　それは勢いよく床ゆかに叩たたき付けられると、ばらばらになって散らばり、これ以上ないくらいに取り返しがつかないことを見せ付けた。

　その女子と彼は一いつ瞬しゆん、起こったことに呆ぼう然ぜんとして動きを止め、……そして目を合わせた。

　野々宮武にとってみれば、それは目の前で起きた事故。騒さわぐつもりも囃はやし立てるつもりもない。…少なくとも自分は当事者ではないわけで、彼女がどう先生に謝るのか、どう怒おこられるのか、それを気の毒に思うだけだった。

　だが女子は気まずそうな顔を浮うかべた後、そのまま廊下へ駆け出して行った。本来の、彼女の友人を追いかける仕事に戻もどった。

　後には、彼とばらばらになった人体解剖模型の残ざん骸がいが散らばるだけだった。







　ここからが、おかしな話になった。

　彼は、彼女が人体模型を倒したと正しい主張をしたのだが、彼女とその友人たちはそんなことをしていないと主張した。いや、それどころか、そもそも理科準備室にすら立ち入っていないと主張した。

　野々宮武は、自分の目の前で彼女が人体模型を弾き飛ばした光景をはっきり目に焼き付けている。…もしも可能ならば現像したいと思うくらいにはっきりと焼き付けていた。

　しかし女子たちは証しよう拠こがあるならば見せろと反論する。………目で見た光景は現像などできない。証拠はもちろんなかった。

　その女子たちは普ふ段だん、成績もよく、……平均的に考えれば、男子よりも女子の方が信用できる年とし頃ごろだった。その上、女子たちは多人数で口裏を合わせている。

　結果、何としたことか、………先生は、野々宮武が嘘うそを吐ついていると断定したのだ。

　別にゲンコツをもらったわけではないが、こっぴどく叱しかられた。……とても悔くやしかった。

　もちろん、嘘を吐いた女子も許せなかったが、それ以上に、目の前で起こった真実を提示できなかったことが悔しかった。

　人は真実を見ることができても、その証拠が示せない限り、それを語ることができない。

　つまり、人は真実を自らの眼めで見ることなどできない。……写真に現像してしか、真実を見ることができないのだ。

　彼はその時を境に、真実を写真という形で切り取り、現像できる、カメラというものに強い関心を持つようになった。

　そんな彼の義ぎ憤ふんが、真実を追究する新聞記者やカメラマンに向けられたのは、若さを考えれば自然なものに違ちがいなかった。

　きっかけはそのようなものであったにせよ。彼は、写真の世界に少しずつのめり込んで行った。

　しかし、彼の義憤を納なつ得とくさせるようなスクープ写真など、そうそうお目にかかれるわけもない。

　そのレンズは次し第だいに、身近でささやかなものに向けられるようになり、いつの間にか日々の日常を切り取って残すことに、詩的な喜びを感じるようになっていった…。

　そんな日々は幸いにもやがて、悔しい冤えん罪ざいのことを忘れさせ、濡ぬれ衣ぎぬを着せた相手の少女の顔も名前も思い出せなくしていった……。




　そして、クラスには彼以外にカメラに関心を持つ者がいなかった為ため、この趣しゆ味みは彼のアイデンティティを確立させるのにこの上なく貢こう献けんした。

　彼＝カメラという図式

はクラスでは当り前のものとなり、林間学校などでは、報道係なる役目をもらって、特別にカメラを携けい帯たいする許可をもらえたりした。それは彼の自尊心を大きく向上させ、将来は写真関係の仕事に就ついてもいいかもしれないと思えるまでになっていた。

　だから、そんな彼が「新聞部」に所属することになるのは自然な流れだった。

　彼は、新聞部でもっともカメラに詳くわしい人間として重宝され、顧こ問もん教師にカメラマンと呼ばれることに喜びを感じるのだった…。




　　　　※




　部室はとても古い。しかし、膨ふくれ上がった生徒数を抱かかえるこの学校で、それを与あたえられているのはとても名めい誉よなことで、新聞部が歴史あるものであることを暗に教えてくれた。

　もっとも、机を囲んで部員たちがパイプ椅い子すに座るのがやっとで、後は棚たなに溢あふれかえる資料や本、会報。それを積み上げたものや、古い機材、壊こわれた機材。誰だれがいつ持ち込んだものなのかももはやわからない私物などが雑然とし、のみならず、カビや埃ほこりの臭においを感じさせる実にカオスな部室だった。

「この新聞部ってさ。何でもすっげぇ古い歴史があるらしいぜ。戦前どころか、開校の当時からあるって噂だぜ」

　次回の会報のテーマが決まらず、いつの間にか雑談となっている中で部長がぽつりと言った。

　武は、何かアイデアになるものが見つからないかと、古い棚を漁あさっている。特に、教室奥の棚は、積み上げられた本の山のため、迂う闊かつには近づけず、入ったら帰れない魔ま境きようとまで呼ばれているのだった。彼は、そこにこそ何か珍めずらしいものが眠ねむっていて、いつまでも堂どう々どう巡めぐりで終わらないこの会議に終しゆう止し符ふを打ってくれるものと期待していた。

「野々宮、どうだよ。何か面白そうなものは発はつ掘くつできるかー？　その辺まで行くと、戦前レベルのアルバムばっかだろ」

「そうですね。……こりゃすごいや。同じ教室内なのに、ここだけ明治の空気のような気がする」

「さながら、教室内のタイムカプセルだよな」

「カプセルしてませんけどね」

　みんなケラケラと笑う。アイデアの涸かれ果てた会議に飽き、笑いの沸ふつ点てんが低くなっているようだった。

　部長の言う通り、この魔境の奥の棚にある本は非常に古いものが多かった。年号も、大正どころか明治にまで遡さかのぼるものも少なくなかった。ついでに、ひっくり返って干ひからびた怪しげな虫の死し骸がいなども見つかる。……なるほど、魔境の名は伊だ達てではない。

「…………お」

　武は、ふとそれを見つける。

　それは、古いインスタントカメラ。

　インスタントの写真はすぐに色落ちしてしまう為、記録用には向かない。…しかし、撮とったその場で現像されるというお手軽感は、暗室を必要とする一いつ般ぱん的なカメラでは味わえない、何と言うのか、おもちゃ感覚を思い起こさせる。いつか縁えんがあったら一台ほしいと思っていたが、今日までそれを手にしたことはなかった。

　……でも、もうひとつ違い和わ感。

　この部室の魔境の最さい深しん奥おうの、開校当時の本の山の中に、このインスタントカメラは少しだけ違和感があるように感じられた。

　確かに古いカメラだったが、開校当時の世界観からは新しすぎる。……にもかかわらず、この部室の最深奥に、まるで封ふう印いんするかのように置かれていた。

　触ふれる。

　ぴりっと静電気を感じた気がした。臆おく病びように引っ込めた指を、もう一度伸のばして触れる。

　……ひんやりと冷たい感かん触しよく。

　誰の名前もなく、学校の備品であることを示すシールもない。

　埃での汚よごれ具合から、ずいぶん昔に壊れ、過去の先せん輩ぱいの誰かがここに置き去りにしていったのだろうと考えるのが妥だ当とうだった。

　ひょっとすると、電池を換かえると動いたりしないだろうか。……いやいや、こんなにも古いものに収められたフィルムがまだ使えるわけもない。きっともう使用期限をはるかに超ちよう過かしているだろう。

　……でも、この捨てられた玩がん具ぐを、なぜか武は見過ごせなかった。

　ひょっとしたら、動くかも。動かないなら捨ててしまえばいい。もしも動いたなら、普段とは違う感覚で使える、ちょっとした玩具になるかもしれない。

「部長、これ、動くと思います？」

　武はそのインスタントカメラを掲かかげながら、再び積み重ねられた本の魔境を乗り越こえて、部員たちのもとへ戻る。

「何だよそれ。汚きたないカメラだな。それ、落ちてたのか？」

「はい。一番奥の奥に。大昔の先輩の忘れ物ですかね？」

　部員たちはそのカメラに何か面白いものを撮さつ影えいしたフィルムが残っていないか期待した。　しかしこれはインスタントカメラだから撮影したフィルムは残らない。その場で現像されて排はい出しゆつされるから、過去の貴重な写真が見つかるというわけではないのだ。

　となれば、このような薄うす汚よごれたカメラに好んで触さわりたがる部員もいるわけがない。彼らの関心は、誰かが唐とう突とつに言い出したダジャレの笑いで搔かき消されるのだった。

　武はそんな彼らを放ほうっておいて、インスタントカメラに電池を入れてみた。…動くとは期待してない。それで動かなければ放り出す。百分の一の確率でも動けばラッキー。その程度の気持ちで電池を入れてみた。

　……少しいじってみる。通電を意味するであろうランプが点ともり、驚おどろく。

　まだゲラゲラと笑いあっている部員たちにカメラを向け、試ためしにシャッターを切ってみた。硬かたく重い手て応ごたえ。……でも、バシャリと心地ここちよい音がした。

　まさか動くとは思っていなかった古カメラが撮影したので、みんなは驚く。……それはもちろん武も。

　そして、ベロリとカメラの正面から写真が現れる。

　始め、そこには何も写っていないように見えたが、少しずつじんわりとそこに画像が浮かび上がってきた……。

「お…、すっげぇじゃん。写ったぜ!?」

「何か心しん霊れいとか写ってないかよ。こんな怪あやしい写真機なら、そういうのがいかにも写ってそうだよな」

「……そう言えば、卒業した先輩にそんな話を聞いた気がするな。この部室のどこかにさ、心霊写真を写すカメラが隠かくされている、みたいな話」

「あ、俺もそれ、先輩に聞いたことあるぜ。そのカメラでクラス写真を撮るとさ、いないはずの生徒が写るらしいって話」

　そういう話をしている間に、写真の画像が鮮せん明めいになる。

　みんなは頭をぶつけ合いながらそれを覗のぞき込み、自分たち以外の誰かが写っていないか探した。

　もちろん、そんな都合よく心霊写真にお目にかかれるわけもない。

　そこには呆あつ気けないくらい当り前の日常風景が切り取られているだけだった。

　期待外れなものだったかもしれないが、今日、ここに集つどった部員たちの日常を捉とらえたささやかな記念写真には充じゆう分ぶんだろう。

　画像もそこそこに鮮あざやか。……記録写真には到とう底てい使えないが、玩具にしては上出来だった。

「部長、このカメラ。少しいじってみてもいいですかね」

「いいんじゃねぇ？　持ち主もとっくの昔に忘れてるだろうしよ。かなり古い型みたいだし、修理部品もフィルムももう手に入らないだろうし。野々宮が見つけたんだから、野々宮のでいいんじゃね？」

　あっさりと、このカメラの新しい所有者は武で決定する。

　彼らにとっては、特別な関心のあるものではなかったということだろう。

　フィルムの残り枚数は、あとほんの数枚しかない。玩具にするほども遊べはしないだろう。

　それでも、このカメラと自分との出会いは、神さまか何かの仕組んだ貴重な縁に違いない。

　彼は前向きにそう考えながら、昇しよう降こう口に向かっていた。

　結局、会報のテーマは、いつも通り、無難にぐだぐだに決まった。しかもその案は一番最初に出て、あまりに面おも白しろみがないので却きやつ下かされたはずのものだった。

　それで決定しておけば、無む駄だな時間を過ごさずに済んだはずなのに。……まぁ、いつものことだけど。

　時間は夕方、黄昏たそがれ時どき。橙だいだい色いろに染まる廊ろう下かに他ほかの生徒の気配はない。遠くから体育会系の部活の勇ましい声は聞こえるのだが、それはとてもとても遠く感じて、むしろ廊下の寂さびしさを煽あおった。

　……だから、人にぶつかるわけもない。

　武はカメラいじりに熱中しながら、目線をカメラに落としたまま歩く。

　なので、突とつ然ぜん目の前に人がいることに気付いて、武は飛び上がって驚いた。
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　その拍ひよう子しにカメラを手から落としてしまう。

　このカメラは華きや奢しやなものだ。落としただけできっと壊れてしまうに違ちがいない！

　しかし、そのカメラを、……まるで羽は根ね突つきか何かで、優ゆう雅がに打ち返すような仕草で、眼前の女子生徒はカメラを受け取った。間かん一いつ髪ぱつだった。

「……前を見て歩かないとね？　落とすのはカメラだけじゃ済まないかもしれないわよ。………くすくすくすくす」

　その女子は、とてもとても優雅な仕草で、そう笑った。

　可愛かわいらしい赤と白の洋服を着た美しい少女だった。

　話しぶりや雰ふん囲い気きから、ひょっとすると上級生かもしれないと思った。

　謝る仕草をしながら名札を見るが、雨か何かで滲にじんだようになっていてよく読み取れなかった。

　それは、相手が自分より年ねん齢れいが上か下かによって対応を変えようという行こう為いだが、…彼女が上でも下でも関係はないだろう。ぼんやりしていた自分の方が悪いのだから。武はとりあえず、相手の学年は問わず敬語で謝る。

「どうもすみません…。あと、カメラを受け止めてくれてありがとう」

「いいえ。……これ、面白そうなカメラね」

「…あ、わかりますか？　えぇ、インスタントなんですよ。撮影して、その場で現像できるタイプなんです。だいぶ古い型みたいですけどね」

「……古いものには、色々なものが宿ることがある。…そのカメラ、普ふ通つうのカメラには写せないものが写せてしまいそうね…？」

「あ、……はははは。わかりますか？　写真部の先輩が言うには、心霊写真を写すカメラが部室に隠されているって噂うわさがあって。これがそれかもしれないなんて話をしてたんです」

「そうよ。それがそう」

「……え？」

　彼女はくすりと笑う。

　風もないのに、彼女の長く美しい髪かみが、ふわりとなびいた気がした。

「写真は残ざん酷こくよね。真実を永遠に記録に残す。……でも、それが本当に良いことなのかは誰だれにもわからない。人の死体は腐くさり、虫を集たからせ、腐ふ臭しゆうを漂ただよわすかもしれないけれど、やがては野に返って綺き麗れいに消え去る。……もしも腐らない死体があったとしたらどう？　永遠にそこに無様な屍し骸がいを晒さらさなければならない。……私は嫌いやよ？　死んだら誰に食い千切られようと勝手だけれど、無様な屍骸をいつまでも晒し続けるなんて、堪たえられない。…だから、剥はく製せいや写真が、どれほど残酷か、わかるでしょ？　くすくすくすくすくすくすくすくす…」

　武は、少しだけ馬ば鹿かにされていると感じた。

　確かに、彼女の言うような残酷な使い方も、カメラは可能だろう。

　だから、カメラマンには倫りん理りが必要だ。

　写して良いものと、悪いもの。その見分けをつけて、良いものだけを語り継つがなくてはならないのだ。

「……立派な考えね。そこまでしっかりしてるのなら、そのカメラをあなたに託たくす価値があるわ。……色々と遊んでみなさい？　きっと楽しいから。……くすくすくすくす」

　彼女は、まるでこの写真機のことをよく知っているように見えた。

　……もちろんそんなわけ、あるはずもない。それは多分、武の気のせいだ。

　まるで、このカメラに何かびっくりするような仕し掛かけでもしてあるのを知っているかのように。彼女はくすくすと笑いながら武の脇わきを通り抜ぬける。

　黄昏色に染まる廊下を歩む彼女が、なぜかとても神秘的に見えて。……武は無意識の内に彼女の後姿をファインダーに捉えていた。

　すると突然、すぐ近くの窓ガラスがビシリと鋭するどい音を上げた。

　びっくりしてカメラを下ろし、それを見る。……どこかからボールでも飛んできて窓ガラスにぶつかったんだろうか。そこには蜘く蛛もの巣状のひびが入っていた…。

　気付けば、彼女は振ふり返り自分をじっと見ていた。……無断で彼女の姿を撮とろうとしたのを不ふ愉ゆ快かいに思っているように見えた。

「……駄だ目めよ。何を撮るのも自由だけれど、私を撮るのはやめなさい？　……せっかく驚かせたいと思ってるのに、ここで驚かれてはつまらないもの。くすくすくすくすくす…」

「ご、…ごめん」

　彼女が何を言ったのか、よく意味がわからなかったが、……とりあえず、怒おこられたことだけはわかった。

　彼女は廊下の向こうに立ち去り、武とカメラだけが、静せい寂じやくの廊下に残されている。

　……このカメラには、何を写す力があるというのだろう。




　　　　※




　撮ったその場で現像された写真が出てくるというのは、僕には未知の喜びだった。

　確かに、写真をフィルムいっぱいに収め、その出来具合を暗室でまとめて確かめるのもとても楽しい。

　しかし、その場ですぐに写真になる手軽さは、玩がん具ぐ的とは言え本当に楽しいものだった。

　インスタントの写真は、そう長い時間は保もたない。普通の写真よりはるかに短い期間で色いろ褪あせてしまう。

　だから、今を撮り、今を楽しむ。気軽に。

　残りのフィルムが何枚だから、もったいぶろうという考えはすぐになくなった。

　ひょっとするとこのカメラは、残りのフィルムがあるからこそ、成仏できなかったのかもしれない。

　まだ撮さつ影えいできるフィルムが残っているのに、それを全まつとうできず埃ほこりに塗まみれて誰からも忘れられてしまうのは、きっと悲しいことだったに違いない。

　それを思えば、僕とこのカメラの出会いは、ちょっとした縁えんなのではないかと思った。

　変にもったいぶらずに、色々遊んでみよう。そしてフィルムを使い切り、元の場所に戻もどしてやろう。そう思った。

　だから、ある日。残りのフィルムがあと２枚しかないことに気付き、………例のことを試してみようと思った。もちろん、悪戯いたずら心でだ。

〝クラス写真を撮ると、いないはずの生徒が写るらしい〟

　それを、…確かめてみようと思った。




　たまたま社会の時間に、教材のビデオを見て、その感想を書くようにとの自習があった。

　僕はみんなの写真を撮らせてくれと宣言し、面おも白しろ半分で写真を撮った。

　ところが、……いつもは割とすぐに浮うかび上がるはずの画像が、なかなか浮かび上がらなかった。

　どんな写真が写ってるのかと期待したクラスメートたちは、やはりカメラが壊こわれていたのだろうと納なつ得とくした。

　彼らは、まだフィルムがあるのならもう一枚撮ればいいとせがんだが、……僕はなぜか気になり、それを断り、撮影をやめた。

　……フィルムの薬物が古くなって駄目になってしまっていたのだろうか？

　…僕は何となく違うと思った。

　ひょっとして、………写ってしまったのではないだろうか。…〝写ってはならないもの〟が。

　それを僕らに見せまいと、……写真が抵てい抗こうしているのではないだろうか。

　あの日、廊下ですれ違った不思議な少女の意味深な言葉が蘇よみがえる。

『……そのカメラ、普通のカメラには写せないものが写せてしまいそうね……？』

　……彼女は、僕にクラス写真を撮りたがらせていたような気がする…。だから、ああいう意味深な言い方をしたのではないだろうか。

　この写真には、きっと何かが写っているのだ。………そう言えば、ひどくわずかではあるが、画像がじんわりと浮き出してきたような気がする。

　その写真は、放課後に見た時には、さらにじんわりと浮き出ていた。ありふれたクラスの肖しよう像ぞう。……しかしそれでも、写っているクラスメートたちの顔を確かく認にんできるようなものではなかった。

　僕はなぜか確信する。

　この写真には、きっと何か得体の知れないものが写っている……。

　僕はその写真を大事にしまい込むと、自宅に持ち帰り、食事をしたり、風ふ呂ろに入ったりする度たびに取り出しては確認した。

　それはじわじわと鮮せん明めいになっていく。

　……そして、もう寝ねようかという深夜になって。ようやく鮮明な画像を現してくれた。




　丹たん念ねんに、その画像を確かめ、写っているクラスメートの顔を確認する。

「…………………。……うん。おかしな幽ゆう霊れいとかは、写ってないよな。……ははははははは、何だかなぁ、馬鹿馬鹿しい！」

　思わず笑い転げてしまう。

　これだけ待たせた写真なのに、おかしなものは写ってない。

　思わせぶりに現像が妙みように遅おそかったものだから、大いに期待したのに、まったくの拍ひよう子し抜ぬけだった。

　写っているのは、何度見てもクラスメートだけ。

　横から見ても、逆さから見ても。髪の長い女性が睨にらんでるとか、おかしな光線や影かげが映りこんでいるとか、そんなものはまったくなかった。

　ただただ、教室に相応ふさわしいクラスメートが写っているだけだった。

　そう。みんな、クラスメート。

　知っている顔ばかり。知っている顔ばかり。

　これは団だん野のくん。これは福ふく田だくん。こっちは西にし川かわさん。そして安あん藤どうさん。そしてこの隅すみの子は、……えぇと誰だっけ。……あまり話したことのない子だから名前が思い出せない。

　……えぇとえぇと、誰だっけ。ぼんやりと覇は気きのない表情の眼鏡姿の女の子。

　何とも悲しい話だった。同じクラスの仲間として、春夏秋冬を共にしてるはずなのに、……僕はこの子の名前を即そく答とうすることもできないのだ。

　………………誰だっけ。……本当に誰だっけ。

　クラスメートなのは間ま違ちがいない。なのに、思い出せない。……誰だっけ誰だっけ……。

　もう寝る時間なのに、なぜか意地になってしまう。それを確かめることができたら、僕は消灯しようと決めていた。

　……そうだ。修学旅行の時のしおりがあった。それにクラスの班分けが書かれていて、全員の名前が記されていたはずだ。それを見れば、忘れてしまっていた名前を見つけることができるだろう。

　本ほん棚だなの脇に山積みにされた中から、それを見つけることができた。

　昔の僕なら、こんなものは未練なく捨てている。

　しかし、カメラを趣しゆ味みにするようになってから、写真にかかわらず、何かを記録できる資料を大切にするようになっていた。それで、このしおりも捨てずに持っていたのだ。それに、少しだけ感謝した。

　しおりを開くと、６人前後のグループで班分けされたリストが出てくる。

　……こういうグループ分けの時、決まってあぶれたりする気の毒な子がいるものだ。すると、そういう子を集める、寄せ集めの班ができることになる。

　そういう班に所属するというのは、それだけで爪つま弾はじき者だとレッテルを貼はられるようなものだ。……僕は幸いにも、いつも一いつ緒しよにいる友人たちがいたからいいものの。……そんな友人に恵めぐまれない子がいたとしたら、……そういう子はこういうグループ分けの度に屈くつ辱じよくを味わわなければならないのだろうな……と。……なぜかそう思った。

　この子も、そんな班にいそうな子だった。だからきっと、そういう班にいるだろう…。

「………いや、…ないよな。彼女は違う」

　結局、その子の名前を見つけることはできなかった。どの名前も、すぐに顔を連想できる。そして写真に写っている名前の思い出せない子のものではない。

「……え？　……………………」

　さっきから、ずっと燻くすぶり続けている違い和わ感が、……ようやく、発芽する。

　僕は、クラスメートの名前を、全員知っている。顔も知っている。……そして、顔のわからない名前は、クラスに存在しない。

「え？　………え？　え？　………え？」

　背中をぞわりとしたものが登る。……僕は最後の手段に出る。まず、しおりに載のっているクラスメートの名前全員を数えた。それも二度。そしてその数は二度とも48だった。

　次に写真に写っている顔を数える。

　もしも、この写真に写っている顔の数が、多かったなら……、多かったなら………。

　息が荒あらくなる。激しくなる。指が震ふるえる。頭がぐるぐる回る…。

　指では顔を数えるのに太すぎる。僕はシャープペンシルを取り出し、その先せん端たんで丹念に顔の数を数えた。

　頼たのむ、頼む頼む…。48であってくれ。49だったら、だったなら…。頼む、48であってくれ、クラスは48人なんだ、48であってくれ……！

「46、……47、…………48…。……48。……間違いない。それ以上はいない！　ふぅ…ッ!!」

　うちのクラスは48人。

　間違いなくその数を数えることができて、僕は布ふ団とんにどさりと倒たおれこみ、自らを笑い飛ばすように大笑いした。

　この一枚の写真に、今日一日、僕はどれだけ大おお騒さわぎしたというのか。あぁ馬ば鹿か馬鹿しい、だけれども本当に面白かった。

　あははははははははは。結果的には安心したけれど、いっそのこと、謎なぞの49人目が写っていてくれた方が、むしろ面白かったかもしれない。

　最初から玩具扱いしていたようなカメラだ。だとしたなら、並の玩具よりもよっぽど楽しませてくれたに違いない。

　フィルムはあと一枚残っているけれど、…わざと残したまま、部室の奥の元あった場所に再び眠ねむらせるのも面白いかもしれない。未来の後こう輩はいがそれを見つけて、僕と同じように楽しんでくれるかもしれないから。

　それで、僕のささやかな好こう奇き心しんは納得した。

　布団に入り、横になったままでも消灯できるように延長した灯あかりの紐ひもを引っ張り、消灯する。




　…………………………ネェ。48人ナラ、イイノ？




　……いいんじゃない？　だって、うちのクラスは48人だよ。そして写真にはちゃんと、

48　人　写　っ　て　た。

　僕が、ファインダーを覗のぞいていたなら、47人の、はずなのに……？




「うわあああああああああああああああああああぁあああぁあああぁあッッ!!!」




　僕は恐おそろしい写真を撮とってしまったかもしれないことに、ようやく気付く。

　心当たりのない、その眼鏡の女子生徒は、……本当に心しん霊れいなのか…!?

　しかし、一いつ般ぱん的な心霊写真に期待するような不気味さは、その子からはまったく感じられなかった。

　その子のイメージは僕の第一印象そのまま。

　……いてもいなくてもいい扱あつかいを受けているような、気の毒ないじめられっこで、グループ分けではいつも寄せ集めの班に身をおいてしまう。……そんな可哀かわい想そうな子に見えた。

　しおりに名前がないのは、それもまたいじめのひとつなのではないか。……そう思ってしまうほどに、彼女の存在は、クラスメートとして写真に馴な染じんでいた。

　彼女は、窓や鏡に映りこんでぼんやり存在しているわけではない。みんなと同じに席を与あたえられて、誰だれかに消しゴムを投げつけられやしないかとおどおどしている、普ふ通つうの生徒のひとりに見えた。

　……彼女は、……誰なのか。

　見れば、見るほどに。……名前を思い出せないのが申し訳ないほどに…、………彼女がクラスにいたような気がしてくる。

　そんなはずはない。…彼女のことは、知らない。

　なのに、彼女がそこに写る写真は、クラスを写した写真としてあまりに自然に感じられるのだ。

　これは一体？　この写真は何なんだ!?　彼女は誰!?　いや、このカメラは一体…!?

　明日あした、学校へ行き、クラスを確認しよう。この写真に写っている席の子を確認しよう。

　それだけのことで、僕はこの子の正体を確認できる。

　名前どころか、存在すらも忘れていたのだとしたら、僕は同じクラスの人間として、あまりに申し訳ない。

　……それがどう申し訳ないのかはわからないけれどとにかく、……たとえ交流がないとしても、せめてクラスメートとして記き憶おくしなければ、あまりに悲しいことだと、その時、思った。

　そして僕は、知る。

　翌日。僕は朝のホームルームで偶ぐう然ぜんなのか必然なのか、委員の仕事の関係でみんなの前で発表をしなければならなくなった。

　だから、全員が揃そろった状態で、教きよう壇だんの前からクラス全体を見た。

　……あの、名前を思い出せない子の座っていた席を、見る。……何度も、見る。

　そして僕は、……写真は真実を写すという常識、捨てなければならなかった……。




　僕は、授業中も事ある毎ごとに写真を取り出してはそれを眺ながめた。

　悔くやしかった。認めたくなかったのだ。

　写真は真実を写す。それが僕の主張だった。だからこそ、僕はカメラマンとして誇ほこりを持っていた。

　なのに、その写真が、真実でないものを写したのだ。

　ならば、僕は暴あばかなくてはならない。……つまり、この子が何者であるかを暴かなくてはならないのだ。

　今の僕にとって、この写真を誰かに「心霊写真」だと思われることは、カメラと自分に対する冒ぼう涜とくのように思えた。

　だから、無む闇やみに人には見せず、この顔をした子が他ほかのクラスにいないか、漠ばく然ぜんとその姿を探した。

　だが、この学校は本当に大きい。クラスの数も膨ぼう大だいで、同じ学年の子であっても、顔も知らないなんてことはザラだった。

　彼女は実は他のクラスの子で、こっそりうちのクラスに混じりこんで遊んでいたのではないかとも想像した。何しろあの日は自習中だった。他のクラスでも自習があり、ふざけてうちのクラスに入り込んできて、近くの席の子と遊んでいた、というのは考えられることだった。

　……しかし、彼女の覇は気きのない表情から、そんな大それたことをする雰ふん囲い気きが感じられないのだ。

　彼女がもっと悪戯いたずらっぽい表情を浮うかべていてくれたなら、それを考える余地もあったのかもしれない。




「野々宮、先日のカメラ。あれ、結局、何か面おも白しろいものは写ったのかよー？」

「え？　いや、……全然」

「そりゃそうだよな。わっはっはっは…」

　部室で、仲間たちに戦果を聞かれたが、僕ははぐらかした。

　内心は心霊写真が写ることを欲ほつしていたはずだ。…そして、それを充じゆう分ぶんに疑える写真が撮れた。なのに僕は、今いま頃ごろになってそれを否定している。

　彼らにこの写真を見せれば、誰もが心霊写真だと騒さわぎ立てるだろう。

　……だがそれは僕の、写真は真実を写すという信念に反するのだ……。

　不思議にも思う。

　僕はそんなにも倫りん理り観かんに溢あふれる男だったろうか。

　そうさ。僕がカメラを始めた動機は、……理科準備室での冤えん罪ざい事件が悔しくて、その無実を晴らしたいが為ためだった。

　あの時、自らの眼めに映った真実を写真に現像できたならと、何度も思った。

　写真に写ったものだけが真実。……そう信じたはずだ。

　だからこそ、真実を写さなかったこの写真が許せないというのだろうか。

　…………違うのだ。

　多分、そんな格好をつけた理由じゃない。

　……僕は、多分、イラついている。

　この謎の少女のことを、僕は多分、知っているのだ。なのに思い出せなくて、イラついているのだ。

　部室での仲間たちとの交流の後、何となく気乗りしなかったので、先に帰らせてもらうことにした。




　そして、……あの日と同じ黄昏たそがれ色に染まった廊ろう下かで、僕は再び、同じ少女に出会う。

　そうだ。思えば彼女は、このカメラの正体を知っていたように思う。なら、この写真に写った謎の少女のことも教えてくれるのではないか。

「………それが知りたいならば、教えてあげてもいいわよ」

「え………」

　口に出してはいないはず。……にもかかわらず彼女は、僕の心の中の問いに応こたえて先に口を開いた。

「その子は間ま違ちがいなく、あなたのクラスメートよ。思い出してもらえて、きっと彼女も喜んでいるわ。……くすくすくすくす」

「ぼ、…僕のクラスは48人です。あの子は49人目だ。クラスの名めい簿ぼにも写真にも、彼女の名前は載っていないです…！」

「みぃんな忘れちゃったのよね。…アイツのせいで。…………あなたはこれから帰り？」

「……はい」

「なら、下げ駄た箱ばこでみんなの名前を調べてみたら…？　クラスメートなら、誰にだって靴くつを入れる場所はあるでしょう？　机や椅い子すを隠かくしてしまうイジメはあるそうだけど、下駄箱を丸ごと隠してしまうイジメはないでしょうから。……くすくす」

　下駄箱を調べる…。……そんな程度のことであの子の正体がわかるだろうか。クラス名簿に名がないのに、下駄箱だけがあるなんて、考え難にくい。

　しかし、不思議な少女は調べてみろという。

　……彼女が、そのカメラで驚おどろかせたいと予告し、僕は現に驚かされた。

　ならば、彼女が調べろという下駄箱にもまた、僕の求めるものがあるというのか。

「あ、………ありがとう。調べてみます」

「そうなさいな。じゃあね。…くすくす、あははははははははははは…」

「あの、……帰らないんですか？」

「……………え？」

　こんな夕方に、昇しよう降こう口とは逆の方向に歩く彼女に、わずかの違い和わ感を覚えて僕は声を掛かける。

　……部活動なら、部室か体育館でそれをしている。帰宅するなら、僕と同じように昇降口へ向かっている。

　彼女が向かう方向に、何の意味も感じられなかった。……彼女の歩き方はまるで、…昼休みか何かに、のんびりと散歩するような、そんな雰囲気が感じられた。

　すると彼女はくすりと微笑ほほえむ。

「…………ありがと」

　僕は、なぜ唐とう突とつにお礼を言われたのか、理解できない。

「昇降口は、お家うちへ帰るための学校の出口よ。ならば私には必要ないだけのこと。……くすくすくすくす。さぁさ、お帰りなさい？　あなたたちのクラスはもうとっくに下校でしょう？」

　……彼女のクラスは、まだ下校にならないというのか。

　彼女の姿が、なぜかぼんやりと歪ゆがんだ気がする。……目の霞かすみ…？

　目にゴミでも入ったのかとごしごしと擦こすってから再び廊下を見ると、彼女の姿はもうなくなっていた……。




　昇降口で靴を取り出す前に。……彼女に言われた通り、僕は出席番号順に並んだクラスメートの靴箱を調べてみた。

　すると、………靴も上うわ履ばきも入っていなかったけれど、名前のシールの貼はられた靴箱がひとつ、ぽつんとあった。

　ずいぶん前から貼りかえられていないらしい、古ぼけたシール。

　それは文字通り、忘れられてしまったかのような寂さびしさを感じさせた。

　しゃがみ、そのシールの名前を、……読む。

　……こんなにも古ぼけているシールの名前だ。きっと何年か前の生徒だろう。知っている名前のわけもない。

「ほら、…………　森もり　谷や　毬まり　枝え　なんて、……知らないって」




　森谷毬枝なんて、……知らないって。

　その言葉を口にしただけなのに、………すぅっと空気の臭においが変わっていくような気がした。

　それはまるで、…例えば、流しの排水口の腐ふ臭しゆうに気付いてしまって、そのせいで、廊下にもうっすらとその臭いが漂ただよっていることに気付いてしまったような感じ。

　いつだって漂っていて、僕は知っていたはずなのに、気付かなくて。でも、知ってしまったら、それはいつもいつも当り前に存在していたことを思い出してしまう！

　森谷、毬枝。




　　　　※




　雨の日の教室で、男女がわいわいと昼休みを騒いでいる、特段、珍めずらしくもない光景が頭を過よぎる…。

　教室の一角で、女子が集まって騒いでいる。……僕はそれを無視する。

　なぜなら、それはイジメだからだ。それを見物して食後のテレビ扱あつかいしないことが、僕の善意だった。

　性た質ちの悪い女子が何人か、いつものいじめられっ子を囲んで、何だかんだと難なん癖くせをつけている。それには男子も合流していて、実に不ふ愉ゆ快かいな光景だった。

　でも、止めない。彼女を庇かばう義理はないし、その為に彼らと戦う理由も必然性も、何もなかったから。

　給食の時間に、誰だれかが彼女にパンの欠片かけらを投げつけて。それが彼女の頭に当たって、誰かのシチューの皿に入って。それが汚きたならしいから飲めなくなったと云うん々ぬんかんぬん。…そのプロセスのどこに彼女が非難される余地があるのか、理解できない。もちろん、介かい入にゆうする気もないのだから、理解する必要などないのだけれど。

「悪いと思ってンなら謝りなさいよッ!!　ごめんなさいが先でしょ、ごめんなさいがッ!!　ほらあ!!」

「わ、……私、…何も悪くないです…。…どうして、私が謝らないといけないんですか…」

「そんなわけないでしょぉ!?　みんなは聞いててどう思った!?　どっちが悪いと思ったぁ!?」

「判決!!　森谷が有罪ぃ～、わっはっはっはっはっはっはっは!!」

　森谷さんが、悲しそうに悔くやしそうに、ぎゅっと下した唇くちびるを噛かんで……、俯うつむく…。

　そうだ。あの子が、……森谷毬枝、……だ…。




　　　　※




　僕がそれを思い出すのを、多分、その名前シールはずっと待っていた。

　そしてその役目を終えたとでも言うかのように、すぅっと溶とけ、煙けむり、…いや、埃ほこりに混じって消えていく。

　瞬まばたきをして再び見直すが、そこには空きの下駄箱がひとつ、あるだけだった…。

　しかし、もう名前シールは必要ない。……僕は思い出したからだ。

　そう、僕のクラスは、49人だった……！




　僕は教室へ駆かけ戻もどる。

　そして机の数を数え直す。掛け算して暗算して、端は数すうを足して……！




　49、あった。




　今度はすぅっとじゃない。…ざぁっと、一いち陣じんの強い風が通り抜ぬけるかのように。教室の空気の臭いが劇的に変わる。

　何かが変わった。さっきまでの、森谷毬枝の名を知らなかった僕にはわからなかった何かが変わった…！

　壁かべに貼られている、ベルマーク集めのクラス名簿を見る。学校に持ってきたベルマークの点数でシールがもらえるヤツだ。

　森谷は〝も〟だから、……女子の、後の方……。

　あ、……あった。森谷、……毬枝……!!

　ポケットからあの写真を取り出す。森谷毬枝の写っている辺りの席を探す。

　すると、……その場所には酷ひどく歪いびつな席があった。

　机の天板は、彫ちよう刻こく刀とうでひどい悪戯いたずら書がきがされていた。…死ねとか、ブスとか、……ひどい有様だった。

　椅子の防災頭ず巾きんの座布団も、……墨ぼく汁じゆうでも掛けられたらしく、真っ黒に悪意で汚よごされていた。

　その座布団を、恐おそる恐る手に取る…。

　……防災頭巾には名前を書いておく決まりになっているからだ。

『森谷毬枝』

　そこにははっきりと、そう記入されていた……。







　僕は帰宅前に寄り道をすることにした。

　あの写真が自分に、何を伝えたかったのかはわからない。

　だが、僕の手に渡わたり、それで僕が写真を撮とり、……そして、写らないはずの彼女が写った以上、きっと何かの意味があるのだ。

　教室内の棚たなには、自宅で昨夜見たのと同じ修学旅行のしおりが残されていた。

　もしやと思い開いてみると案の定、…そこには、昨夜はいくら探しても見つけられなかった森谷毬枝の名前が記されていた。

　そして、緊きん急きゆう連れん絡らく網もうには電話番号と、……そして住所まで書かれていた。

　住所は帰り道の途と中ちゆうにある、公営のマンションだった。

　エレベータホールにある、郵便受けを調べる。

　……間違いない。……郵便受けには、森谷と名札が入っていた…。

　そうなのだ。…もう間ま違ちがいない。そして覚えている……。

　森谷毬枝は間違いなく実在した、僕らのクラスメートだった。

　確かに実在し、そしてこうして自宅まである…！

　そう、写真は紛まぎれもなく、『真実』を写し出していたのだ…！

　ならば当然の疑問として行き当たるのは、…どうして僕は、……いや、僕らは彼女のことを忘れていたのか、だ。

　いや、忘れていたどころじゃない。彼女の名は、学校中の全すべてから消え去っていた。席さえもだ…！

　彼女の名を思い出した僕だけが、多分、クラス名めい簿ぼに彼女の名を見つけ、そしてあの49人目の席を見つけることができるに違いない。

　やはりこれは、……よく聞く、学校の怪かい談だんというヤツなのか…!?

　そういえば最近、聞いた気がする。…そうだ、怪談の８つ目ができたとかいう噂うわさだ。

　旧校舎のトイレに出る、「めそめそさん」とかいう妖よう怪かいの噂……。

　その子は実は、いじめられっ子の生徒で、……教師だか何だかに殺されて、…化けて出たとか何とか……。あれ？　あれあれ…？　そんな話、今の今まであったっけ……。そして、その化けて出た子の名前が確か、……森谷……。あれれれれ!?　そんな記き憶おく、あったっけ……!?

　僕はやはり、……怪あやしげなカメラによって、学校の怪談に取り込まれつつあるのではないだろうか…。

　しかし、それは曖あい昧まいな怪談などでは断じてない。なぜならこうして、森谷毬枝が存在した痕こん跡せきは存在して、その自宅までこうして存在するからだ。

　いつまでもここでこうしていても、真実は明かされない。意を決し、エレベータを呼ぶ。

　こんな気持ちのまま、帰れないのだ。

　ここまで足を運んだんだ。……確かめよう。

　多分、僕があのカメラを見つけ、クラスの写真を撮り、………森谷毬枝を思い出し、ここまでやって来たのは偶ぐう然ぜんではないのだ。

　誰が、何のためにかはわからないが、……僕をここへ、導いた。

　マンションの廊ろう下かを歩く。…色々な家がひしめくマンションの廊下は、それぞれの家の生活臭しゆうで入り混じり、良く言えば生活感溢あふれる、……悪く言えば人間の悪い「気」のようなものが澱よどんだ場所だった。

　……そして、………とうとう辿たどり着く。

「…森谷。………ここだ」

　表札の場所には、マジックで書かれた汚れたシールが貼はられている。

　そこには森谷と苗みよう字じが書かれた後に小さく、四人家族のそれぞれの名前が記されていた。

　…………そこに毬枝の名はない。

　違う。………そうじゃないんだ。……五人家族なんだ。

　小さく息を吐はき出し、下腹に力を入れながら、目を擦こする。

　……………………。

「……森谷、………毬枝……」

　彼女の名前だけが風化してしまっていたかのように。……そして、シールが彼女の名前を思い出したかのように。……四人家族の名前の末まつ尾びにぼんやりと、…〝毬枝〟と、浮うかび上がるの…。

　呼び鈴りんのブザーを鳴らそうとすると、そこには「故障中。ノックして下さい」と張り紙があった。

　………電気のメーターを見る。家人がいることを想像させる程度の速度で回っていた。

　ここに来る途中、まだ夕刊をドアポストに挿さしたままの家もあった。しかしこの家のドアポストに夕刊はない。……それは在宅の気配だ。

　硬かたい唾つばを飲み込み、それからもう一度だけ表札の〝毬枝〟の名を見る。

　そして、ノックした。

　僕は、真実を知りたい。

　カメラが写した〝真実〟が、何を語る真実なのか、確かめなければならない…！

　やがて、どちら様ァ？　という中年女性の声が聞こえてきた。……森谷毬枝の母親だと考えていいだろう。

　玄げん関かん前でサンダルを履はき、覗のぞき穴からこちらを見ている気配がする。

　僕の姿は間違っても押し売りには見えなかっただろう。それを確かく認にんしたらしく、チェーンをしたまま、ドアが開いた。

　ドアが開くと、むわっとした生活臭と共に、想像したよりも美人なおばさんが顔を覗かせる。

「あら、僕。どうしちゃったの…？」

「あ、……あの、…すみません。森谷さんのお母さんですか？」

「えぇ、はい。そうだけど。……どっちのお友達かしら？」

　表札の通りなら、森谷家には毬枝とは別に２人の姉がいる。そのどちらかの友人だと思ったのだろう。

　２人の姉という呼び方は毬枝が存在してこそだ。存在しないならば適当な呼び方ではない…。そして、どっちという言い方は二つを対象にした時の呼び方だ。彼女が毬枝を認識していないことは間違いない……。

「えっと、……森谷、……毬枝さんのことなんですけど…」

「え？　どっち？」

　母親は、毬枝という名に反応できなかった。

　娘むすめのどちらかの名前を呼ばれたに違いないだろうと決め付けたので、毬枝の名を正しく聞き取ることができなかった。

　でも、僕はその反応も想定していた。

　……僕の想像通りなら、………僕たちは普ふ通つうでは森谷毬枝のことを思い出せない。あのカメラで撮ったあの写真を見てでしか、思い出せないのだ。

　だから僕は、ポケットから写真を取り出す。

　そして母親に見せながら、森谷毬枝を指差した。

「あの、………この子なんですけど…。……この家の人ですよね……？」

「…え？　どの子が？　……え？　……もうちょっとよく見せてくれる？」

　これほど小さく写っているのでは、指で指し示してもどれを指したかわかりにくい。

　母親は、鼻の先がくっつくほどに顔を寄せ、まじまじと睨にらみ付けた。

　……やはり、記憶は戻もどらないだろうか…？

　僕はおかしな写真に誑たぶらかされただけなのか。

　……いや、違う。

　なぜなら、無関心な写真を見せられた人間は、これほど長い時間を集中はできない。

　同じ経験をしたから、わかる。

　……母親は、思い出し掛かけているのだ。

「……………………………………」

「…どうですか。…覚えが、…ありませんか…？」

「………覚えって、………ええと………」

　彼女の言葉が、不安定に揺ゆらいでいるのがわかる。……きっぱりと、記憶にないと言い切れないもどかしさを感じているのだろう。

　自分の家族が、本当は四人じゃなくて、……五人家族だったんじゃないかという記憶が蘇よみがえり掛けている…。

　そして、…………小声で、………呟つぶやいた。

「………毬…………枝……」

「は、…はい。………毬枝さん、………です」

　僕がそれを復唱し、………その瞬しゆん間かん、彼女は、自分の家族の本当の人数を、…思い出した。

　同時に、彼女の感情ははち切れた。絶ぜつ叫きようしたのだ。

「毬枝ぇえええええええええぇ!!!　そうよ、毬枝がずっと帰ってこないのよ!!　毬枝はどこなの!?　もうずっと帰ってこないのよ、帰ってこないのッ!!　毬枝はどこなの!?　ねぇどこにいるの!?　あれから何日も家に帰ってこないのよ!?　あああぁあぁ、私が悪いのよ、あの子の個性とか全然考えずに勉強勉強って押し付けすぎた…!!　あの子は家に居場所がなくなってしまった!!　あぁ、毬枝はきっと私が怖こわくて家に帰れなくて家出を…！　私のせいなのよ!!　どこなの!?　毬枝はどこにいるのッ!?　毬枝、お願いよ、帰って来てぇえええええええぇ、おおおおあああああああああああぁあぁッ!!!」




　僕は確かに、錯さく乱らんという言葉を知っている。

　でも、それを形容するに値あたいする状じよう況きようを見たのは、これが生まれて初めてだった。

　…もし、開かれたドアにチェーンが掛かっていなかったなら、母親は僕に飛び掛かってきてもおかしくなかったかもしれない。

　母親は、毬枝の名を繰くり返し叫さけびながら、家の奥へどたどたと駆かけていく。

　何をしているのかはわからないが、……なぜか想像はついた。

　毬枝という娘が実在した痕跡を、探しているのだろう。

　そしてそれは、今まで当り前のようにすぐ側そばにあったのに、気付けなかったのだ。

　今の彼女には多分、毬枝が愛用したマグカップだって見えているだろう。４人家族の食器しか収められていないはずの食器棚だなに、５人目の食器が見えているに違いないのだ。

　彼女が乱雑にそれらを搔かき集めているかもしれない喧けん騒そうが、聞こえてくる。

　…そして他ほかの家族に、毬枝が存在した証しよう拠こだとそれを突つきつけるだろう。

　しかし、家族は多分、毬枝の名前を思い出せない。……この写真を見ない限り。

　激しい音は多分、食器棚を引っ繰り返した音だ。……無論、途と切ぎれることなく毬枝の名を呼ぶ叫び声が続いている。

　僕は、真実を突き止めたつもりでここへ来た。

　しかし、待ち構えていたのは、………不気味な結末だけだった。

　森谷毬枝が実在したことはもはや疑わない。

　そして母親もそれを、思い出した。

　でも、森谷毬枝の存在を思い出せたとしても、存在しないことに変わりはないのだ。

　いないのに、いたことを、思い出す。

　僕はひょっとして、………とても恐おそろしいことをしてしまったのではないだろうか。




〝写真は残ざん酷こくよね。真実を永遠に記録に残す〟

　あの写真機の正体を知っているかのように振ふる舞まう、あの不思議な少女は、そう言った。

　写真は確かに真実を残す。

　しかし、その真実は、必ずしも人を幸福にするとは、限らない。

　僕が訪おとずれて写真を見せなければ、母親はこれからもずっと、自分の家族を四人だと信じ続けただろう。そして、平へい凡ぼんな人生を穏おだやかに送ったに違ちがいない。

　しかし、僕が思い出させてしまった。

　彼女の娘のひとり、毬枝は、……ずっとずっと前に消えてしまって、帰ってこない。

　それだけじゃない。その存在すらも、世界中の全員が、忘れてしまった。

　ならば彼女の、娘を探し叫ぶ嘆なげきは、誰だれに理解できるというのか。

　誰にも理解できない。

　……彼女は、毬枝という名を繰り返すが、他の家族には、それが誰の名なのかを理解することもできないのだ。

　ものをガシャガシャと倒たおしたり投げたりする音が、再び玄関に戻ってくるのを感じる。

　今度こそ、彼女はチェーンを外して扉とびらを開け、取っ組みかかってくるかもしれない。

　僕は、……その場を逃にげ出す。

　尋じん常じようでない様子の母親が恐ろしかったから？

　それとも、写真が暴あばいた真実を、それ以上、直視できなかったから？

　それを細かく理解することはできない。

　ただただ、怖かった…！




　　　　※




　野々宮武は、二度とここには近付くまいと、マンションを飛び出していく…。

　それでもまだ、母親が毬枝の名を叫ぶのが聞こえる。……それはマンションの谷間で残ざん響きようして、この世ならざる世界からの叫びに聞こえるのだった……。




　　　　※




　滅め茶ちや苦く茶ちやに走ったせいで、何本か路地を間違えた。

　でも、自分が町内のどの辺にいるのかは理解していたので、僕はさして気にも留めず、滅めつ多たに歩かない細い路地を歩いていた。

　今の僕には、往来の激しい太い通りよりも、誰にも姿を見られずに済む、こんな忘れられた細い路地の方が心地ここちよかった。

　もう一度、あの写真を取り出す。こんな、人ひとり通り抜ぬけるのもやっとの細く人通りのない路地で回りに誰もいないことを確認してから、取り出す。

「………………………………」

　………何度見直しても、そこには、自分を忘れないでほしいと訴うつたえる少女の姿が写っていた。

　いや、……本当にそうなのだろうか。

　僕は初め、何らかの理由で世界中から忘れられてしまった森谷毬枝が、自分の存在を思い出して欲しくてこの写真に写ったのではないかと考えていた。

　しかし、彼女の表情は、曖あい昧まいなものだった。

　それは、はっきりと助けを求めたいという表情ではない。

　クラス全員が揃そろわなければならないから、嫌いや々いやと写真に収まったとでもいうような、……そんな覇は気きのない表情だった。

　今になって、少しだけ思う。あの、森谷毬枝の母親の錯乱を見てからはっきり思う。

　僕は、写してはならない写真を、撮とってしまったのではないだろうか。

　そしてその写真は、どんなカメラでも撮れるものではない。部室の魔ま境きようとまで呼ばれる雑然とした荷物の山々の中に、隠かくされるように眠ねむっていたものを、僕がわざわざ発はつ掘くつしてきて、それで撮ったのだ。

「……いや。……考え過ぎだ。……みんなに忘れられて嬉うれしい人間なんて、いるわけがない。………彼女は、思い出してほしかったんだ。みんなに。…………自分の家族にまで、自分の名前を忘れられたら、きっと悲しいさ。……だから俺はきっと、…彼女の望んだことをしたんだ。…そうさ、……間違いない」

　自己弁護だったかもしれない。

　でも、…そうだと思わないと、心が落ち着かなかった。

　帰ろう。

　帰ってお風ふ呂ろに入って、……それからせめて夕食まで毛布に包まっていよう。

　きっと落ち着く。どうすればいいか、思いつく。……あるいは、何をしなくても大だい丈じよう夫ぶだと安心できるかもしれない。

　路地の谷間の向こうの空に、この辺では道標に使われることもある、清せい掃そう工場の高い煙えん突とつが見える。

　あっちに向かって歩けば、知っている道か土手に出られるはずだ。

　初めて歩く路地だったが、方向感覚は失わなかったので、僕はそれほどの不安を抱いだかず、そちらへ歩き出す。

　しかし、好き勝手に曲がりくねる路地は、時に迷めい路ろのように枝分かれをし、意地悪な袋ふくろ小こう路じを作っては僕をからかった。

　知っている道になかなか出られない苛いら立だちは、あのマンションでの出来事をわずかながら忘れさせてくれたので、悪態をつくのも決して不快ではなかった…。




「……………………え……？」

　こんな狭せまい路地に。………前方に、立ち塞ふさがるように人ひと影かげがあったのを見て、ぎょっとする。

　肩かたをぶつけずには通り抜けることもできないような細い路地だ。好き好んで通る物好きがいるわけもない。にもかかわらず、前方の人影はこの細い路地にぼんやりと立ち、路地を塞いでいた。

　その人影は、……パンクした自転車や風雨に汚よごれた洗せん濯たく機き、手入れのされていない盆ぼん栽さいの並ぶこの路地には、あまりに不ふ釣つり合あいな姿をしていた。

　第一印象は、………一世紀も前の英国の老紳しん士し、という感じだった。

　如い何かにも英国紳士的な帽ぼう子しを深々と被かぶり、ちょっと小こ洒落じやれたスーツを着て、ステッキまで持っていた。帽子を深く被っているせいで人相までは見えないが、きっと口ひげを蓄たくわえた上に、片眼鏡までしているに違いないと思った。

　……それは、この路地裏にはあまりに不釣合いな身なりだった。

　その人影は、何をするわけでもなく、ぼんやりとこの路地に立ち塞がっていた。

　散歩をするわけでもなく、夕ゆう涼すずみをしているようにも見えない。

　いやむしろ、……こちらを向きながらじっと立ち尽つくすその様子は、まるで僕を待ち受けていたようにも見えて、ちょっぴりだけ薄うす気き味み悪かった。

　……幸い、横に逸それる路地もあった。

　その不気味な人影に、無理に近付きたくなかった僕は、さも初めからそちらへ進む風だったかのように装よそおいながら、路地を曲がる。

　清掃工場の煙突の方角を目指せばいいだけなのだから、何もこの路地に固こ執しつすることはない…。

　……何だったんだろう、あの人は。

　いっそ、ステテコに腹巻姿でもしててくれたなら、この雑多な裏路地に実によく馴な染じみ、僕も不必要な不気味さを感じなかっただろう。

　あんなところに立ち尽くして、まったくにもって邪じや魔まな……。

　…しかし、結局はその出来事すらも、さっきのことを一時的に忘れるにはちょうどいい。

　ひと時の悪態を楽しみ、ようやく煙突の方角へ進むことのできる路地を見つけ、そちらへ曲がった。

　辺りは暗くなり始め、家々から灯あかりが漏もれるようになってきた。……夕食の準備だろうか、換かん気き扇せんの音や、揚あげ物の匂においなどが漂ただよってくる。

　しかしそれでも、………人の気配を感じることができない、寂さびしい路地だった。

　僕は、ずいぶんと遠回りしてしまい、時間を無む駄だにしてしまっているのを感じていた。

　学校帰りにちょっと寄り道しただけのつもりだった。なのにもう、こんなに暗い。

　……学校を出た時間も、決して早い時間ではなかった。当然と言えば当然なのだが、…それでも、暗くなるのが少し早いように感じた。




「…………………………ぅ……」

　前方に立ち塞がる人影を再び見た時。………それが、見間違うわけもない、あの特とく徴ちよう的な服装で、僕は驚おどろきを隠せなかった。

　……あの、英国紳士風の老人が、…再び、立ち塞がっていたのだ。

　あんなおかしな格好をしている老人が二人もいるわけがない。…だとしたら、さっきと同じ人物なのだ。

　でも、そんなことあるだろうか。僕はあの老人をよけて、路地をひとつ迂う回かいした。にもかかわらず、再びあの老人に出くわしてしまうなんて、ありうるだろうか？

　老人は、さっき出会った時とまったく同じように…、じっと立ち尽くし、僕がやって来るのを待ち構えているかのように路地に立ち塞がっている。

　…深く被っている帽子のせいで目どころか表情も見えない。……なのになぜか、老人は僕をじっと見ている、……あるいは睨にらんでいるように感じられた。

　気のせいであってほしい。……あの老人は、僕を待ち構えているとしか思えない。

　さっきはたまたま脇わきに逸れる路地があったから逃げられた。しかし今度はない。進むか、引き返すかだけだ。

　………退どいて下さいと言って、脇を通らせてもらうか…？

　…………………………………。

　たまたま偶ぐう然ぜん、老人と二度出くわしただけに過ぎないのかもしれない。

　いや、でもあるいは老人は本当に僕を待ち受けていて………。

　それを確かめ、…そしてこの不気味さから逃のがれる簡単な方法は、ひとつだった。

　引き返し、別の路地を探すこと。

　もしも三み度たび、あの老人が僕の前に立ち塞がることがあったなら、それは僕に話があるという明白な意思だろう。
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　あの不気味な老人に話し掛けるくらいなら、今来た道を引き返す方がよっぽどマシだった。

　臆おくすことなく、いやあるいは存分に臆しながら、踵きびすを返す。

　そして、ちらちらと後を振ふり返って、老人が追ってこないことを確かめた後、僕は小走りで駆け出した。

　もうこのへんてこな路地はごめんだ。もう本当に暗くなってしまった。早く帰りたい。帰りたい…！




「……………………えッ!?」

　目で見たものを脳が理解する前に、……僕の背中にはぞわりとしたものが込こみ上げた。

　なぜなら、………僕は老人に背を向け、踵を返したはずなのに、………再び老人が、立ち塞がっているのが見えたからだ。

　こんなこと、……ありえないッ！

　老人が実は二人いて、僕を前後から追い詰つめてからかっているのか!?　そんな馬ば鹿かなことをして何が楽しいんだ…!?

　いや、でも……、二人とは思えない。だって、前の老人も後の老人も、まったく同じ姿に見える。同じ服装をした二人には到とう底てい思えないのだ。

　そんなこと、むしろあるものか！　たった今まで僕の後にいた老人が、光の速さで僕を追い抜いて先回りしたっていうのか!?　そんなことできるものか！　妖よう怪かいじゃあるまいし…!!

　でも、真正面に再びいて、僕の進路を遮さえぎっているのは紛まぎれもない事実だった。

　それを再び逆走しても意味はない。理り屈くつではそうなのだが、すっかり恐きよう怖ふに取り付かれてしまった僕は、再び踵を返すことを選んでしまった。

　……だから、今度こそ本当に恐怖する。

　振り返ったそこに、再び。

　そして今度は間近に。

　あの老人が立ちはだかっていたからだ…。




　もう疑わない。…この不気味な老人は、僕の振り向いた先に、常に存在する…！。

　老人の目はこれほどの間近であっても、深く被った帽子の陰かげでよく見えない。……しかしそれでも、今、自分を凝ぎよう視ししていることがよくわかった。

　それはまさに、蛇へびに睨まれた蛙かえるのようなもの……。

　こちらから話し掛けることが、何かの負けを意味するような気がして、僕は何かが起こるまで指一本動かすことができずにいた……。

　だから、老人が先に口を開いた時、一いつ瞬しゆんだけ安あん堵どを感じたのだった…。




「もう、こんにちは、の挨あい拶さつの時間ではないね。こんばんは、の時間ではないかね…？」

「え？　あ、………はい。……こんばんは」

「うむ。こんばんは」

　想像通りの老人の声だった。…でも、声は流りゆう暢ちようで、喋しやべり慣れている健康な老人という印象だった。

　なぜか諭さとすような口調がどこか先生っぽく、ひょっとしたら、僕の学校の他ほかの学年の先生なのではないかと感じた。

　…突とつ拍ぴよう子しもない話だとは思う。初対面の人なのに、勝手に先生だと思ってしまうなんて。……でもとにかく。ほんの少し言葉を交かわしただけで感じた第一印象は「先生」、だった。

　でも、それは安心できることだった。

　こんな当り前の会話ができる直前まで、僕は彼のことを妖怪のように思っていた。…妖怪と会話ができるわけもない。……会話が成立するなら人間なのだ。少なくとも、不必要に怯おびえる必要はない…。

「そうとは限らんよ。おとぎ話や昔話で、人は時に、天てん狗ぐやキツネや、鬼おにや妖怪と話を交わしているではないか」

「………え!?　あ、……え、……はい」

　口に出して言ったはずはないのに…。老人は僕の胸中に対し返事をするように答えた。

「飼い犬と仲良くなって交流することもあるんじゃないかね？　たとえ言葉が交わせなくても交流はできるわけだ。…ならば、言葉が通じるという意味においては、人は、動物以上に妖怪と交流できてもおかしくはないんじゃないかね？」

「そ、……そういうことに、…なりますね。……すみません」

　なぜか謝ってしまう。……妖怪と交流などできないと断じるのはいけないことだと、諭されたような気がしたからだ。

　いや、……違ちがう？　老人は本当に妖怪で、……勝手に決め付けられたのを怒おこっている…？

「…はっはっはっはっはっは。まぁ、いい。それを論じるのは次の機会にしようじゃないかね。もう遅おそい時間だ。早くお家うちへ帰らないと、お母さんが心配するよ」

　老人は再び、僕が口に出していないはずの問いに答え、笑う。

　なぜか脳のう裏りに、あの黄昏たそがれの廊ろう下かで出会った不思議な少女の姿が過よぎる。………あの少女がもしも、人間以外のナニモノかだったなら、………それはきっと、この老人の仲間に違いないと、漠ばく然ぜんと思った。

　その胸中の問いには、老人は答えなかった。でも、考えてみればそれが当り前なのだが…。

「さて、野々宮くん。………君は、不思議な写真機を持っているね？」

　ドキリとする。

　…なぜ老人がこのカメラのことを知っているかではない。

　だって、このカメラがこの世ならぬものであることは薄うす々うす気付いてる。…そして、そのカメラのことを詳くわしく知るならば、……その人物もまた、この世ならざる存在だからだ。

「は、………はい。…持っています」

「それはどこで手に入れたのかね。新聞部の部室で？」

「……はい。部室の、本とか機材がごちゃごちゃ置かれている一番奥で」

「……………ふーむ。それはとても不思議なことだよ」

「え？」

「あの写真機は、とてもとても厳重に封ふう印いんしていたものだ。それはニンゲンに見つけられるようなものじゃない。……それを君がどうして見つけられたのか、とても不思議でね。………はてはて」

　この老人こそが、僕にとっては不思議側の存在だ。…その彼が「不思議」と言い出すのだから、不安なことこの上ない…。

「そう怯えなくてもいい。私はお前さんを捕とって喰くおうとは思っちゃおらんよ。君だって、朝食のお味み噌そ汁しるにいちいち話し掛けたりはしないんじゃないかね？　もしも私が君を食べるつもりだったなら、話し掛けたりなどせずにぺろりだよ。……はっはっはっはっはっは」

　僕の緊きん張ちようを解ほぐすために笑ってくれたのだろうと思う。

　しかし僕には、話し掛けずにいきなり食べることもある、というように聞こえた。

　……この老人の正体はわからず、どうして話し掛けて来たのかはまだわからないけれど、……恐おそろしい存在であることを忘れてはならないようだった。

「……あまり時間は掛けられないから手っ取り早く話そう。…その写真機を、返して欲しいのだ」

「え？　あ、……これ、……あなたのカメラだったんですか」

「いいや、私のものではない。しかし、君のものでもないんではないかね？」

「それは、……そうですけど…」

　こんな不気味なカメラ、もうたくさんじゃないのか…？　ならこれは好都合だ。この老人に渡わたしてしまえ……。それで厄やつ介かい払ばらいできる…。

　でも、……老人が不思議がるほどの奇き跡せきに恵めぐまれて手にしたこの魔ま法ほうのカメラを、あっさりと手放すのは、何だか惜おしいような気がして、つい、こう尋たずねてしまう……。

「あの、……もし渡さなかったら……？」

　敢あえてそう聞いてしまうのは、あまりに不敬なことだったかもしれない。

　相手は僕に下手に出てくれていたはずだ。それを忘れて、ついつい友人感覚になってしまったかもしれない。

　…恐ろしい妖怪であることを、一瞬だけ失念してしまった。

　でも、ひょっとしたら、このカメラに負けないくらいに不思議な何かと交こう換かんしてくれるのではないかと思い、そう言ってしまったのだ。




「……ほお。断るというのかね…？」

「あ、…いえ、その、………だって、このカメラは僕が見つけたんですから、それが欲ほしいって言うなら、その、何か対価がもらえないとその…！　遺失物だって、一割はもらえるわけだし…」

　日が陰かげり出すと急に冷え込んだ感じがして、ぞくりと来ることがある。…不敬な言葉を口にした時、まさにそれを感じた。

　……ということは、僕は自ら理解しているのだ。

　今の言葉は、あまりに選ばないものだったと、理解しているのだ。

　その時、沈しずみ行く太陽がちょうど、老人の頭に掛かった。……老人の顔が、真っ暗な闇やみで塗ぬり潰つぶされる…。

　一瞬の沈ちん黙もくが、かえってどんな怒ど声せいよりも恐ろしく感じられた。

「……最近の若い子はいかんね。下手に出ると、すぐに対等な関係だと誤解する。……やはり昔のように、目上には敬意を示すように、ちゃんと指導しないと駄だ目めかね…？　野々宮武くん………？」

　それは不思議な錯さつ覚かく。自分が縮んでいくような、……いや、自分の足がずぶずぶと沼ぬまに飲み込まれていくような感覚。

　老人の背が、僕たちを挟はさむ塀へいが、みるみる高くなり、その背の向こうに沈みかける太陽すらも隠かくしてしまう…。

　僕は言葉を誤ったことを今いま更さら知る。……交こう渉しようの余地なんかなかったのに、生意気なことを……!!

「野々宮くんには、少しお灸きゆうも必要かね…？　もう少し、お利口な子だと思っていたんだがね…？　野々宮くんん……？？？」

　逆光で真っ黒な影となった老人の巨きよ大だいな頭が、僕の空一いつ杯ぱいに覆おおい被かぶさる…。

　足が竦すくんでいるのか、それともアスファルトに沈んでいるのか、それすらもわからない……。あああぁあぁあぁ、こんなカメラ、……見つけなければ……。

　誰か、た、……助けて……………。




「ここは学校じゃないわよ。……『校長先生』……？」




「……………………。…おや、彼ひ岸がん花ばなくんかね」

　その声が聞こえた時、僕に掛かけられていた呪じゆ縛ばくは多分、解けた。

　老人の目線は僕の後に注がれている。……振ふり返ると、塀の上に優ゆう雅がに立つ、あの黄昏の廊下で出会った少女の姿があった。

　涼すずしい風にそよぐ美しい髪かみと贅ぜい沢たくなスカート。それはまるで、命を得た西洋人形のように見えた。……しかし同時に、この老人と同じく、この雑多な路地裏にはあまりに違い和わ感を覚えさせる存在でもあった。

　…あぁ、もう違和感なんてさっきからいっぱいだ。……僕は多分、この期ごに及およんでも誤解している。…彼らが違和感なんじゃない。……きっと、今のこの場では、何も状じよう況きようがわかっておらず、自らの身すら守れない僕の方が、よっぽど違和感、場ば違ちがいなのだ。

「私、野々宮くんのお友達なの。………くすくすくす」

「……おや、そうかね？　友達は大切にしないといけないよ」

「彼に指一本でも触ふれるつもりなら、…この彼岸花がお相手になるけれど……？」

「…………………………そうかね？」

　校長先生と呼ばれた老人と、彼岸花と呼ばれた少女は、口調こそ穏おだやかだが、明らかに険悪な関係にあるようだった。……そして、彼岸花という少女は自分の味方であるらしかった。

「野々宮くん、下がって。……飲み込まれるわよ」

「……え？　………う、……うわッ…！」

　それは言葉通りの意味だった。僕の足は再び、沼に沈む感かん触しよくを感じる。

　それは沼ではない。校長先生と呼ばれた老人の足元から滲にじみ出し広がる、真っ黒な影かげだった。

　それはコールタールのようで、きっとそれに飲み込まれた人間を、この世ならざるところへ引きずりこんでしまうのだろう。

　…さっきまで感じていたあの感覚は、気のせいでも何でもなく、まさに飲み込まれている最中だったのだ。

　僕は彼岸花と名乗った少女のところまで駆かけ戻もどる。彼女は僕の前にひらりと舞まい降りると、校長先生の前に立ち塞がった。

　……一いつ瞬しゆんだけ頼たのもしいと思ったが、彼女も恐らく、人ならざる存在だ。その背中には畏い怖ふすべき気配が滲み出ている。…でもとりあえず、今この瞬間は少なくとも味方だった。

　でも、だからといって信しん頼らいしたいという気持ちにはならない。僕という獲え物ものを巡めぐって、キツネとタヌキが争い合っているだけかもしれないのだから……。

「失礼ね。守ってくれてありがとうという気持ちにはならないのかしら…？」

「え、う、ご、ごめんなさい…！」

　いい加減、理解しよう。……彼らは僕の心を読めるのだ。

　もはや、〝かもしれない〟はない。彼らは本当に、人間ではないのだ。

「………無益な争いとは思わんかね…？」

「そう？　私は争いだとも思っていないけれど……？」

「…………………君の遊びに、この歳としで付き合わされるのは疲つかれるよ」

「なら帰って休んだら？　寝ねたきりのあんたに相応ふさわしいお粥かゆを、あとで一口分だけ届けてあげるわ。くすくすくすくすくす…！」

「………君にもお灸が必要かね？　怪かい談だんはやはり七つの方が私には馴な染じむね」

「そうね。学校の七不思議という方が、やはり語ご呂ろはいいものね。くすくすくすくすくす…！」

　校長先生の足から滲み出した黒い影のような沼は、こちらまでじわりと迫せまり、さらに左右の塀を登り、…まるで彼を中心に真っ黒な世界で塗り潰していくかのようだった。

　……そして、その黒い沼は徐じよ々じよに彼岸花の足元にも迫ってくる…。

　それはきっと、彼岸花であっても恐ろしいものであるに違いない。そうでなければ、校長先生は沼で迫ったりはしない。

　しかし、彼岸花は悠ゆう然ぜんと笑い、無策に立ち呆ほうけているだけに見えた。

「…………飲むが、いいのかね…？」

　多分、それはチェックメイトの宣言だ。

　気付けば、黒い沼はすでに彼岸花の足元を覆っていた。……いや少し違う。彼岸花の足元にマンホールの蓋ふた程度だけ、猶ゆう予よを残して覆い囲んでいる。

　彼岸花があくまでも降参するつもりがないならば、容よう赦しやなく飲み込んでしまおうということに違いない……。

　彼女はさんざん挑ちよう発はつしたのだ。きっと校長先生は声こそ穏やかだが怒いかり狂くるっているだろう。……彼女がやられたら、そのまま僕まで飲み込みに来るに違いない。

　…逃にげなきゃ…。今の内にここから逃げなきゃ…。

　でも、腰こしがすっかり抜ぬけてしまって、地面からお尻しりを剥はがすことすらできなかった。

　………それに、もう逃げることだって、できやしないかもしれない。

　だってほら、……日が沈み、夕ゆう闇やみが全すべてを影に閉とざすかのように。……僕の回りだって、マンホールの蓋一枚分を残して、…全て黒い沼に覆われてしまっているのだから…。

「…………もう一度は聞かんよ？　飲むが、いいのかね……？」

「うふふふふふふふふふふふ。……私を飲み込む前に、校長先生が〝保健室送り〟になる方が早いと思うけれど……？」

「……………………ほぅ」

　彼岸花はさっきから、笑いを堪こらえるのが必死なようだ。……多分、こんなやり取りすらも、彼女にとってはきっと、何かの遊びの延長なのだろう。

　しかしその遊びはきっと、日の当たる時間にしか学校にいない身には、きっとわかりかねる……。日の沈みきった時間の学校を支配する者たちの、遊びなのだ。

「……あなたののろまな沼は、私を取り囲むのにずいぶん時間が掛かるのね。退たい屈くつしちゃったわ。………私は早いわよ？　注意一秒怪け我が一生って、保健室にも貼はってあるじゃない」
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「ふむ。いい標語だね。………一生ものの大怪我も、わずか一瞬の不注意で起こってしまうものだよ」

「………むぅ……」

「でしょう？　私は、一瞬なの」




　それは、彼女が称しようする通り、一瞬の出来事だった。

　校長先生を挟む、路地の左右の塀へいが、それぞれ内側から膨ふくれ上がって破は裂れつしたかに見えた。

　……爆ばく発はつした、というのとは違う。膨れ上がって破裂し、その破裂した歪いびつな先せん端たんが、まるで怪かい物ぶつの爪つめのように伸のび、左右から校長先生を包み込んでしまった。

　それはまるで、内側に棘とげを伸ばす鳥とり籠かごに瞬時に閉じ込めたようにも見えた。

　……よくよく見ればそれらは、ブロック塀の中に通っている補強の鉄棒だった。それらが、歪に曲がりながら伸び、しかも先端を槍やりのように尖とがらせて、…何本もの槍が取り囲み、その喉のどを狙ねらっているのだ。

　直立している今は、害はないかもしれない。…でも、もし何かの理由でちょっと躓つまずいたり、少し体を傾かたむけてみたりしたら、たちまち槍は喉に突つき刺ささるだろう。……つまり、わずか程ほどの身動きもできない程に、歪なる槍に囲まれているのだ…。

　もちろんそれは彼岸花の足元を見ても同じ話だ。……かつて、マンホールの蓋程に残っていた足場はもうない。…多分、足の裏一枚分をきっかり残しているだけ。……彼岸花だって、わずか程も姿勢を崩くずせば、すぐにも沼に飲み込まれてしまう瀬せ戸と際ぎわなのだ。

　彼女たちは間ま違ちがいなくこの瞬間、すれすれの命のやり取りをしていた。

「…………ふむ。…相変わらずだね。……君には困ったものだ」

「とっとと隠いん居きよなさいよ。その花道は私が作ってあげてもいいんだけれど……？」

「……………言葉を選ばんね。…しなくてもいい苦労を、きっとすることになるよ…？」

「そう？　ぜひその苦労というのを、味わわせてほしいんだけれど…？　くすくすくすくすくす、校長先生には無理かしら？　なら、言葉を選ぶ必要はなさそうね」

「………やれやれ。…………因果応報。全ては輪の如ごとし。自らの放ったものは、必ず自らに返る」

「なら問題ないわ。輪りん廻ねってヤツから外れてるのが、私たちじゃない」

「ふ……。……………野々宮くん。君に聞こう。……君は、真実と安息の、どちらを尊ぶかね…？」

「ぇ……？　あ、…え!?」

　まさか急に自分に話が振られるとは思わなかった。心臓が飛び跳はねる。

　このような異常な光景を見せられた今、彼らが妖よう怪かい変へん化げであることはもう疑いようもない事実だ。……その妖怪に、僕は再び話し掛けられたのだから。

「君が選ぶといいだろう。……真実と、安息と。…どちらを尊ぶかね？」

「……耳を貸しちゃ駄目よ。安息なんて答えたらどうなるか、……想像がつくでしょ？」

「う………」

「彼岸花くん、誑たぶらかすのは止やめたまえ。私は彼に聞いている。………さぁ、野々宮くん。君が尊ぶのはどちらかね…？」

　真実と、安息。

　真実の対ついにある安息とはどういう意味なのか。

　それはつまり、真実を拒きよ否ひする、無知ゆえの安息の日々、という意味ではないのか。

　……確かに、知らないがゆえに安あん穏のんとできるということはある。

　でも、それは良いことではないはずだ。

　人は、嫌いやでも知らなければならない真実がある。　例えば環かん境きよう問題がいい例だ。それを議論すれば、必ずや僕たちの生活はある種の制限を受ける。……しかし、だからといって知らないふりをして安穏と暮らし続ければ、そのツケは必ずや将来、人間社会に降りかかるだろう。

　……新聞部の活動で、僕はそれを学んだんじゃないのか？

　人々が目を逸そらそうとしている事実を、僕たちは突き付け、問題を提起しなくてはならない。

　森谷毬枝の写真は確かに不気味なものだった。……でも、あの写真に写っていた森谷毬枝は実在していたクラスメートで、しかも誰だれからも忘れ去られていた。母親にさえ。

　あの写真を見せることで、…彼女の母親は思い出した。

　確かにショッキングなものだったかもしれない。今まで忘れていたことに衝しよう撃げきを受け、一時的にパニックを起こしてしまったことも理解できる。

　でも、森谷毬枝はきっとそれで嬉うれしかったはずだ。思い出せてもらえて、きっとどこかで喜んでいるはずだ。

　……多分、彼女はこの「校長先生」という名の妖怪に飲み込まれ、存在まで消し去られてしまったのだ。

　そしてあのカメラは、森谷毬枝が確かに存在した「真実」を暴あばきだしたのだ。……妖怪の力で消し去られていた存在を、暴きだしたのだ。

　そうさ。……真実は、写真で写し出されてこそ、真実となる。

　そこにどのようなものが写っていたにせよ、…それが直視するべき真実なのだ。

　このカメラの不思議な力を目まの当たりにした時、僕は確かに恐おそれてしまった。

　でも、よく考えれば、僕はおかしなことはしていない。おかしなことと言えば、森谷毬枝の存在を消した方ではないか…！　そちらの方がよっぽど悪いことだ。僕はあのカメラで虚きよ実じつを破り、真実を暴いた。森谷毬枝の名めい誉よを、守った！

　……そしてそれは、口に出さずとも、僕の明白な返事となった。

「ということよ、校長先生。……新聞部の野々宮くんは〝真実〟を選んだ」

　彼岸花がそう告げると、校長先生はニヤリと笑い満足そうに頷うなずいた。

「……………ふむ。安息より真実を選ぶか。……………若者らしいと言えば若者らしい。…よかろう、彼岸花くん。……この場はこれまでにしようじゃないかね」

「賢けん明めいね。私もお気に入りの靴くつを汚よごしたくないもの」

「同じだね。私も、お気に入りの外がい套とうを穴だらけにしたくはないよ」

　校長先生を取り囲んでいた歪なる槍が、伸びてきた時とは正反対に、……まるでビデオテープを巻き戻もどすかのように、破裂した塀へいに飲み込まれて縮んでいく。そして膨らみに戻り、次し第だいに平らになり、………何事もなかったかのように、元の平らな、風雨に汚れた塀に戻った。

　同時に、辺り一面を真っ黒に染めていた黒い沼ぬまも、じわりじわりと退き、校長先生の足元に戻っていく。……気付けば、辺りは元通りだった。それは空の明るさまでも。

　ずいぶん長い時間を睨にらみ合っていたように感じた。……しかしそれは、一瞬の出来事だったんだろうか。

　揚あげ物の匂においが鼻を突く。それは、さっきまで漂ただよっていた臭においのはず。……なのに、その臭いはまるで〝戻ってきた〟ように感じた。

　……何と形容すればいいのか、…生活的な空気感が戻ったのを感じた。ならさっきまでの路地裏はこことは違う世界だったのか。……今となっては、わからない。

「では、私はこれで失礼しようかね。…………野々宮くん。邪じや魔まをしたね。真まっ直すぐお家うちに帰りたまえ。…………それでは彼岸花くん。またいずれ」

「えぇ、またいずれ。お粥かゆを持ってお見み舞まいに行くわよ。一口分だけれど。くすくすくす」

「ほっほっほ…。二口分で手を打とうじゃないか」

「そうね。花を持たせてもらえたし。お粥を二口分持っていくわ。じゃあね、お大事に」

「……なるほどなるほど、保健室の人形は、別れの挨あい拶さつにそれを言うか。ほっほっほっほ……」

　校長先生のその姿が、次し第だいに薄うすくなっていく。……それはまるで揺ゆらめく蜃しん気き楼ろうのように。

　自分の目が霞かすんだのかと目を擦こすり、再び見た時には、その姿は完全に消えていた…。

　でも、彼岸花は消えず、そこにいた。

　……振ふり返り、僕に手を差し伸べる。……その顔は悪戯いたずらっぽく笑っている。いつまで尻しり餅もちをついているのかと言わんばかりだ。

「た、…………助けてくれて、……ありがとう」

「どういたしまして。私が来るのがあと少し遅おくれていたら、あなたは下校中に、この路地で人知れずに消え去っていたわね。………姿だけじゃない。クラス名めい簿ぼや集合写真からもね？　もちろん、お家のあなたのお茶ちや碗わんまでも消え去っていたかもしれない。くすくすくす」

　今のあなたになら、どういうことかわかるわねと、彼岸花はくすくす笑う。

　……もうすぐで僕は、あの真っ黒な沼に飲み込まれていた。

　そうしたら、森谷毬枝がそうだったように、僕の存在した記き憶おくすらもこの世界から消え去ってしまったに違いない。そして、この不思議なカメラで写した写真でしか、思い出してもらえない存在になってしまう…。

「あいつは、私たちの学校で、もっとも古くからいる学校妖怪よ。私たちは、学校妖怪序列第１位『校長先生』と呼んでるわ。……私は序列第３位の『踊おどる彼岸花』。保健室の薬品棚だなの上に西洋人形が座っているのを見たことはない？」

「あ、………いや、…保健室には行ったことがないので…」

「そう？　なら今度、招待するわね。……保健室に呼ばれるのに相応ふさわしい怪我の招待状と一いつ緒しよにね。くすくすくすくす」

　彼岸花は悪戯っぽく笑うが、僕は釣つられて笑う気にはならなかった。

　さっきのやり取りを見る限り、彼女は「校長先生」よりも物ぶつ騒そうな存在らしい。……僕の見たところ、「校長先生」は彼女と本格的に争うのを嫌って身を引いたように見えた。

　そんな恐ろしい存在が目の前にいるのだ。……さっきのような非礼があったなら、今度は容よう赦しやなく殺されてしまうに違いない……。

「そう、それでいいのよ。畏い怖ふは敬意に通じる。…祟たたりに遭あわないための基本的エチケットのひとつね。………安心なさい。あいつが言った通りよ。あなたを喰くらうつもりなら、有う無むを言わさず一ひと呑のみにしているわ。こうして会話をしているということは、少なくとも今はそのつもりがないということだもの」

「………い、今は、ですか」

「そう怯おびえなくてもいいわ。今の野々宮くんの魂たましいは、そんなに美お味いしそうじゃないの。まだ食指は動かないわね。くすくす。私はこう見えても、味にはうるさいんだから」

　と言われても、全然安心などできない。…彼女と僕の食しよく物もつ連れん鎖さの優位性はすでに明らかなのだから。

「さ。私に付いてらっしゃい。この路地はあいつの結界よ。あなたひとりじゃ、いくら歩いたって、同じ路地をぐるぐる回るだけになるわ」

「……………どうして、……僕を……？」

　人間を餌えさ扱あつかいする妖怪が、どうして僕を助けるのか。……それを確かめない限り、彼女に付いていくことはできなかった。

　彼岸花は、やれやれという表情をした後、彼女なりの穏おだやかそうな表情を浮うかべながら言った。

「私の友達の仇かたきを取ってくれたからよ。だから、その恩返しってところかしら」

「………仇……？」

「……あなたは今日、私の友達の家にまで行って、母親に記憶を取り戻させてくれたはずよ」

「あ、……森谷毬枝、…さんの…？」

「えぇ。毬枝は私の友人よ。……そして、あいつが彼女の存在を消し去ったの」

「…………………あの、校長という老人が…」

「全すべての人に忘れ去られるほど、悲しいことはない。……たとえ学校中の生徒に忘れられても、せめて、家族には覚えていてほしいでしょう？　でも、あいつは無む慈じ悲ひだから、親からも記憶を奪うばった。………ね？　酷ひどい話でしょう？」

「………………このカメラは、一体…」

「私たちのクラスの備品よ。どんなまやかしにも騙だまされない、真実を撮とるの」

　以前、彼女の名札を見た時、それは雨に滲にじんでいるようで読むことができなかった。

　でも今はおぼろげだが読める。クラスのところに、Ｂ組、……いや、13組と書いてあるのが読める。

　……確かに生徒数もクラス数も多い学校だが、さすがに13組がある学年はなかったはずだ。…………人間のクラスには。

　多分、13組というのは、学校に住まう妖よう怪かいたちのクラスなのだろう。

　そしてそのクラスの備品だというなら、……なるほど、不思議な力があるのも納なつ得とくだった。

「想像がつくでしょうけれど。そのカメラはあいつにとって不都合なの。自分が喰らった人間がバレてしまうわけだからね。あいつはニンゲンだけじゃない、その存在をも喰ってる。……あなたがそのカメラで写真を撮り、存在を取り戻すことで、あいつは喰らったものを取り返されてしまったというわけ」

「………肉体だけでなく、……その存在までも、……喰らう…。……恐ろしい妖怪だ」

「まぁ、便利な時もあるんだけどね。くすくす。…………封ふう印いんされている新聞部の部室に出入りする生徒で、毬枝と同じクラスなのがあなただった。だからあなたにカメラを見つけさせたの」

　…校長先生は言ってたっけ。…あのカメラは厳重に封印されていて、人間にはとても見つけられるようなものではなかったって。

　納得する。……この彼岸花が、友達の仇を討うちたくて、不思議なカメラの封印を解とき、僕に見つけさせたのだ。

「そういうことよ。私があなたに、そのカメラを与あたえたの」

　彼女は、納得してもらえたかしら？　と念を押すと、もう一度くすりと笑った。




　あれだけ歩いても抜ぬけられなかった路地なのに、彼岸花と一緒に歩けば、すぐに人通りのある通りに出ることができた。

　そこには車の往来があれば、家路を急ぐ人々の姿もある。……間ま違ちがいなく、人間の世界だった。

「あ、ありがとうございます。ここまで案内してもらえれば充じゆう分ぶんです」

「あら。命の恩人に道案内をさせて、それであとは大だい丈じよう夫ぶだからさようなら、ってことかしら？　酷いわね、くすくすくす」

「えっと、それは…………、何か、お礼が必要という、その、…意味ですか」

　少しだけ焦あせる。

　確かに僕は命を救われたかもしれない。…しかし、それの対価として彼女のような妖怪が何を求めるのか、とても怖こわかった…。

「うふふふふふふふふふふふふ。本当なら殺されていたんだもの。たとえ、腕うでの一本をもがせてもらったって悪い話じゃないかもね…？」

　ぞうっとする…。それは人間が口にする話ならば冗じよう談だんで済む。……しかし妖怪である彼岸花が口にするならば、それはこの上なく恐おそろしい言葉に変へん貌ぼうする…。

「冗談よ。……命の恩人にお茶くらい振ふる舞まえないのかしら？」

「え？　あ、……でも僕、お金持ってないですし……」

「あらあら、情けない。………じゃあ、お家でお茶をご馳ち走そうしてよ。…そうそう、あなたはカメラが趣しゆ味みなんでしょう？　あなたが撮ってきた写真のアルバムが見たい。それをお礼代わりにしたいわ」

「ぼ、僕のアルバム、…ですか…？　その辺の近所の下らないものを撮り溜ためた程度の、本当に下らないアルバムなんですけど……」

　妖怪を自宅になんか連れて行きたくない。…あぁ、いけない。こんなことを考えたら心を読まれてしまう…。

　でも、これを断れば、本当に僕の腕を一本もいでいくかもしれない…。………彼女が僕のことを、友達だと言ってくれている以上、僕もそれに合わさざるを得ない……。彼女の機き嫌げんを損そこねることは、今の僕には怖くてとてもできなかった。

　そうさ、腕一本に比べたら、アルバムを見せるのなんて、大したことじゃない…。

「くすくすくすくすくすくす。そういう性しよう分ぶんだから、私に好かれるのよ。さ、行きましょう。学校の外へ出で掛かけるのはずいぶん久し振りだから、とても楽しいわ」

　彼女は、僕の家がどこにあるかわかっているらしく、勝手に先を進み始める。

　でもその歩き方はとても楽しそうで、……少々強ごう引いんな新しい友人だと思い込むことも、…できなくはなかった。

　……妖怪の友達なんて、何だかカッコいいじゃないか。……だったら、不必要に怖がったりしちゃ、かえって失礼だ。

　助けてもらったのは間違いないし、……自じ慢まんできるようなものじゃないけれど、アルバムを恩返しに見せてあげよう。

　ひょっとすると、僕が気付いていないような心しん霊れい写真でも見つけてくれるかも。

　……無理にポジティブにそう考え、僕は慌あわてて彼岸花の後を追うのだった。







　僕の自宅は、特別目立つこともない住宅地にある。猫ねこの額ほどの庭にガレージ。二階建てだが、特別広いわけじゃない。

　家は留守だった。母は多分、買い物にでも出掛けているのだろう。

　……今日、何かをひとつ間違えていたら、僕は二度と家へ帰れなかったかもしれないのだ。

　たとえ、妖怪と一緒の帰宅となったとしても、無事に再び門を潜くぐれたことが嬉うれしい。

　彼岸花は、門を潜る前で足を止め、家を見上げてから、僕の背中を見ていた。

　僕が、どうぞと言わないと敷しき居いを跨またがない律りち儀ぎさでもあるのだろうか。だから僕は、どうぞと声を掛かける。

「まぁまぁの家ね。これが帰宅って感情なの？　あなたから、不思議な安あん堵どを感じるわ」

「……え？　まぁ、そんなものです。…誰だれだって、自分の家の門を潜れば、そういう感情を感じるんじゃないかと思います」

「ふぅん。……私は学校妖怪だから、帰宅って感情、とても身近だけれど、よくわからないの」

「……学校の妖怪って、どこに住んでるんですか」

「学校に住んでるに決まってるじゃない。……でも多分、住んでいるという意味とは違うわね。住む、というのはそこに安らぎがあるという意味でしょう？　私たちの場合は、〝い〟るというのが正しいかもしれない」

「学校の妖怪なのに、学校に安らぎがないんですか？」

「常に誰かを食い物にしていないと、自分が誰かの食い物にされる。それは多分、安らげる家という印象とは程ほど遠いんじゃないかしら…？　もっとも、それは学校のあなたたちも同じだろうけれど」

　……常に誰かを食い物にしていないと、自分が誰かの食い物にされる、か。

　彼女が口にした言葉は、妖怪の世界に限ったことではない。日々を教室で過ごす僕たちにも、そのまま当てはまることだ。

　いじめのないクラスも学年も存在しない。それはつまり、いじめはいくら綺き麗れい事を重ねても、その存在を断じて否定できない社会現象だということだ。

　太陽が昇のぼれば、必ず影かげが出来る。日の当たる温かな側面と、日の当たらない肌はだ寒ざむい側面が生まれる。

　日向ひなたが限られているならば、誰だってそこを居場所にしたいと思う。誰かを日陰に追いやってでも、日向に自らの居場所を作ろうとする。

　つまり、保育園で何度も遊んだお遊ゆう戯ぎの「椅い子す取りゲーム」は、結局のところ、あれに勝まさる人生勉強はなかったというわけだ。

　だから僕たちは、いじめられる側にならないよう、いじめる側に回る機会を常にうかがっている。

　それを嫌きらうのも勝手だが、いじめられる側にされないよう、日々、のらりくらりと立ち回っている。

　それは多分、彼岸花たち妖怪の世界と、何も変わらない。

　でも、僕たち人間には、帰宅して家族のもとへ戻もどれば、少なくとも日が昇るまで安らげる憩いこいの場がある。

　しかし、妖怪たちにはそれがない。

　……多分、彼岸花という妖怪は、帰宅というものに憧あこがれを抱いだいているのではないだろうか。だからこそ、僕と一いつ緒しよに〝帰宅〟を望んだのではないか。

　ついさっき、あれほどの恐ろしいものを目まの当たりにしたはずなのに、……なぜか今は、彼女が一回りも二回りも小さく感じるのだった。




　人を招き、お茶を淹いれるなど初めての経験だ。

　せいぜい、マグカップを２つ用意して、粉末ココアをお湯に溶とくくらいしかできない。

　それを持って２階の自分の部屋へ上がると、彼岸花は座ざ布ぶ団とんの上にちょこんと座って、僕が戻ってくるのを大人しく待っていた。

「ここがあなたの巣？」

「巣って言い方はどうかと思いますけど、……まぁ、そんなところです」

　彼女は、興味深そうにきょろきょろと周りを見み渡わたす。

　僕の部屋という圧あつ倒とう的な現実の中にいる、フランス人形のように美しい彼女の奏かなでる違い和わ感が、ただそれだけで僕の部屋を異空間のように感じさせてしまう。

「アルバムが見たいの。見せてもらえるかしら？」

「大したものは写してないですけど……。それでも良ければ」

　適当に撮とり溜めたアルバムを数冊、本ほん棚だなから抜き出して彼女に手て渡わたす。

　彼女は無表情に、淡たん々たんとそのページを捲めくっていく……。

　その表情があまりに淡たん白ぱくなので、彼女を退たい屈くつさせてしまっているかもしれないことに、少し怖くなった。

「そんなことないわよ。学校にない風景はどれも面おも白しろいわ。それから、私の顔は元々こういうものなの。退屈なんかしてないわ。変なお気き遣づかいは不要よ」

　またしても、口に出さずとも返事をされてしまう。

　……彼女をジロジロ見ていると、また余計なことを考えて、それを読み取られて不ふ愉ゆ快かいにしてしまうかもしれない。

　なので、例のカメラをカバンから取り出し、メンテナンスの真ま似ね事ごとでもしながら時間を潰つぶすことにする。

　同じ部屋に男女がいて、黙もく々もくとそれぞれの作業をこなすその光景は、何だかとてもぎこちなくて滑こつ稽けいで、不思議なものだった。

　時折、彼女を盗ぬすみ見る。

　無表情に、文字通り機械的に写真を眺ながめては、きっちりと同じ時間でページを捲る。…その動作はまるで、そういう風に仕し掛かけられた機械人形を見るかのようだった。

　彼女は退屈をしていないとは言ったけれど…。……自分の写真を見て、人ならざる存在がどういう感想を持つのかは、ほんのちょっとだけ興味があった。

　……すると、それに答えるように彼女が口を開く。

「多分、このアルバムに収められている写真は時系列になっているのだと思う。だから、あなたの関心が、時間と共にどんなものに移っているのか、それがわかって非常に面白いわよ」

「……被ひ写しや体たいの傾けい向こうから、撮さつ影えいする僕の心情が読み取れるということですか？」

「そんなところよ。写真は被写体を切り取っているように見えて、実際は写し手自身を写真に切り取っている。これらを見ているとね、あなたのことが手に取るようにわかって、とても面白いの」

「自分の力作を見られる以上に、何だか恥はずかしいです…」

「あなたが写真を撮るようになった切っ掛けは何？………初期のアルバムを見ると、何だかとても攻こう撃げき的で残ざん酷こく。…くすくす、その意味においては、初期の写真の方が私の好みなんだけれど」

　彼女はそこでようやくアルバムから目を離はなし、僕を見る。

　……その眼まな差ざしはどこか悪戯いたずら的で、まるでアルバムを見るように、僕を見ていた。

「………昔、濡ぬれ衣ぎぬを着せられたことがあるんです。……その時、僕は確かに犯人を見て、真実を見て、それを口にしたはずなのに、先生は僕を信じてくれなかった…」

「その時、写真に真実を残していれば、…と思ったのね。なるほど、その時の怨えん嗟さがなかなか抜ぬけなかったから、こんなにも初めの写真は残酷なのね。……くすくす。触ふれただけで、指が裂さけてしまいそうなくらい、冷れい酷こくな写真ばかりよ」

　彼女が、残酷だの冷酷だのと酷こく評ひようする写真には、それらの言葉がとうてい連想できるとは思えない、平凡な日常風景が写っている……。

　やはり、人ならざる者にしか見えない何かが、そこには写っているのかもしれない。

　でも、彼女の言う通りだった。

　僕は、全ての写真を覚えている。……それはつまり、写真を見れば、それを撮影した時の心情までも思い出せるという意味だ。

　だからわかる。………カメラを手にするようになった最初の頃ころは、僕と同じような冤えん罪ざいを暴あばこうと、日々、目を鋭するどく光らせていた。

　でも、僕の事件はもう、冤罪として断定されて終わってしまった。今からカメラを構えたところで、僕が犯人ということで決まった、あの理科準備室での事件を覆くつがえすことはできない。

　しかし、これから起こる冤罪事件は暴けるかもしれないのだ。せめてそれを暴くことで、僕はあの濡れ衣の悔くやしい気持ちを晴らすことができればと思ったのだ…。

「……なるほどね。でも、あなたの写真はだんだん変わっていく。次し第だいに柔やわらかに、穏おだやかに。…平へい凡ぼんに、鈍なまくらに、退屈になっていくわ。それはどういう心情の変化なの？」

「…………っと、…それは多分、…まぁ、心が落ち着いてきたということじゃないでしょうか」

　結局のところ、終わってしまった事件はどうにもならない。

　枕まくらを濡らすほどに悔しがったとしても、もうどうにもならないわけだ。

　人の恨うらみは万年雪じゃない。その内、次第に解けていく…。

　僕は次第に、カメラをもっと、楽しいことに向けるようになっていったのだ…。

「面白いわね。カメラを使い、残酷な真実を永遠に残そうとするあなたが、怨嗟を時間で溶かしていくなんて」

「……確か、彼岸花さんは前にもそんなことを言っていましたね。風化するからこそ美しい、しかし写真は物事を風化させないから残酷だ、みたいなことを」

「えぇ、そうよ。あなたは、自分の怨嗟が写真に残らなかったから、時間に溶かしていくことができた。……それがわかっているのに、あなたは写真を撮り、残酷な現実を捉とらえ、永遠に残そうとする。面白い矛む盾じゆんよね」

「………なぜか、僕が責められているように感じます。僕だって、忘れてもいいことと、忘れてはならないことの区別はついているつもりです。……確かにあの事件はとても悔しくて、なかなか忘れられるものではなかったけれど、……でも、いつまでもそれを恨んで覚えていたって仕方がない。……早く忘れて気分を切り替かえて、前向きに人生を過ごすのも、きっと大事なことじゃないかと思います」

「ふぅん。………つまらないわね」

「……え？」

　彼岸花は、肩かたを竦すくめて笑った。……明らかに小こ馬ば鹿かにしている仕草だったが、何を小馬鹿にしたのか、わからなかった。

「カメラを手にとったばかりの頃のあなたは、剃刀かみそりのように鋭くて、触れるもの触れるものを皆みんな、切り裂いてしまうような男の子だったのに。あの頃のあなた、結構、私は気に入っていたのよ…？」

　それはきっと、褒ほめられたことにはなっていない。

「……それは…、…多分、あの事件の後だったんで、色々とイラついていたんだと思います」

「その怨嗟は、どうして収まったのかしら？」

「だから何度も言ってるように、…時間が解決してくれたわけで…。いつの間にか、何となくどうでもいいことになって…」

「いつ頃、どんな風にしてどうでもいいことになったのか、……忘レチャッタノ…？」




　彼岸花が、アルバムを持ったまま、ゆらりと立ち上がる……。

　そして、ページを捲って広げ、そこにある何でもない写真の群を僕に見せつけた。

　いや、それははまるで、アルバムを開き切って左右に千切ろうとするかのよう。とあるページの狭はざ間まを引き千切らんばかりに僕に見せ付ける。

「……ここまでが、怨嗟に塗まみれて糸を引きそうな写真たち。……そしてここからが、白昼夢に寝ね惚ぼけたような鈍らな写真たち。………ねぇ、このページとこのページの間に、何があったの…？　忘　レ　チ　ャ　ッ　タ　ノ　…？」

　くすくすくすくすくすくす、くすくすくすくすくすくす…！

　ぎりぎりぎりぎりぎりぎり、ぎりぎりぎりぎりぎりぎり…！

　彼岸花の笑い声が、幾いく層そうにも幾層にも重なって聞こえる…。アルバムが引き千切られそうになってあげる悲鳴が重なって聞こえる。それはまるで、伽が藍らんの中で反はん響きようする鐘かねの音に翻ほん弄ろうされるような気持ちだった。

　なぜか体がぐらりと揺ゆれて、部屋全体もまるで、水の中で見たような感じにぐにゃりと歪ゆがむ…。

　そんなぐにゃぐにゃの世界にいて、自身もぐにゃぐにゃのはずなのに、姿勢を崩くずしもせず優ゆう雅がに立ったままの彼女は言う。……いや、嗤わらう。

「あんなにも怒いかりの怨嗟を吼ほえ猛たけったあなたが、どうやってそれを忘れられたというの…？　忘れられたはずもない。それをどうして忘れることができたのか、……。……ねぇ、あなたも写真を見ないと、思　イ　出　セ　ナ　イ　ノ　…？」




　ばさり。

　彼女が開いたままにして突つきつけているそのアルバムから、……何枚かの写真が零こぼれ落ちた。

　どこのページから零れ落ちたものかはわからない。

　そして、彼女はただアルバムを持っているだけで、振ふったりしているわけでもないのに、……まるで湧わき出して溢あふれる泉のように、ばさり、ばさりと、どこかのページの隙すき間まから写真が次々と零れ落ちていく。

　ばさり、ばさりばさり。

　それらの写真はまるで、滴したたり落ちた水すい滴てきが床ゆかに水みず溜たまりを作るかのように、……写真の水溜りを作っていく…。

　その写真は、……一見しただけでわかる。

　そうさ、断じて、僕が撮影したものではない。




　だって、僕は撮影した写真は、全て全て、覚　エ　テ　イ　ル。




　覚えていない写真ならば、僕が撮ったものではないのだ…！

　なのに彼岸花はそんな僕を嘲あざ笑わらいながら、なおも、アルバムから写真を零し続けている。

　まだ思い出せないの？　と呟つぶやきながら、不気味に笑って……。

「悔しかったのよね、あなたは。自らに過失のあることだったなら、いくらでも受け容いれることはできたでしょう。でも、身に覚えがないばかりか、明らかに犯人は目の前にいたのに、その濡れ衣を着せられたことは、腸はらわたが煮にえくり返るほどに悔しかったのよね…？　だからあなたは憎にくくて憎くて、悔しくて悔しくて、恨めしくて恨めしくて。カメラを凶きよう器きに、その怒りを晴らしたいと思ったのよね。それで、あなたはどうしたんだったかしら…？」

「ど、…どうしたって、……僕が、……何を…！」

「くすくすくすくす。あなたは安息より真実を選ぶと、そう校長に言ったわよね？　ほら、その真実ならここに溢れているわよ。御ご覧らんなさいよ、あなたの目で。思い出しなさいよ、あなたの記き憶おくを。さぁ、ほら」

　彼岸花は足元に広がる写真の水溜りに両手を突っ込むと、まるで僕に水を掛かけるかのように、その写真をばしゃりと掛ける。

　……僕は、何かを恐おそれ、それらの写真を正視できない。

　でも、それらの写真は、断じて自分のものではない。

　だって、僕はその写真を、覚　エ　テ　イ　ナ　イ　のだから、僕には何の関係もあるはずはないのだ。なのに僕は、これを見ることを恐れている…！

　そうさ、あの写真の森谷毬枝は、誰だれも覚えていなかった。彼女は確かに存在したのに、誰も覚えていなかった。

　でも、僕や森谷毬枝の母親は、あの写真を見ることで、彼女の存在を思い出した。

　存在しなかったはずのものが、蘇よみがえったのだ。

　それをすでに目まの当たりにしているにもかかわらず、……その写真を覚えていないから僕に関係がないと？

　覚　エ　テ　イ　ナ　イ　なんて、何も当てにならないというのに!?

「……憎くて悔しくて恨めしくて。あなたは何をしたんだったか、思い出した…？　自分の無実を晴らせないなら、どうやってその怨嗟を晴らすというのかしら…？　そうよ、あなたは濡れ衣を着せた彼女に仕返しがしたかった。ねぇ、理科準備室で、あなたの目の前で、人体解かい剖ぼう模型を倒たおした彼女をあなたは、覚　エ　テ　ル　？」

　……とてもとても悔しかったことは覚えてる。

　少女たちが駆かけ抜けて、人体解剖模型に肩をぶつけて倒して、……彼女と目が合って…。




「彼女の顔、覚　エ　テ　ル　？」




　………………覚えていない。

　それが、忘ぼう却きやくの彼方かなたに沈しずんだ為ために思い出せないのか、……森谷毬枝を思い出せなかったように、存在したはずのものを、思　イ　出　セ　ナ　イ　の　か、わからない………！

　確かに理科準備室で僕は彼女と目が合ったんだ…！

　彼女は一いつ瞬しゆん、しまったという顔をしたんだ。それはつまり、自分の過失だったことを真っ先に理解したはずなんだ。なのになのに、しゃあしゃあと僕のせいだと言い出したんだ…!!

　そしてあんなにも悔しくて悔しくて！　枕を涙なみだで濡ぬらし、布ふ団とんを何度も何度も噛かんだはずなのに、………でも、思い出せないッ！

　そんなそんなまさかまさか、じゃあじゃあ、僕はどうして思い出せないんだ!?　あんなにも憎んでいた相手なら忘れられるわけがないんだ!!　なのに、僕はどうしてその顔を、………いや、…顔だけなのか？　名前…、……え？　あの当時、同じクラスの子じゃなかったっけ……。……え？………名前、………………思い出せない……………。忘れたのか、覚えてないのか、森谷毬枝を忘れていたように、記憶から消されてしまったのか、わからない……ッ!!

　足元に散らばった、記憶にナイ写真たちが、僕を取り囲み、嘲笑う。

　それらの写真は……、……見ちゃ駄だ目めだ…。だって、こんなにもボケたわけのわからない写真ばかりじゃないか………!!

「彼女のことも、どうか思い出してあげてほしいの。……彼女の名前は、沼ぬま田た陽よう子こ。ほら。……ほらほら、思い出したでしょう？　ほらほら。ほらほらほらほらほら。くすくす。くすくすくすくすくす」

　沼田陽子の名を聞いた時、……僕は今日、森谷毬枝の母親がしたのとまったく同じ絶ぜつ叫きようをする…。

　そうだ…、そういう名だった。そういう名だった…!!

　聞いただけで、あの日の怒りが蘇りそうになる…！　あぁあぁ、こんなにも恨うらめしいと心に刻み込んだ名前なのに、……どうしてどうして、今の今まで僕は思い出せなかったというのかッ!!

　そうさ、あいつだ。あの不気味な老人「校長先生」が、世界から沼田陽子の名と記憶、存在を全すべて消し去ったからだ…!!

　なら、彼女はあいつの犠ぎ牲せいになったということなのか…？　…いや、違ちがう、違う違う違うッ!!　僕の胸を抉えぐるこの痛みは、明確な罪の意識…！　あぁあぁ、思い出しちゃ駄目なんだ、思い出しちゃ駄目なんだ…!!

「陽子は悪戯いたずらっ子でいつもはしゃいでいたから。……だからあなたは思ったわ。彼女をずっと観察していれば、きっと同じような事件をもう一度起こし、そしてもう一度、同じようなことを口にして誰かにその罪を被かぶせようとするだろう。それを握にぎり、暴あばいて、間接的に自分の濡れ衣ぎぬを晴らそうと思ったのよね。…くすくす！　でもそれすらも欺ぎ瞞まんね。そんな高こう尚しような目的が、怒りに塗ぬり潰つぶされたあなたの心の中にあったわけもない。あなたがしたかったのは濡れ衣を晴らすことじゃない。彼女に復ふく讐しゆうしたかった、嫌いやがらせをしたかっただけ」

　彼岸花は朗ろう々ろうと語る。

「あなたは彼女の後を付け回すようになったわ。

　彼女をずっと監かん視ししていれば、きっと同じような事件を再び起こすに違いないと思った。最初はね？

　でも、そんな都合よく新しい事件が起こるはずもない。

　彼女をしつこく監視し続けたあなたは、次し第だいに不ふ愉ゆ快かいになっていく。あなたが期待するような出来事が起こらないから、どんどんやり場のない怒りを蓄ちく積せきしていった。

　そんなあなただから、彼女に期待するような悪事も、どんどん微び細さいなものになっていく。　その撮さつ影えい対象は、自分の時のような大きな事件から、日常のささやかなルール違い反はん、ちょっとしたミス等にまでその裾すそ野のを広げていく。

　そしてある日、あなたは気付くの。それらを事細かに撮影し、それを追つい及きゆうするだけでも充じゆう分ぶんに復讐になりえることに。……いえいえ、ただただ悪意をもって付け回すだけで、充分な復讐になることに。

　あなたは彼女の日常のささやかなことを隠かくし撮どりしては、それをこっそり彼女に送り続けた。それらの内容は本当に下らないものばかり。彼女の日常を寝惚けたピントで綴つづり続ける程度のものだった。

　でも、彼女にとってそれは大きなショック。四六時中、何者かに見張られていて、しかもそれを撮影されているかもしれないという恐怖は、彼女に計り知れない衝しよう撃げきを与あたえた。

　彼女はたまたまその頃ころ、親しくしていたグループとトラブルを起こしていて疎そ遠えんになっていた。……たまたま敵が多い時期だったのね。

　相談する相手もなく、隠し撮りを疑える人間も少なくなかった。あなたはそんな気配を敏びん感かんに感じ取り、彼女に対し執しつ拗ような付け回しと隠し撮りを重ねたわ。

　彼女の写真を面おも白しろおかしく脚きやく色しよくしては、それを号外だのスクープだのと称しようしてクラスで閲えつ覧らんしたりした。

　残ざん酷こくな年頃のクラスメートたちは、それを面白がった。大好きだもんね、ニンゲンは。弱った個体をみんなで袋ふくろ叩だたきにするのがだぁい好きだもの！

　普ふ通つうはそういう時、女子同士は連帯して助けてくれるものなんだけどね。彼女は本当に運悪く、その時期、そういったグループから孤こ立りつしていた。本当にお気の毒だった。

　学校という砂さ漠ばくで友達がひとりもいないなんて、水も与えられずに砂漠に放ほうり出されるより酷ひどいこと。……いえいえ、サメの海に浮うき輪もなく放り込むようなものかしら。

　彼女は男女の区別なく、クラス全体から攻こう撃げきされる対象に祭り上げられたわ。

　あなたの復讐は、当初の想定とは全く違う形だけれど、信じられないくらいに効果的に成し遂とげられていったの。

　学校にカメラを持ち込み、彼女の後を付け回すのだから、一部のクラスメートはあなたがその犯人だと知っていたかもしれない。でも、面白がっていたからあなたを擁よう護ごしたわ。

　皮肉にも、かつてあなたに濡れ衣を被せた時、彼女に同調して口裏を合わせていた女子たちも、あなたが犯人ではないと口裏を合わせて擁護してくれた。

　さぞや素す敵てきな気分だったでしょうね。

　悔くやしい冤えん罪ざいは晴らせなかったけれど、それ以上の形で復讐を成し遂げることができた。

　………いえ、少し違うかしら。それ以上の形で復讐を〝続けた〟が正しいのかしら。

　なぜなら、冤罪を晴らすなら、明確な目的があり終わりがある。でも、復讐には明確な目的も終わりもない。あなたはどんどん面白がって彼女を追い詰つめていくだけ。到とう達たつ点など設けてないから、最終的な結末は必然だった。

　彼女は結局、誰にも相談できず、ひとりで全てを抱かかえ込み、自らの死を願ったの。

　自殺よ。

　……彼女にとって自殺は、死後に自分を追い込んだ犯人を探し出して仕返しして欲しいという唯ゆい一いつのメッセージだったはずなの。

　まずいでしょう？　いじめていた相手が自殺なんかしちゃったら、本当にまずいでしょう？

　ここであなたに、とても幸運なことが起こったの。

　自ら死を選びたいなんていう、落ちぶれた魂たましいをね？　好物にする学校妖よう怪かいが、私たちのクラスにはいるのよ。

　そいつが彼女を唆そそのかし、自殺に追い込んで、……ぺろりと食べてしまったのよ。

　妖怪が人間を喰くらうなんて、信じられないでしょう？

　それもそのはず。だって、突とつ然ぜん、人が行方ゆくえ不明になったりしたら、大おお騒さわぎになるものね。　でも、そんなの新聞でもテレビでも報じてない、だからあるはずがない。

　私たちだって、人間たちに大騒ぎされたらとても迷めい惑わく。

　人間たちが怖こわがって、学校に近寄らなくなっちゃったら、食事にありつけないものね。

　だから私たち学校妖怪は、人間を喰らった時、その人間が存在した記き憶おくを全世界から消してもらうのよ。陽子や毬枝のようにね？　あたかも初めからいなかったかのように、消し去ってもらうの。

　こんな恐おそろしい力を持った妖怪はそうそういない。…うちの学校にはたった一人だけいる。

　それが、あの『校長先生』なのよ。…校長は、私たちが人間の魂を刈かり取った時、その一部を上納することで、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやが存在した記憶を、世界から消し去ってくれるの。

　……あいつはちっぽけな老おいぼれのくせに、この力を持っているお陰かげで、学校妖怪序列第１位に堂々と収まってるの。……この力さえなかったら、とっくに私が八やつ裂ざきにしてその座を奪うばっているというのにね」

「……もっとも、校長は自ら狩りをする力はほとんどない。私たちに狩らせてその上納を得ることで食い繋つなぐしかない、哀れなものなんだけれど」

「…………じゃあ、…そのせいで、……僕は、彼女の記憶を…………」

「そうよ。もしも彼女が普通に自殺しただけなら、きっと大騒ぎになって、あなたにも学校や警察の追及が及およんだかもしれない。でも、たまたま運良く、彼女は自殺ではなく、学校妖怪の餌え食じきになったものだから、この自殺はなかったことになった。だからあなたは、〝いつの間にか怒いかりを忘れて〟、ピンボケした写真ばかりを撮とるお間ま抜ぬけに自分も気付かぬ内に成り下がっていたわけよ。うふふふふふふふふふふふふふふふふふ…！」

「…こ、このカメラを、……どうして僕に!?」

「２つ目的があったわ。そのカメラは、校長の力を打ち破る力があるの。それをあなたに持たせて、あちこちで写真を撮ってもらい、忘れられた犠牲者たちを思い出させて回ってほしかった。………毬枝の母の記憶を、あなたは蘇よみがえらせてくれた。遠くない内に錯さく乱らんして、私好みの味付けの良い魂になるでしょうね。その後はきっと、何かの拍ひよう子しにベランダから転落して事故とも自殺とも付かない形で亡なくなってしまうのかしら…？　錯乱しての自殺なら妖怪の仕し業わざとは思われない。校長に上納を渡わたす必要もなく、丸ごと美お味いしく魂がいただけるわ。……本当は、もっともっとあっちこちのクラスで写真を撮って欲しかったのよ？　学年に、どれだけの忘れ去られた犠牲者がいるか、ぜひ知ってほしかったのに。くすくすくす！」

　もう、……僕は、疑わない。

　彼岸花は優ゆう雅がなフランス人形を思わせるような少女の心などまったくない。……それを装よそおう、無む慈じ悲ひで残酷な存在なのだ。

　彼女の笑いはまるで、昆こん虫ちゆうか何かを捕とらえて、足を一本ずつ切断しながら面白がっている無む邪じや気きな子供の残酷さが感じられた……。

「もう１つの目的は、私の友達に、チャンスをあげたかったのよ」

「友達…？　…チャンス……？」

　そう言えば、…彼岸花は森谷毬枝のことを友達だと言っていなかったっけ…？　間接的にとは言え、彼女の母親を死に追いやってしまうことになる僕を恨んで……。

「毬枝じゃないわ。陽子よ。………くすくすくすくすくすくすくすくすくす!!」

　……あぁ……、何となく、……わかってた……。

　彼岸花の言葉は全て詭き弁べん、全てまやかし。

　彼女の獲え物ものは、最初から僕だったのだ。…復讐が行き過ぎて自殺に追い込んでしまった僕は、きっと己おのれの罪に震ふるえ上がっただろう。……そんな僕はきっと彼岸花にとって…、

「えぇ。この上なく美味しそうな魂だった。すぐにいただこうと思ったのよ…？　でも、その直前に、校長は陽子の記憶を消し去ってしまった。あなたの中から罪の意識も消え、あなたの魂はまるで、食べ頃を逃のがして干ひからびた果物くだもののよう。私はあともう一歩のところで、お預けを喰らってしまって、ずっとずっと悔しかったの。…何とかあなたの魂を、もう一度あの味付けにして、今度こそ喰らってやろうと、ずっとずっと機会をうかがっていたのよ。…………わかる？　うふふふふふふふふふふふふふふふ!!」

　彼女が、白く細い指で顎あごを触さわろうとする。……それに怯おびえた僕の腰こしは抜け、だらしなく部屋の真ん中に、…写真の海の中に尻しり餅もちをつく。

「さぁ、いらっしゃいな、陽子。今こそ復讐の時。あなたがどれほど悲しく辛つらい思いをしたか、思い知らせる、永久の時間の中でただ一度の機会よ」

　…彼岸花の後に、影かげがある。……ぐにゃりと歪ゆがんだ、影がある。

　それはまるで、眩まぶしさを嫌きらい、彼女の背中に隠れる影のよう。

　その影から、…ぬらりと腕うでが伸のび、彼岸花の肩かたを借りるようにして、……手首を鎖くさりでからめられた、囚しゆう人じんのような少女が姿を現す。

　……あぁ、思い出す。そうだ、………沼田陽子は、……こんな顔の子だった……。

　彼女は一体、どんな形で死を迎むかえたのだろう。……彼女が身に着ける着衣は、確かに学校で何度か見たことのあるものだったが、…それはまるで、ぼろぼろの頭ず陀だ袋ぶくろのよう。汚よごれ、擦すり切れ、あまりに無む惨ざんなものだった。

「………野々宮……くぅ……………、」

「ぬ、……沼田さん…………」

　蝋ろう燭そくのように真っ白で、そして着衣と同じようにぼろぼろの皮ひ膚ふに覆おおわれた彼女の姿は、生前の姿を思い出した今の僕にとっては、気の毒という域を超こえて醜しゆう悪あくなくらいだ…。

　その姿がそれほどまでに酷いのは多分、……僕の犯した罪を、姿で表そうというつもりなのかもしれない。……そう思えるほどに、その哀れで無惨な姿は僕の心を抉えぐる。

「ねぇ、陽子。あなたは死の際きわに願ったんですって？　自分の命と引き換かえに、自分を付け回した張本人に復ふく讐しゆうがしたいって。……あなたを死に誘さそった妖怪は無慈悲だったけれども、この踊おどる彼岸花はとても慈悲深いの。あなたをわざわざ蘇らせ、その機会を与えたこの慈愛に、感謝をなさい？　うっふふふふふふふふふふふふふ！」

「………野々宮く……が、…………………ぅを……？」

　彼女の体は、腐くさっているのか凍こごえているのか。…まるで、冷蔵庫の中の腐ふ肉にくが解かい凍とうされたような、……あまりに無惨なものだった。そんな彼女は、ただそこに居続けるだけでも辛いように震え、言葉さえ不自由にしている。

　でも、彼女が何を言っているのか、……その澱よどんだ目が全て語っていた。

「………野々宮くんが、……………私を……？」

「………………ぅ、……うううぅうぅ……!!」

　彼女が僕に触ふれようと、……一歩、歩む度たびに、僕はそれと同じだけ、尻餅のまま後あと退ずさる。

「くすくすくすくす、うふふふふふふふふふふふふふふ…!!　どうしたのかしら、野々宮くん。あなただって一方的に非があるわけじゃないでしょう？　陽子があなたに濡ぬれ衣ぎぬを被かぶせるような卑ひ怯きようを働かなければ、そもそもあなたはあんなことをしなかった。つまりこれは陽子の自じ業ごう自得。自らの罪を擦なすり付けたさらなる罪が招いた、自業自得。だから野々宮くんが、一方的に非を認める必要もないんじゃないかしら。あなたには言い返す権利がある。抗あらがう権利がある。人間はね、何があろうとも死ねば無力、死ねば皆かい無む…！　常に生きている人間がもっとも強いの。だから生き続けなければならない。なのに軽々しく命を手放す人間は、骨の髄ずいまで私たちにしゃぶり尽つくされて当然…！　それを慈悲深い私が蘇らせたわ。陽子は無力な死者の分際で、自らの困難を自ら戦い抜く権利を軽々しく手放して命を捨てた分際で、私によって復讐の機会が与あたえられた。だからこうして、生きている野々宮くんの前に再び現れることができる。……ねぇ、陽子。自らの命を自ら手放した者が、魂をしゃぶり尽くされてどんな地じ獄ごくを彷徨さまようことになるのか、彼に教えてあげたら…？　戻もどりたくはないでしょう？　ならば復讐を成し遂げなさい？　彼の魂を奪うことができたなら、わずかばかりをあなたにも分けてあげる。そうしたなら、あなたはあの地獄へもう戻らなくて済むのよ。私の僕しもべとして、ほどほどの扱あつかいで飼ってあげる。その方がいいでしょう？　あの寒い寒い、凍えるような地獄に再び帰ることを考えたら、その方が絶対にいいでしょう？　さぁ、陽子。野々宮くんの命を奪いなさい。そして、野々宮くん。あなたは自らが生き永らえる為ために、陽子を再び、元の地獄へ送り返してやりなさい。陽子の姿は一見、不気味なものかもしれないけれど、そんな姿でしか蘇れないくらいに哀れな存在でしかない。野々宮くんが思っているよりも、はるかに簡単に息の根を止めてしまえる相手よ。何しろ、同じ辛い思いをした時、彼女は安易に自殺を選んだけれど、あなたは復讐を選び生き続ける力強さを見せた。自ら死を選ぶ者には尊厳も機会も何もない！　常に生き延びた者が正しいの。さぁ、陽子の首に手を掛かけなさい？　ジャムの瓶びんの蓋ふたを開ける要領で捻ひねってやるといい。それで陽子はおしまい。元の地獄へ逆落としよ。それが嫌いやなら陽子。あなたがそうされるより先に野々宮くんの首を捻ねじ切ってやりなさい。今のあなたには、その程度の力は与えられているのだから」




　彼岸花は、僕たちをそう焚たき付けると、優雅そうに、……いや、今こそわかる。これ以上ないくらい邪じや悪あくに、くすくすと笑い転げる。

　僕と沼田さんは、彼岸花の笑いを互たがいに理解しているようだった。そして、じり…じり…と互いの間合いを詰め合う。

　彼岸花が言うように、沼田さんが堕おちた地獄というのは、辛いものに違ちがいない。……彼女の体の、気の毒な有様は、その地獄の恐ろしさを如によ実じつに物語るものなのだ。

　彼女は、僕を殺せば、その地獄へ戻らなくて済むと彼岸花に約束された。……そうでなくても、彼女を自殺に追い込んだ元げん凶きようは僕だ。彼女には、僕を殺してやりたい百億の怨えん嗟さがあるはず。

　でも、それは僕も同じだった。彼女に濡れ衣を被せられ、彼女が死の際に胸中を満たしたであろう怒りと悲しみに負けないくらいの辛さを、僕だって味わった。

　いや、……同じ辛さだったなんて言えるだろうか。

　僕は先生に怒おこられただけだ。でも彼女はクラス中にいじめられた。その辛さが、まるで違う。

　僕の辛さなど、怒りに身を焦こがす程度で、自ら死を選びたくなるほどのものではなかった。

　…しかし彼女の辛さは、それを思い切らせるほどだった。

　僕の頬ほおを涙なみだが伝う。

「……………なら、………僕が、……悪いのか………？」

　じゃあどうすれば良かったんだ!?

　僕は濡れ衣に甘んじて泣き寝ね入いりをしていればよかったというのか!?

「えぇ、そんなことはないわ。因果は巡めぐる。目には目を、悪意には悪意を。あなたは正当な復讐をしただけよ。その結果、彼女が勝手に死を選んだに過ぎない。自ら死を認めるのは、人間が選べる屈くつ服ぷくの方法の中でもっとも貧しく惨みじめよ。だからあなたには同情する必要などまるでない。生きる力を持ち続けられなかった弱者を、その手で元の地獄へ送り返す正当な権利がある」

「……ひ、彼岸花さんが何を言いたいのかわからない!!　あなたは、沼田さんに復讐をさせたいのか？　それとも沼田さんを僕に殺させたいのか!?　それすらわからない!!」

「どっちでもいいの」

「それはどういう意味だよ!?」

「くすくすくすくすくすくすくす！　あなたを殺せればそれでいいし、あなたが反はん撃げきして、ひ弱な亡もう者じやが奈な落らくに再び叩たたき落とされたとしても、それはそれで楽しいし。どっちでもいいの。うふふふふふふふふふふふ、面白いもの！　学校妖よう怪かいはね、退たい屈くつなの。だから生徒たちが諍いさかいを起こしてくれるのが一番嬉うれしい。いじめや喧けん嘩かが大好きなのよ。あなたたちがそうして睨にらみ合っているのを見ているだけで、楽しくて楽しくて、全身が粟あわ立だちそうになるわ。この気持ち、わかるかしら？　くすくすくすくす！　さぁ、殺し合いなさい、二人とも。どちらが勝ってもいいの。いじめたりいじめられたり！　あぁ本当に愉ゆ快かいな学校生活。くすくすくすくすくすくす！」

「…………………野々宮……く………」

　沼田さんが、苦しげに言う。

　今の僕にはもう、無惨な彼女の姿に恐きよう怖ふは感じなかった。……ただただ、痛々しいとだけ思った。

「………な、…………何…………」

「…どうして、………あんなに、…………酷ひどいことをいっぱいしたの……」

「そ、………それは、…先にそっちがやったからだよッ!!　あの日、理科準備室で人体模型を倒たおしたのは君だったじゃないか！　君だってわかってたはずだ。それなのに、君は嘘うそを吐ついた!!」

「……うん。……嘘を、……吐いた。………でも、……ここまで酷い仕返しをされるほど、…………そこまで私は、……酷いことを、……したのかな………」

「………………」

　彼女の表情に怒いかりはない。……ただただ、憐あわれなまでの悲しみ。

　そして、僕もきっと同じ表情をしているだろう。

　……彼女に言われるままなのだ。…僕は確かに悔くやしい思いをしたけれど、……彼女を殺したいと願うほどではなかった。ちょっと仕返しができればいいだけだった。なのに、その歯止めが効かなくて、……いつの間にかどんどんエスカレートしていって、…僕が被った濡れ衣よりも、遥はるかに大きな復讐に膨ふくらんだ。

　もしも、正当な復讐が存在したとして。受けた苦しみに応じた正当な復讐が許されていたとしても、………僕のしたことは過か剰じようだ。その過剰な分は、言い逃のがれの断じてできぬ、僕の罪だ…………。




「…………多分、……僕が悪いんだ。……確かに僕は君を憎にくんださ。君だって憎まれることをした自覚はあるはずだ…！……でも、それにしたって、……僕は君を殺すつもりなんてなかった。死ぬまで永遠に復讐を続けるつもりなんてなかったんだ。充じゆう分ぶん足りたと思ったら、そこで止やめるつもり………、だったんだ。……でも、クラス全体でのふざけた雰ふん囲い気きになっていって…、どんどんエスカレートしていった」

「くすくすくすくす、そうねぇ。濡れ衣の復讐が後を付け回して、執しつ拗ように監かん視しすることだなんて、やり過ぎにもほどがある。そうそう、あなたの罪は、もはや明らかじゃないの。あなたがやり過ぎた。彼女を死へ追い込んだ。野々宮くんが沼田陽子を殺した…！」

　彼岸花がけたけたと邪悪な笑い声で僕を追い詰つめる。……でも、それは多分正論で、僕は何を言い返すこともできなかった。

　…すると、……沼田さんが彼岸花の方を向いて、言った。

「………だとしても…。……私という元凶がなかったら、……野々宮くんはきっと、…そんなことを、……しませんでした。…………やっぱり、………私には、彼が悪いなんて、……言い切れない」

「うふふふふふふふふふふふふ。なら、やっぱり陽子が自業自得なのかしら。なら、永久に凍えて過ごさなければならないあの地獄は、やっぱりあなたにはお似合いの地獄だってことになるわよ？　あなたは、あの地獄へ再び戻りたいのかしら…？」

「……………………………」

　沼田さんは、自分の両りよう腕うでを抱だき締しめるような仕草をして震ふるえる。…それが、恐怖によるものか、…それとも、それを思い出させられるだけで震えが来るほどの寒さなのか、…僕にはわからない。

　ただひとつわかるのは、……自分の命を蔑ないがしろにした者が堕ちる地獄の、恐おそろしさだけだ…。

「僕たちには、………等しく、……罪があることが、…わかったよ。沼田さんには、僕に濡れ衣を被せた罪が。僕には、君を死に追い込んだ罪が」

「………そんなこと、…………ない…よ……。…私さえ……嘘を………吐かなければ………」

「うん。だから沼田さんも、……僕も悪いんだ。…悪い人間が堕ちる地獄があるのならば、それは僕たち二人が等しく堕ちるべきだ…。そして、沼田さんはその地獄で、もう充分に凍こごえたんだ！……なら、…今度は僕がそこに堕ちる番なんだ。…だから沼田さん。…………君には今この場で、……僕に復ふく讐しゆうする、権利がある！」

「…………………野々宮…く……………………」




　僕たちは多分、親しい友人たちが近付きあうより、身近な距きよ離りにいた。

　互いが互いの肩かたを抱き合えて、……互いが互いの首を絞しめ合える、そんな間近にいた。

　彼岸花は、僕たちに相手の首を絞めろと囃はやし立てる。……しかし僕らはそれをしなかった。そしてそれが、彼女にとってもっともつまらないことだったのだろう。彼岸花は僕たちを馬ば鹿かにし、嘲ちよう笑しようする。

　そして、このまま互いが何もしないのなら、沼田さんがこの世に留とどまることができる時間が切れて、そのまま元の地獄へ堕ちることになるとさらに焚き付ける。……確かに、彼女の体から力がどんどん抜ぬけていくのを、気配で感じることができた。

　このまま彼女が僕に復讐をしないのなら、彼女はその権利を永遠に失うのだ。……その分だけ、僕に状じよう況きようは有利で、そして卑ひ怯きようだった。

　僕はこのまま立ち尽くし、彼女の中のある種の感情に訴うつたえかけるだけで、安易に生き残ることができるかもしれない。

　だから、僕は、口を閉とざしていることが許されないのだ。僕は、口にしなければならない…！

　思えば、学校妖怪たちの悪戯いたずらがなければ、僕たちは再会できなかった。こうして言葉を掛け合う機会にも恵めぐまれなかった。だから、その奇き跡せきを、僕は見過ごしてはならない。




「…ぬ、…………沼田さん…！　ごめんッ!!」

「………………………ぇ」

「君にされたことは確かに悔しかったけど、……でも、だからってあんな陰いん湿しつな仕返しをするなんて、僕がどうかしてたんだ！　もしも記き憶おくが消されなかったら、僕は生しよう涯がいを後こう悔かいして過ごしたと思う。でも、僕の記憶は消されて、こうして今日まで安あん穏のんと暮らしてきた。……それを思い出すことができて、僕はこの機会に感謝してる！　だからもう一度言うよ！　沼田さん、…本当に、……ごめんッ!!」

「…………………野々宮く…。………私こそ、………………ごめんね…。…その場の雰囲気で、…ついあんなことを……。……あなたが、……そんなにも傷付いたなんて、…考えもしなくて………。………ごめんね…ごめんね……」

「僕が悪いんだ!!　ごめん、本当にごめん!!　僕が君を殺した！　だから君には僕を殺す権利がある！　だから僕を殺して！　君だけが地じ獄ごくに堕おちる必要なんてない!!」

「野々宮くん……。君は誰だれも殺してない…よ………。……だって、…死んだのは、……私の心が弱かったからだもん…。…………死ぬ前に、色々な選せん択たく肢しがあったはず。誰かに相談したりとか、色々、色々。野々宮くんだって辛つらかったのに、私への仕返しを力強く決意して、自殺なんて考えなかった。……自ら死を選ぶのが、どれだけ罪深くて悲しいことか、……死んでから、……わかったの」

「それでも、自殺に追い込んだのは僕の責任だ!!　僕が、悪いんだ…!!」

　……そんな僕たちのそれを、茶番だと吐き捨てるかのように、彼岸花が舌打ちをした。

「………………………あなたたち、さっきから何を言っているの？　野々宮くんも陽子も。……何で互たがいを罵ののしり合わないの？　いじめたりいじめられたり。やらなきゃやられる、いじめなきゃいじめられるのが学校の掟おきてなんでしょう？　それを何で二人して謝り合っているの？　何だか滑こつ稽けいだけれど、……つまらないわっ」

「…………彼岸花……さ………………。……私、………これで、いいです。…このまま、………地獄へ、……帰ります」

「ぬ、…沼田さん……」

「本当にそれでいいの、陽子？　この世に戻もどってきて、日向ひなたの暖かさを再び思い出してしまったあなたが、どうしてあの地獄に再び戻りたいなんて言い出せるのかしら？　およしなさいよ、そういう偽ぎ善ぜんは。ほら、もう時間がないわよ。今すぐ、野々宮くんの首を絞めたなら、あなたを地獄に堕とさないであげるわ」

「………………これで、………いいです。…………私は濡ぬれ衣ぎぬを着せました。……野々宮くんは、…復讐しました。………私がそれに復讐したら、………また野々宮くんは復讐を……？　………そんなの、…もう嫌いやです。………私たちは、…いじめたりいじめられたりするために、……学校に来てたんじゃ、ないんです…」




　　　　※




　結果的に野々宮くんに迷めい惑わくを掛けてしまったけれど、……あの日、理科室をくるくる回って、友達みんなではしゃいでいた時は本当に楽しかったもの。勉強したり、遊んだり、友達を作ったり。……そういうものの為ために、私たちは学校へ来ているんだもの。

　誰かを騙だましたりとかいじめたりとか、そんなことの為じゃ、なかったはず……。




「………いじめたりいじめ返したり。…そういうものが連れん鎖さするんだとしたら…。…………それは、……私で、……終わりにさせて下さい…。………………………校長先生。私を、みんなから、忘れさせて下さい…。……もう、……休ませて……………」




　　　　※




「……残念だったな、彼岸花くん。復讐は、亡もう者じやの眠ねむりを妨さまたげるほどの蜜みつになりはしなかったようだ」

「あら、校長先生。いつの間に」

　校長先生が、いつの間にか部屋にいた。そして、沼田さんの肩に、そっと手を乗せる……。

「君は地獄へ戻る。そして全すべての人に忘れ去られる。……その代わり、君が凍えるような寒ささえも忘れていられるように、私が全てを安らかに眠らせよう」

　沼田さんは薄うすくほほえんだ。

「………………はい……。…お願い…します………。……みんな忘れて、…安らかに眠れば、……憎しみの連鎖は、続かないのだから……」

　もう彼女は、自らの力で立ち続けるのも辛いようだった。…なのに多分、彼女は膝ひざをつくことも許されていない。膝をついた時が、彼女がこの世にいられる力を失う時なのだと、理解した。

「………沼田さん……、僕を許して……」

「……野々宮くんが、……私を許してくれるなら…」

「なら、許すよ。……僕はあの日のことを、許す。…だからどうか、僕を許して…」

　泣きながら許しを乞こう僕に、沼田さんは静かに笑う。

「…………うん。……ありがとう。……これで、本当に心残りなく、……さよならができる。…彼岸花さん、ありがとう」

「ありがとう…？　どうして礼を？」

　彼岸花はこの上ない位、不満の表情を浮うかべて問う。

「……復讐の機会がもらえると、私は愚おろかな理由で蘇よみがえらせてもらったけれど…。………でも、そのお陰かげで、私は野々宮くんに、………謝ることができた」

「僕も、沼田さんに謝ることができた…！」

「何なの、それ。……つまらない。つまらないつまらない！」

　彼岸花は、初めて見せるもっとも不ふ愉ゆ快かいそうな顔で、それでもなお優ゆう雅がに髪かみを散らしながら憤ふん慨がいした。

「………さぁ、沼田くん。そろそろお別れの時間だよ」

　校長先生が、最さい期ごの時が来たことをそっと伝える。……それは、本当に慈じ悲ひある言葉だった。

　最後の最後に、何かをする機会を与あたえてくれたのだから。

　その最後の機会を、……沼田さんは、右みぎ腕うでを僕に差し出すことに費やした…。
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「………沼田さん……」

「…野々宮く……。…………仲直りの、……握あく手しゆ、………しよ………」

「ぅ、…………うん…！！！」

　彼女の、雪のように真っ白で、そして冷え切った手を、ぎゅうっと握にぎり締める…。

　その力が強すぎたのか、…それとも僕の手が熱かったのか。…彼女は一いつ瞬しゆんだけ苦しそうな顔をした後、………微笑ほほえむような表情を最後に見せた…。

「……私、…………何であんな嘘うそを、……吐ついちゃったのかなぁ……。……馬鹿だった。…あなたに、言い返して欲しかったのかな…。……喧けん嘩かがしたいだけだったのに、……こんなに傷付けて。…………本当に馬鹿だった」




　ごめんなさい。

　ありがとう。

　さようなら。




　その三つの言葉が、…沼田さんが遺のこしてくれた最後の言葉になった…。

　校長先生は目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しを、さらに深く被り直すと咳せき払ばらいをひとつする。

「……それでは、私はこれで失礼しよう。…彼岸花くんの悪戯の後始末があるのでね。……だが野々宮くん。……君の記憶だけは、消さないでおこう。……それとも、君は再び記憶を消されることを望むかね？」

「……………いいえ。彼女と僕の罪は同じで、…そして互いにそれを許し合いました。……僕はその証あかしとして、彼女のことを、生涯忘れない。……同じ過あやまちを、二度と繰くり返さない為に」

「それが良かろう。…………それでは失礼するよ」

　校長先生も、すぅっと空気に溶とけるように姿を消す。

　あとには、僕と彼岸花が残された。

　彼岸花は、想像もしなかった展開に、不愉快さが隠かくせないという感じだった。

「つまらないつまらない。つまらないつまらないつまらないつまらないつまらない!!　なぁにこれは、どういうことなのかしら、あぁ退たい屈くつ退屈！　生き残れておめでとう、野々宮くん。無事に復ふく讐しゆうを全て成し遂とげた気分はどうかしら？」

「復讐なんか何もないです。僕たちは互いを許し合った。ただ、それだけです。……………彼岸花さん。僕の家でお茶をご馳ち走そうする分で、お世話になったご恩返しは充じゆう分ぶんのはずです」

「あら、これで私は用無しだとでも言うおつもりかしら…？　うふふふふふふふふふふふふ、まだよ、まだまだ。この私に、…この踊おどる彼岸花に、学校妖よう怪かい序列第３位の彼岸花に、ここまでの手間を掛けさせて、何の収しゆう穫かくもなしだなんて、これは何の冗じよう談だんなのかしらぁ!?　私を見くびらないでいただけるかしら、野々宮くぅん……!?」

　窓を背負った彼岸花は、夜の闇やみの紫むらさきに染まり、その爛らん々らんと光る真っ赤な瞳ひとみ以外が漆しつ黒こくで塗ぬり潰つぶされていた。

　彼女の怒いかりの感情で部屋中がキシキシと歪ゆがむのが聞こえる。…あぁ、駄だ目めだ…。……僕はこの場で、……殺されるだろう…。




　でも、………構うものか。

　沼田さんがひとり凍こごえる地獄に、僕も行って寄り添そおう。…彼女にたったひとりで、地獄を背負わせたりなんかするものか…！

　覚かく悟ごを決めた僕に、彼岸花はいっそういらついた様子で目を見開いた。

「何てやりにくいニンゲンなのかしら…。軽々しく地獄を語る愚か者ッ!!　あの寒くて孤こ独どくな世界の恐おそろしさも知らないくせにね…!!　誰もね、迎むかえに来てくれないのよ？　いつも知らない人が勝手に遊びに来て、勝手に下校していって、二度と遊びに来てくれない！　私はいっつも寒くて孤独な保健室にひとりぼっち!!　くすくす、うふふふふふふふふふふふふふふふふふ!!　そんな地獄をまったく恐れないなんて、野々宮くんはなんて面おも白しろい人なのかしら。あなたは期待していた人とは全然違ちがったけれど、別の興味が湧わいてきたわ、やっぱり面白い人だったわッ!!　陽子じゃ役者不足ね、あなたを私のお人形にしてあげるわ、私がいつ遊んでくれるのかと、永遠にそれだけを待ち望みながら、永久とこしえの闇の中で待ち惚ぼうけをさせてあげる…!!」

　鋭するどい破は裂れつ音は彼岸花が背負った窓ガラスが砕くだけ散る音だった。それらの破は片へんが無数の歪いびつで透とう明めいなナイフとなって、僕の喉のど元もとを一直線に目指す。

　……あぁ、それらに貫つらぬかれて、僕は死ぬなと、…直感した。




　それと同時に、僕は後から物もの凄すごい力で襟えり首くびを引っ張られていた。そうされなかったら、僕はガラスの破片で滅めつ多た刺ざしにされていただろう。

　誰が僕の襟首を？　振ふり返り、……初めて会う少女なのに、でもその顔を知っていて驚おどろいた…。

　大人しそうな、でも精せい一いつ杯ぱい僕を守ろうとしている少女。それは、あの集合写真の中のクラスメートだった。

「あら、毬枝じゃない。人の狩かりを邪じや魔まするなんて酷ひどいわね。……なぁに？　怒おこったような顔をして。あなたの可愛かわいい、見たら七日七晩は引き裂さきたくなるような笑え顔がおが台無しよ…？」

　森谷さんは、彼岸花の挑ちよう発はつには乗らず、静かに語りかけた。

「……彼岸花さん。二人の問題は、二人が解決しました。……もう、私たち妖怪の出番じゃないはずです」

「二人の問題？　どちらが先に罪を作ったか？　鶏にわとりが先か卵が先か？　怨えん嗟さの輪りん廻ねは誰だれにも断ち切れず、いじめはいじめを生み、上級生は下級生をいじめ、学校に永遠に悲しみを受け継つがせていく。その輪廻の中のたった二人が、おかしな感傷でおかしな別れを交かわしただけで、何が何を解決したっていうの？　くすくすくすくす、あっははははははははははははははは！　おっかしい。私は陽子に復讐の機会をあげただけよ？　かつてあなたにもその機会をあげたように！」

「……………私は最初、あなたに感謝しました。死んでも死に切れぬ亡者の気持ちを汲くみ取ってくれたと感謝しました。…でも、それは多分、誤りだった。あなたは亡者の気持ちを嘲あざ笑わらい面白半分に弄もてあそんだだけ。………私は沼田さんがどれだけの力強さを見せたかわかる。だから、彼女のことを今、心から尊敬するし、あなたがしようとしていたことに怒りすら覚えます！」

「あっはははははははははははは、くすくすくすくすくすくす!!　あぁ毬枝、あなたはそんな表情もできるのね、あぁあぁ、本当に可愛らしいわ。それでこそあなたを学校妖怪の序列第８位に招いた甲か斐いがあるというもの。あなたが私を楽しませてくれるというの？　この踊る彼岸花に、どうやって抗あらがってみせるというの!?　そのひ弱なニンゲンをこの私からどうやって守ってみせるというのッ!!」

　森谷さんは僕を庇かばい、邪じや悪あくな笑みを浮かべる彼岸花の前に立ち塞がる。…それはとても健けな気げで、……悪く言えば、抗いようのない相手を前にしているようにも見えた。

「あ、……あなたは、………も、…森谷毬枝さん……！　ごめんなさい!!　僕はあなたのお母さんを…、」

　僕は、森谷さんにこれだけは言わなければならないと、とっさに懺ざん悔げした。

「大だい丈じよう夫ぶです。校長先生が、私のお母さんの記き憶おくを再び消してくれました。もう大丈夫です」

　森谷さんは決然としていた。

「………僕は、あの不思議なカメラで、あなたが存在したことを思い出させるのは、真実を追い求めることになって、良いことなのではないかと思ってました。……でも、それが本当に正しかったのか、僕にはわからない…！」

「野々宮くん。忘ぼう却きやくはとても残ざん酷こくだけれど、誰にも等しく平等で、慈いつくしみがあるの。……私は、その力がこの世にあるお陰で、人は怨嗟の連れん鎖さを打ち破れるのではないかと思う。……私はこんな醜みにくい姿でこうしてここに残っているけれど、……私も消えるべきだった。今はね、そう思うの」

　あっはははははははははは！　それを笑い捨てるのは彼岸花…。

「なぁになぁに？　金かな森もりに絞しめ殺されて、亡なき骸がらを便べん槽そうに投げ捨てられた子が、復讐なんかするべきじゃなかった、泣き寝ね入いりをするべきだったというのかしら？　あなたはそんなにも寛かん大だいで単純でつまらない子だったのかしら？？？」

「……はい。泣き寝入りはそんな私たちを嘲笑う悪あく魔まの甘かん言げんでした。…私たちは怨嗟を受け継いではいけない。引き継いではいけない！　そんな感情は早く忘れ去り、もっと楽しくて豊かな実りある他ほかの感情で心を満たさなくてはならない！　私はそれを忘れた。でも、だからこそ、私にはできることがあるんです！」

「くすくす。それは何かしら…？」

「人の不幸を嘲笑い弄ぶあなたのような人の暴挙を、食い止めることですッ!!」

「あっはははっははっはっは!!　さぁさ、私と踊りましょうよ、毬枝！　最近、あなたが遊んでくれなかったから退たい屈くつをしていたの。あなたが私といつも遊んでくれたなら、こんな退屈な狩りなんてしなくて済んだかもしれないのに。じゃあこれはあなたの罪でもあるのね、くすくす、うふふふふふふふふふふふふふふふふふ…!!」

　部屋中が戦慄おののき、軋きしみ、割れて、砕けてその無数の刃はで毬枝を貫つらぬこうとする。それは悪意ある刃の旋せん風ぷう、暴風、まるで竜たつ巻まき。それらの渦うずが、彼岸花を中心に渦巻く！

　森谷さんはそれを両の手で乱暴に払はらい除のける。華きや奢しやそうな少女なのに、腕うでを振るうその瞬しゆん間かんだけ、その腕が丸太のような太さを持つ、凶きよう暴ぼうな怪かい物ぶつのそれに見えた。

　しかし、森谷さんは彼岸花の悪意ある攻こう撃げきの数々を払い除けるのがやっとだ。それらは彼女の腕に無数に突き刺ささり、引き裂き、彼女の鮮せん血けつを部屋中に撒まき散らす。

「も、…森谷さん…!!　血が、……血が……ッ!!」

「…わ、…私は平気です…！　それより、……私が隙すきを作りますから、廊ろう下かへ逃にげて下さい」

　部屋中を砕いて、鋭い破片の刃の暴風にしてしまう彼岸花は、その暴風の中心で円えん舞ぶを踊るよう。……それは優ゆう雅がで、彼女が口にした自らの通り名、踊る彼岸花を間違いなく連想させた。

　しかし、…そのような、死と暴力の円舞曲を、廊下に逃のがれたくらいで逃げ延のびることができるのか…。しかし、今は議論の余地はない。頷うなずき返すしか僕にはできなかった。

　彼岸花の暴風は、大量の写真を木の葉のように回し、砕いて粉々に破は砕さいしていく…。……あぁ、それでいいのかもしれない。何も残す必要はない。…過去を臆おくすことなく次々に忘れ、そして新しい日々を重ねていけばいいのだ。

「今です、廊下へッ!!!」

　森谷さんが捨て身の覚悟で彼岸花の円舞曲に飛び込む…!!　それを合図に僕は部屋を飛び出す。

「う、うわあああああああああああぁあああぁ!!」

「それでいい！　生き延びて!!　沼田さんが奪うばわなかったあなたの命を、あなたは粗そ末まつにしてはいけない!!」

「毬枝には、私のダンスの相手はまだ少し早いようよ？　うっふふふふふふふふふふ！」

　彼岸花を取り囲む暴風の円舞は、森谷さんに組みかかることさえ許さなかった。その体が渦に飲み込まれた木の葉のようにぐるぐると舞まい、廊下へ逃げた僕の背中に向けて吹ふき飛ばされる。

　二人はもつれるようにしながら、廊下に転げ出す。

「そんなだからいつまでも序列が８位なのよ、毬枝？　もう少し上品に。もう少し優雅に。そしてたっぷり残酷にならなくっちゃ、夜の社交界には程ほど遠いわ？　そんな程度じゃ、やっぱり私は退屈よ。野々宮くんの生き胆ぎもでも引っ張り出さなきゃ、退屈で死んでしまいそうよ。ねぇ、あなたにも半分わけてあげるわよ。それで手を打ちなさいよ、私のお友達の毬枝ちゃん」

「結構です。でも、大人しく引き下がってくれたら、代わりにあなたの保健室にちゃんと遊びに行ってあげます」

「……馬ば鹿かにして。そんなのが、私の狩りを邪魔する代だい償しようになると思ってるの？」

「お茶も淹いれてあげます。宿直室においしい大福があったので一いつ緒しよに食べましょう」

「……お茶ぁ？　大福ぅ？　……くすくすくすくす、うふふふふふふふふふふふふふ!!　あぁ、それは素す敵てきな夜のお茶会ね。でも、乾かん杯ぱいには彼の赤い血の杯さかずきが似合うんじゃないかしら!?　彼は足を挫くじいたようね、年ねん貢ぐの納め時よ、毬枝ッ、野々宮くんん!!!」

「まったく、彼岸花さんはいつも聞き分けがなくて困ります!!　閉じろよ扉とびらッ!!」

　森谷さんが閉じろと命じると、部屋と廊下を隔へだてる扉が力強く閉まる。

　それを見て、彼岸花はきょとんとした後、邪悪に笑い転げる。

「うふふふふふふふふふふふふ!!　なぁに、こんな薄うすい扉一枚で、この学校妖よう怪かい序列第３位の踊おどる彼岸花を食い止めようというの!?」

「はい！　学校妖怪序列第８位、めそめその毬枝が、彼岸花さんを食い止めます!!」

「妖怪のくせに、ニンゲンの肩かたを持つとはね!?　魂たましいも食わずに、空腹で干ひからびてるくせにッ!!　こんな薄っぺらい扉、粉々に砕いてあげるわッ!!」

「いいえ、あなたにこの扉は開けません。聞けよ扉ッ！　〝めそめそ、めそめそ、そこのあなた、哀あわれな私の話を聞いて下さいな〟!!」




〝めそめそ、めそめそ。そこのあなた、哀れな私の話を聞いて下さいな〟




　その言葉が、イミを持ち扉に込こめられ、扉が鈍にぶく重い重い赤い光を宿す。

　そうさ、その言葉を僕は知っている！　それは、最近、学校の怪かい談だんの８つ目になったとかいう新しい怪談。

　旧校舎のトイレにはめそめそさんという妖怪が住み着き、個室の中で夜な夜な泣いているという。その妖怪は人が訪おとずれると、必ずそう問い掛かけるというのだ。

　その怪談のルールによれば、その問い掛けに答えてはならないし、扉　ヲ　開　ケ　テ　モ　ナ　ラ　ナ　イ　!!　開ければ恐おそろしいめそめそさんに、全身の骨を粉々に砕くだいて殺される…!!




　　　　※




「めそめそさんが怖こわければ。決して扉を開けてはならぬ。……開ければ恐ろしいめそめそさんに、体の骨を砕かれるぞ…」

　めそめそさんの怪談を、……めそめそさん自身がゆっくりと扉越ごしに彼岸花に語り掛ける…。

　その毬枝の体が、……廊下のか細いとはいえ、灯あかりの真下にいるはずなのに、……漆しつ黒こくの影かげで塗ぬり潰つぶされていく…。………それは、影の形だけを見るならば、確かにさっきまでの毬枝と同じなのに、……今はまったく異形の、………まさに学校妖怪と呼ぶに相応ふさわしい、恐ろしくおぞましいものの姿をしていたに違ちがいない…。

　扉の向こうの彼岸花は、扉一枚を隔てて、歪ゆがんだ笑いを浮うかべながら、ドアノブに手を伸のばす…。

　ノブに手を触ふれようとして……、そのぎりぎりのところで、躊ちゆう躇ちよする…。

「………くすくす…。……何よそれ。…この踊る彼岸花が、…めそめそさんを恐れるとでも……？」

「なら、………この扉を開けて下さい。…………本当の私が、お相手します」

「くすくすくすくす…………！　毬枝ぇぇ……」

　……………開けられない。

　扉を開けられない…!!　いくら彼岸花でも、とてもとても！

　開ければめそめそさんに全身の骨を砕かれる。それがめそめそさんの怪談！　だから開けられない！　踊る彼岸花であっても、〝扉の向こうにいる〟めそめそさんは、躊ちゆう躇ちよに値あたいする恐ろしい存在！

「………くすくすくすくす、うふふふふあははははは。…そうでなくっちゃ、私のお友達とは言えないわね、毬枝。……素敵よ、本当に素敵よ。あぁ、本当に楽しいわ。ここがどうして学校じゃないのかしら。どうして教室や保健室じゃないのかしら。ここは狭せまくて空気が合わない。どうして私たちはこんな狭いところで遊んでいるのかしらね」

「……………………彼岸花さん。私と、…言葉を交かわしています。…めそめそさんのルールに、………反していますよ」

　めそめそさんの怪談のルールでは、めそめそさんと会話を交わすことも本来は禁じられている。彼岸花はこうして言葉を交わしているだけですでに、めそめそさんの怪談に取り込まれつつある…。

　もはや毬枝の影は、毬枝の形をしているかも怪あやしい……。その異形の影は、確かに毬枝の声を発するのだが、……目の前で全すべてを見届けている野々宮でさえ、それが毬枝であることを、わずかでも気を抜ぬくと忘れてしまいそうになる…。

「彼岸花さん。……そんなに、物ぶつ騒そうな遊びが大好きなら、……遊んであげます。この扉を開いて下さい」

「……くすくすくすくす！　昼ひる行あん灯どんのような森谷毬枝じゃない、学校妖怪第８位に席を勝ち取り、そして怖くてその座を誰だれも奪おうとできない、めそめそさんのあなたの本当の力、……あぁ、見てみたいわ、ぞくぞくするもの！　あなたが私の友達でよかった、あなたに友達って言ってもらえて本当によかった!!　大好きよ、毬枝、愛している、毬枝!!」

「私もです、あなたは大切なお友達ですよ、彼岸花さん。…………だから、続きは学校で遊びましょう」

「そうね。ここは狭いし空気が湿しめっぽいわ。あなたが久し振ぶりに遊んでくれるなら、もっともっと素敵な場所で、素敵なことをして遊びたいもの。こんなところでこんなにもちまちまとなんて、馬鹿みたい！」

「帰りましょう。学校妖怪は、学校へ」

「えぇ、いいわよ、そうしましょう。やっぱり私の友達はあなただけなのね。あっははははははははははははははははははは…!!」




　　　　※




　彼岸花の笑い声と暴風の円舞曲は、次し第だいに遠とお退のいていく…。

　やがて、完全に聞こえなくなり、夜の沈ちん黙もくが支配した。

　気付けば、毬枝は写真の中の森谷毬枝の姿に戻もどっていた。

「……もう大だい丈じよう夫ぶ。彼岸花さんは学校へ帰りました。……彼女は飽あきっぽいから、もう野々宮くんにちょっかいを出してくることはないでしょう」

「…………………………………」

　僕は未まだ腰こしが抜けたままだった…。

　恐る恐る自分の部屋の扉を開ける。

　……すると、………信じられないことに、部屋は静せい寂じやくどころか、何事もなかったように綺き麗れいなままだった。あんなに荒あれ狂くるった暴風が全てを砕いていたのに、その痕こん跡せきは何もない。…彼岸花など初めからいなかったかのようだった。

　でも、彼女のために出した座ざ布ぶ団とんとマグカップは、確かにそこに残っていた…。

「それでは、私もこれで帰ります。……今の私は学校の妖怪ですから。学校の外に出ることはとても疲つかれることですので」

「その、……あ、……ありがとうございました……」

「感謝は、怨えん嗟さの連れん鎖さを断ち切る勇気を見せた、沼田さんに。……そして、沼田さんを許す勇気を見せた、あなたに。…それが彼女が生きている内に見せられたならよかったのだけれど、…………それでも手て遅おくれなわけじゃない。……だって、生と死の境を跨またいでいたにしたって、…二人は許し合えたのだから」

　そう言って、森谷さんは疲ひ労ろうの残る笑え顔がおで、そう言った。

　…そうであれば良いと、…僕も願うしかない。

「……そうだ、……あの。……このカメラ。…お返しします」

　全ての発ほつ端たんになった、あの不思議なカメラを、僕は森谷さんに渡わたそうとする。

　すると彼女は困った顔をした。

「……ごめんなさい。それは私のものじゃないし、……私にはそれをどうすればいいか、わからないの。彼岸花さんが詳くわしそうだけど、今は機き嫌げんを悪くしてるだろうから聞けないし」

「捨ててしまった方がいいですよね？　あと１枚分ですけど、フィルムも残ってるので」

「……どうしたらいいか、校長先生に聞いてみます。彼にとっても、これは迷めい惑わくなものだろうから、きっとどうすればいいか教えてくれると思うので」

「お、…お願いします。………………もう絶対に、あのカメラは使いません。……安らかに眠ねむる亡もう者じやを、起こしちゃいけない。……沼田さんは、凍こごえる寒さの地じ獄ごくに、永遠に閉じ込められている。……彼女をさらに苦しめないためにも、………僕は………」

「彼女は、きっともう大丈夫だと思うの」

「……そうでしょうか…」

「うん。………彼女も初めは、あなたと同じで、怒いかりの炎ほのおに燃やされて復ふく讐しゆうのことだけしか考えなかったかもしれない。……でも、互たがいを許し合うことで、ようやく彼女は心の平へい穏おんを得ることができた。……彼女はきっと、安らかだと思うの」

「そうだと、……………いいのですが」

「うぅん。思うじゃないです。…彼女は安らかになりました。……妖怪の私が、ちゃんと断言します」

　森谷さんは、はっきりとそう言うと、優やさしくほほえんだ。

「………………………………」

　沼田さんのあの惨みじめな姿が脳のう裏りに蘇よみがえる……。本当に、安らかになったのだろうか。

　彼女が、怨嗟の連鎖から解放され、今は何にも苛さいなまれていないという、証しよう拠こが欲ほしかった。

　すると森谷さんがポンと手を打った。

「そうだ。…そのカメラ、フィルムはあと１枚分だと言いましたね。使い切ってしまえば、もうおかしな悪戯いたずらに使われることもないと思うんです」

「あ、……なるほど。……でも、何を撮とれば」

「洗面所に行って、鏡に映る自分を撮って下さい」

「……え？」

「…大丈夫。何も怖いことはありません。そして彼女も今、それを望んでいます」

　その時、玄げん関かんの扉とびらがガチャガチャ言うのが聞こえた。

　ようやく、母が戻ってきたのだ。

「では、私はこれで。………もう二度とお目に掛からないでしょう。そして思い出すこともできなくなるでしょう。でも、私たちはいつもあなたたちの側そばにいますよ。たまに、隣となりの席にこっそり座っているかも。…………それでは、さようなら」

「武ぃ～、帰ってるぅー!?　遅くなっちゃってごめんねぇ!!」

　階下の母に返事をするために振ふり返る。それから森谷さんの方に振り返るが、……その時にはもう姿が消えていた……。




　……別れ際ぎわに彼女は、洗面所で自分の姿を撮れと言った。

　あの不気味なカメラで自分の姿を撮るなど、……何とも言えず不気味だ。

　でも、森谷さんはそうしろと言った。…悪意があるようには感じられなかった。………彼女もそれを望んでいると、言わなかったっけ…。…彼女って……？

　僕は洗面所へ行く。あのカメラを持って。

　そして、……薄うす暗ぐらい洗面所を映し出す鏡の中の自分を、ファインダー越ごしに見る。

　…………ちょっとだけ怖かったが、シャッターを切った。

　バシャリ。

　機械音がして、最後の一枚の写真をその場で現像してくれた。




　そこには、……カメラを構えた僕だけが写ってはいなかった。

　そこには、…沼田陽子さんの、姿が。




　でもそれは醜みにくかったり惨むごたらしかったりしたあの姿ではなく、……元気に理科準備室を駆かけ抜けていた頃ころに、当り前のように浮かべていた笑顔で、服装で。

　フィルムを全て使い切り、不思議なカメラはその役目を終える。

　誰も名前を知らない、だけれども、安らかに微笑ほほえむ少女と一いつ緒しよに、洗面所の鏡越しに撮った写真が一枚、残るだけだった……。







「毬枝の淹いれてくれるお茶は本当に美お味いしいわね。茶道室の妖よう怪かいにもなれそうよ」

「茶ちや釜がまにタヌキの尻尾しつぽが生えたりするんですか？　うふふふ、たまにはそういう怪かい談だんもいいかもしれませんね」

　真っ白な月の明かりが差し込む永遠の夜の保健室に。妖怪の影かげが二つ。保健室の真っ白なベッドに仲良く腰こし掛かけながら、湯飲みを傾かたむけ、大福に噛かじり付く。

「保健室が住すみ処かなんて、羨うらやましいです。私なんかトイレですよ、旧校舎の汚きたないトイレ」

「死ぬ場所を選ばないからよ。まぁ、おっちょこちょいの毬枝にはぴったりだと思うけれど」

「そういう酷ひどいことを言うと、もう遊びに来てあげませんよ？」

「…嘘うそよ冗じよう談だんよ。毬枝しか遊んでくれないの。遊んでもらえない人形は、ただの木で偶くだもの」

　彼岸花は饅まん頭じゆうを噛ったまま、頭こうべを垂れる。

「……今回の件は、実に彼岸花さんらしいと思いました」

「何がかしら」

「とてもとても回りくどくて、私まで騙だまされちゃいましたが。……でも結局、これで彼岸花さんの思い通りになったんじゃないかと思います。そして、それがどうしてもっと、素す直なおな形で出来ないのか、……そこがとにかくもう、彼岸花さんらしいと思いました」

「何がよ。馬ば鹿かにしてるでしょう。失礼しちゃうわ」

「くすくす。……彼岸花さんのそういうところが、少しだけ可愛かわいらしいと思いました」

「可愛らしい？　この踊おどる彼岸花が？　この冷れい酷こく非道、残ざん虐ぎやく無比の学校妖怪序列第３位の踊る彼岸花が可愛らしいって？　くすくす、あはははははは。お生あい憎にくね、私はそういう子じゃないの。…………さぁて、次は何をして遊ぼうかしら？　どの子にちょっかいを出してあげようかしら…？」

「もう…！　私がちゃんと遊んであげますから、当分は生徒にちょっかいはなしです」

「くすくすうふふふふふふふふ！　たとえ毬枝でも、この彼岸花は飼い馴ならせないわよ。………私は踊る彼岸花、保健室の主。さぁて、次は誰を呪のろったり祟たたったりしてあげようかしら。誰を保健室の虜とりこにしてあげようかしら。あぁ、それを考えながら、回り続けるのに永遠に夜明けを指さない時計を眺ながめるのも乙おつなものかもしれない」

「でもまぁ、しばらくは狩りもお休みしてあげてもいいかもだわ。……この大福に免めんじてね。明日はお煎せん餅べいがいいわ。絶対に調達してきてちょうだい。待ってるわよ。くすくすくすくす…！」








第三話　お姫ひめ様の嘘うそ











　扉を開けると、いつもの様にクラスメート全員が私を振り返った。

「おはよう、みんな」

　私が挨あい拶さつすると、みんなも一番の笑え顔がおの挨拶で返してくれる。

　私を迎むかえる感情は、敬愛、尊敬。そして、憧あこがれ。

　毎朝、教室に入るこの瞬しゆん間かん、自覚してはいけないのだけれど、私は優ゆう越えつ感に包まれるのだ。

「おはよう、みどり」

「おはよう」

「おはよう、みどり姫っ」

「おはよう。くす、姫はやめてね」

　でも、みんなは私のことを敬愛を込こめて〝姫〟と呼ぶ。

　そう呼ばれると、みんなとは身分が違ちがうみたいな気持ちになって、ちょっぴりの疎そ外がい感を覚えてしまう。

　でも、みんなが温かにそう呼んでくれるのは、決して悪い気持ちのするものではない。だから、恥はずかしがりながらも、その呼び名を受け入れている。




　切りそろえた前まえ髪がみと豊かなロングヘアー、おっとりとしてかわいらしい顔立ちが印象的な彼女の名は楠くすの木きみどり。

　クラスメートたちが姫の愛あい称しようで呼んで敬愛する、このクラスのお姫様だった。







「おはよう、姫」

　隣の席のサキエが挨拶をしてくる。何気なく声を掛けたつもりだろうが、その声は少し緊きん張ちようしているようだ。

「あぁ、おはよう。サキエ」

　名前を呼ばれ、サキエの顔がパッと明るくなる。

　みどりは気さくに接しているつもりだけれど、友人たちは少し畏かしこまり過ぎているのだ。

「今朝も素す敵てきなお洋服ね。みどりって本当にセンスいいっ」

　サキエはみどりの新しいワンピースを見み逃のがさなかった。

「くす、ありがとう。ママにおねだりして、やっと買ってもらったお気に入りなの。……良かったら、今度、譲ゆずってあげるね」

「ほ、本当っ？　う、嬉うれしいけど、わ、悪いよっ」

「うぅん。素敵って褒ほめてくれたサキエに着てもらったら、この服もきっと喜ぶと思うよ」

「ち、違うのっ。それは姫が着てるからこそ素敵なんだよっ。私なんかが着ても、ダメダメダメ…!!」

　サキエは慌あわてて固辞する。

　みどりは裕ゆう福ふくな家の子だった。だから、綺き麗れいなお洋服などたくさん持っているのだ。

　しかし、姫のお召めし物をもらえるなんて、とても嬉しいことだけれど、逆に畏おそれ多くて。サキエにはとてももらえない。

「長なが袖そでだと今の季節にはもう暑いかな。……私は肌はだがすぐ焼けちゃうから、夏でも長袖じゃないと駄だ目めなんだけどね」

「みどり姫の白磁の肌は、袖で大切に守らなくちゃねっ」

「ありがとう。でも、サキエの肌だって綺麗だよ」

「そ、そんなっ。私なんて全然ッ！　全然綺麗じゃないって！　……あ、あーそのッ、こ、国語の宿題、やって来た!?」

　みどりに肌を綺麗だと褒められてよほど浮うかれたのか、サキエは真っ赤になって慌てる。そして何の脈みやく絡らくもなく、国語の宿題の話を切り出してしまった。

「……国語の宿題？　……いけない。あれって今日までだったのね…。昨夜は遅おそくまで台詞せりふを覚えていたから、すっかり忘れてしまってて……」

「あ！　じゃあ、良かったら私の写して！」

「いいの？」

「姫は演劇の台詞覚えたりで大変なんだしっ。お隣となりなんだからこれくらいさせてよっ」

　サキエは自分のノートを開いて、まるで賞状授じゆ与よみたいに畏まって差し出す。

「ありがとう。……私、サキエが友達でいてくれて本当に嬉しいよ」

「……そっ、そんな！　お、ぉ、大おお袈げ裟さだよっ、このくらいで…!!」

　サキエは耳まで真っ赤にして照れ笑いする。

　みどり姫に〝友達〟と呼んでもらえるほどの名めい誉よは、このクラスには存在しないのだから。

「おはよ、みどり！」

　遅ち刻こくぎりぎりでやって来たのはフミエだった。

　彼女もサキエと同じ、みどり姫の取り巻きの一人だ。

「ねぇねぇ、今月号の『シーキャット』見た？」

「うん。すごかったね。急展開って感じで」

『シーキャット』は今、このクラスで人気のある連れん載さい漫まん画がだ。かなりダークな描びよう写しやがあるので、親達や学校には問題視されているが、クラスの子の大半は隠かくれて読んでいる。

　もちろんみどりもファンの一人で、毎月号欠かさず雑誌を買っている。

「来月からアニメもスタートだしねっ。すっごい楽しみ！」

「へぇ、本当なの？　知らなかった」

「えーッ、みどり、知らなかったのー!?」

　フミエは素すっ頓とん狂きような声をあげて、驚おどろき喜ぶ。

　喜ぶ、とは、みどり姫に初耳の情報を提供できたことを喜んでいるのだ。

　でも、これは実はみどりのサービス。

　本当はアニメ化されることはもう、本で読んで知ってる。初耳を装よそおってあげたら、フミエが喜んでくれるかなと思って、そう言ったのだ。

　彼女も、ただちやほやされてるわけではない。自分に好意を寄せてくれる人たちに、少しでも喜んでもらおうと、ささやかな気き遣づかいを忘れないようにしている。

　フミエは嬉しそうに、聞いてもないアニメ化情報を次々に説明し出す。

　主要キャラクターの声優から、制作会社がどこだの、監かん督とくは誰だれだの。……みどりにそれを話せるのが、よほど嬉しいか光栄なのだろう。

「ふうん、すごいね。……でも、演劇部のお稽けい古こが始まっちゃったら、毎週見るのは難しいかもしれないな…」

「放送されるの結構遅い時間みたいだよ？　あ、でも、もし見れない時は言ってね！　私、録画しといてあげるから！」

「ありがとう、フミエ。あなたがお友達で、本当に嬉しいよ」

「とッ、当然でしょ!!　と、友達だもんね、あはははははは!!」

　フミエもまた、サキエと同じように真っ赤になって舞まい上がる。

　みどりに感謝の言葉をもらえて舞い上がらない子など、このクラスには存在しないのだから。

　楠木みどり。クラス中の女子の誰もが憧れる、姫と呼ばれる少女。

　彼女は何の不足もなく、満ち足りた学校生活を送っていた……。




　　　　※




「…………ねえ、姫。あいつ、またこっち見てるよ…」

　ノートを写させてもらっている私に、サキエが囁ささやく。

　あいつって？　私は、サキエが不ふ愉ゆ快かいに睨にらむ教室後方に目を向ける。

　すると、サキエの言う通り、川かわ田たのぞみがこちらの様子をじっとうかがっているのがわかった。

　彼女は整った顔立ちではあるが、陰いん気きな雰ふん囲い気きの少女だった。

「……マジであの子、嫌いやな感じだよね。いっつもジーッと姫のこと見ててさー」

「みどりのこと妬ねたんでんだよ。前のクラスではあいつも、お姫様気取りだったらしいし」

　サキエとフミエは顔をしかめて囁きあう。

　川田のぞみも、裕福な家の子らしい。

　しかし、みどりとはまったく正反対の扱あつかいを受けていた。

　のぞみは家が裕福であることを鼻にかけ、威い張ばっていた。

　しかしみどりは、威張ったりなどせず、誰にでもやさしかった。

　当然の結果として、みどりは姫と呼ばれて誰からも慕したわれた。

　そして逆にのぞみは、今ではクラスの女子のほとんどから無視され、あるいはいじめられている……。

　去年のクラスでは、金持ち自じ慢まんで姫と祭り上げられて、ちやほやされていたらしい。

　それが今年は正反対の扱いで、かつて自分が座っていた姫の座にはみどりが座っていて。

　きっと、妬うとましくて妬ましくて仕方がないのだ。

　それがありありとわかるから、サキエもフミエも不快そうに睨み返している。

「自分が姫ひめと呼ばれるかと思ったら、それがみどりだったから面おも白しろくないんだよ」

「ふんっ。みどりとテメーじゃ姫の器うつわが違うってんだよっ」

「あいつ、いつまでガンつけてるつもりなわけ？」

「本当だよねー。……みどりも不愉快でしょ。私、ちょっと言ってこようか？」

　フミエが物ぶつ騒そうな強面こわもてで席をがたりと立ち上がる。サキエも忠臣ぶりでは負けないとでも言わんばかりに、荒あら々あらしく立ち上がる。

「やめてよ、二人とも……」

　のぞみは毎日、クラスの誰かから、酷ひどい言葉を掛かけられたり、あるいは酷い悪戯いたずらをされたりしている。

　今日だって、誰からどんないじめを受けるか、わかったものではない。

　みどりは、こんな朝から、さっそくいじめられるところを見たくはなかった……。

　サキエとフミエは、一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感でのぞみを睨みつけている。

「………あんた、さっきから誰にガンつけてんのよ」

「文句あんなら言いなさいよっ。聞いてんのッ!?」

「…………………………」

　一言でものぞみが言い返したら、それをきっかけに〝キレる〟つもりなのだろう。

　それがわかってるから、のぞみも一言も言い返さない。……いや、言い返せない。

「やめてっ、二人とも…!!」

　みどりは、少しだけ大きい声で言った。

　敬愛する姫の大声に、忠臣たちは飛び上がって驚く。

「……朝からいじめなんて、見たくないの。……だからやめて。……ね？」

「姫………」

「……ちっ。川田ぁ、次、ガンつけたら容よう赦しやしねーからなっ」

　とりあえず、この場は収まってくれた。

　しかし、川田のぞみがクラス中から嫌きらわれているいじめられっこであることに、変わりはない。

　みどりが、いじめを見たくないと言ったから、クラスメートたちは少なくとも、みどりの前だけでは、いじめをしないだろう。

　もちろんそれは、いじめがなくなるという意味ではない。

　みどりは、のぞみを救ってやれないことを、気の毒にも思う。……庇かばってあげるべきなのではと思うこともある。
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　しかし実際、川田のぞみは高こう慢まんで、自分の家の方が裕福であることを威張っている。今でも、口を開くことを許されるなら、それを自慢して、みどりを見下したいのだ。

　……みどりも、世の中の不条理は理解している。

　どんなに親しく接しようとしても、世の中には仲良くなれない人間もいる。……それが、川田のぞみなのだ。

　だから、彼女へのいじめは、……辛つらいけれど、見て見ぬふりをするしかない。

　彼女だって、みどりにだけは庇われたくないと思っているのだから……。

　ごめんね……。みどりは心の中で謝る。

　でも、………こんなこと言ったら気の毒だけれど。

　私だって、みんなに好かれたくて、色々とがんばったり、気遣ったりしてることがあるんだよ。

　川田さんだってそれをすればいいのに、……どうしてしないの？

　家が裕福だって自慢したって、誰もいい顔をしないのに……。

　去年のクラスでは、それをちやほやしてもらえたかもしれないけれど、……誰もがお金持ち自慢を持て囃はやしてくれるわけじゃない。

　……いじめられてるのは気の毒に思う。

　でも、……どうして自分がいじめられているのか、……早くそれを受け入れて、……自分を直せるといいね。

　ここまで彼女がクラス中に目の仇かたきにされてしまっている以上、それは簡単なことではないだろう。

　でも、……お金持ち自慢の傲ごう慢まんをやめて、……少しずつ、みんなへの接し方を変えて。……心を少しずつ入れ替かえていけば、……友達も、作れるんじゃないかな。

　そうしたらきっといつか、……いじめられっこじゃなくなると思う。

　そしたらその時。……私とも、友達になろうね。

　その思いが、……のぞみに届いたと信じて。みどりは再びノートに目線を戻もどし、宿題の写しに勤いそしんだ。




「……………痛ッ！　……………」




　みどりは唐とう突とつな腕うでの痛みに顔をしかめる。

　骨が痛んだとか、古傷が疼うずいたとか、そんな痛みではない。

　もっとはっきりとした、……たとえるなら、透とう明めい人間に腕を叩たたかれでもしたかのような痛みだった。

　何事と思い、周りを見回すのだが、何事もない教室の光景が広がっているだけだ。

　サキエもフミエも談だん笑しようしている。……誰かがみどりを叩きに来て、それに二人が気付かないわけはない。

　……それ以前に。みどりはここでこうしてノートを取っているのだ。そのみどりに気け取どられずに、誰がみどりの腕を叩けるというのだろう。

　何か物が飛んできてぶつかったのかとも考えたが、そういう感かん触しよくではなかったし、第一、飛んできたらしき物体はどこにも転がっていなかった。

「……どうしたの？」

「………大だい丈じよう夫ぶ、みどり？」

　みどりの様子に気付き、フミエとサキエが心配そうに覗のぞき込んでいる。

「……うん、大丈夫。何でもないよ……」

　チャイムが鳴って、サキエとフミエがそれぞれ授業の準備にとりかかると、みどりはもう一度自分の腕を見てみた。やはり何もない。

　実は、……これが初めてではない。最近たまにこういうことが起こる。

　突とつ然ぜん、身体からだのどこかに痛みを感じるのだ。

　それは、何かが触さわった程度にしか感じない時もあれば、その場にうずくまってしまう程ほどの激痛であることもある。

　そしてその箇か所しよも、今のように腕であったりお腹であったり背中であったり、一定ではない。

　……最初の頃ころは、気のせいか何かだろうと考えていた。

　しかし、最近、この不思議な痛みを感じる機会が増えた気がする。

　ひょっとするとこれは、……何か、とても悪い病気なのではないだろうか…？

　あまりに酷いようなら、両親に打ち明けて、ちゃんと病院で見てもらった方がいいのかもしれない。




　　　　※




　……紅茶紳しん士しさん。……これって、何かの病気なの…？

　私が心の中でそう呟つぶやくと、……………宙に浮うくティーカップが現れる。

　そして、宙に浮くティーポットも現れ、………ティーカップになみなみと紅茶を注ぎ入れた。

　そして、カップを持ち優ゆう雅がに口にする男の姿が、ゆっくりと現れる……。

　この、派手なスーツをまとい、美しく笑う不思議な男の人を、私は紅茶紳士さんと呼んでいる。……いつも現れる時、紅茶を飲んでいるからだ。

　みんなが談笑する教室の中で、おかしなアレンジをしたタキシード風の格好で、立ったまま紅茶を嗜たしなむ謎なぞの紳士。

　無論、その姿は私以外の誰だれにも見えていない。

「今朝もアッサムがとても良い香かおりですねぇ。………おや。どうなさいましたかな？」

「……最近、突然、体が痛むことがあるの」

「おや。それはお稽けい古こに差し支えるほどのものですかな？」

「……それほどではないけれど…。……でも、いつも突然でびっくりするし…。何だか薄うす気き味み悪いし……」

「ならば、気にしないことです」

　紅茶紳士は、あっけらかんとそう言う。

「……気にしなくて、いいの…？」

「はい。……それに、そんなことを気にしている場合ではないのではありませんか？　今度のお芝しば居いは、とても重要な役ではありませんか」

「はい…。……台詞せりふも、すごく多くて覚えるのも大変です」

「今はそれに集中すべき時期ではありませんか？　他ほかのことに気を取られるのは、集中力を削そがれている証しよう拠こだと思いますがねぇ」

　それを言われると、言い返せない。

　今度、演劇部で演じたい役は、とてもとても重要で大切な役。

　自分が失敗すれば、お芝居の全すべてが駄だ目めになるとさえ言っても過言ではないほどの、重要な役。

　そんな私の緊きん張ちようが、ありもしない痛みを感じさせるのかもしれない。

　時に緊張が腹痛を引き起こすように、……これも、そういうものなのかもしれない。

「……そうですね。気にしても、仕方ないかもしれませんね」

「そういうことですよ。気になどしないことです」

　気にするなと、重ねて言われる。

　……もう、腕の痛みも消えている。

　私が納なつ得とくすると、紅茶紳士さんは姿を消す。

　彼は当然、人間ではないだろう。

　なら、何？　……オバケとか、……妖よう怪かい？

　その正体について、深く考えても意味はない。

　彼は紅茶紳士さん。私の前に現れた、不思議な人。

　彼が、かつての私を、生まれ変わらせてくれたのだ。




　　　　※




　放課後、演劇部の部室に行くと、既すでに部活は始まっていた。

　皆みんな、部長の指示のもと、熱心にストレッチをしている。

「ごめんなさい。遅おそくなりました」

　部室に入ると、誰もが一いつ瞬しゆん手を止めて、私を見る。

　敬愛だったり、憧あこがれだったり。遅ち刻こくしてきた身には、勿もつ体たい無ない眼まな差ざしだ。

「………ほら、ストレッチの続き！」

　部長が手を打ち鳴らす。彼も、みどりの姿に一瞬、見み惚とれていたくせに。

「楠木ー、お前、最近遅刻が多いぞー」

「すみません。ちょっと着き替がえるのに手間取ってしまって……。以後、気をつけますね」

　そう言って微笑ほほえみかけると、部長は分かり易やすいほど頬ほおを赤くして俯うつむいた。

「……まあ、気をつけてくれればいいんだけどさ……」

　上級生である部長は、先生たちからの信しん頼らいも厚く、女生徒達からもとても人気がある。

　だが、そんな彼でもみどりの笑顔一つでこの通りだ。

　クラスのお姫ひめ様は、演劇部においてもお姫様だった。

　いや、厳密には逆か。

　演劇部でお姫様だからこそ、クラスでもお姫様なのだ。

　舞ぶ台たい上の彼女が美しく輝かがやくからこそ、彼女は姫と呼ばれ、他のクラスどころか、他の学年の子にまで大勢慕したわれているのだ。




　みどりがストレッチをする場所を探して歩くと、それに合わせて、まるで花道でもつくるかのように他の部員達がスペースをあけてくれた。

「ありがとう」

　彼女が微笑んでお礼を言うと、みんな照れて俯いてしまう。

　みどり姫が微笑むだけで、花も恥はじらうというのは言葉通りの意味に違ちがいなかった。







　我が校の演劇部は、部員も多く、文化部なのにノリは完全に体育会系だった。

　部活の時は全員体操着に着替える。そして体力作りと称しようして学校の周りを走り込んだり、近くの河原に行って大声で発声練習を行ったりもする。ほとんど『ガラスの仮面』の世界だ。

　そして、毎学期末には発表会があり、全校生徒の前で芝居を上演することになっている。

　今日はその発表会の配役決めを行う重要な日だ。部員達はいつにも増して気合いが入っているようだった。

　基本的に芝居の配役は、部員がやりたい役に立候補し、顧こ問もんの先生と部長が問題ないと判断すればそれで決まる。一つの役に二人以上立候補者がいた場合は、みんなの前でオーディションとなる。

　今回の発表会での演目は、『六ろつ軒けん島じま』という古典作品。

　ファンタジーのようでもあり、ミステリーのようでもある不思議な作品だ。

　かなり難解な内容で、役者が心情を充じゆう分ぶんに理解して演じなければ、到とう底てい、メッセージを伝えることなどできない。

　かなり難易度の高い演目だが、顧問の先生は敢あえてこれを選んだのだ。

　主演の魔ま女じよ役に求められる演技力は、並なみ大たい抵ていのものではない。

　でも、それを見事射止めたいとみどりは願っていた。この演目を、そしてこの役を、……みどりにならできると信じてくれた先生の期待に応こたえたいのだ。




「……主役はみどりさんで決まりよね」

「当然よ……。魔女の役ができるのは、彼女以外に誰もいないわ」

　その魔女こそが、このお芝居の主人公。

　他にも登場人物が出てくるけれど。……もはや一人芝居と言ってもいいほど、魔女役の演技力がそのまま、お芝居の完成度を左右する大役なのだ。

　部員たちが、みどり以外の誰にも務まらないと囁ささやき合っている。

　恐おそらく、みどり以外の誰も、魔女役には立候補しないだろう。

　彼女と演技力で張り合おうなんて、おこがましいにも程がある。

　楠木みどりは、演劇部においては姫というより、女王の貫かん禄ろくを持っていたのだ。

　もちろん彼女も、自動的に魔女役をもらおうなどと甘えるつもりはない。

　そして自分の演技力を試ためす意味で、先生がこの演目を選んだことも理解している。

　だから、今日に備えて、ずっと魔女役をレッスンしてきたのだ。

　先生が厳しい眼差しでみどりを見ている。

　……見事、魔女役を射止めてみなさいという、挑ちよう戦せん的な眼差し。

　もしもみどりが、魔女役に不適ならば、この演目すらも撤てつ回かいするつもりかもしれない。

　それは即すなわち、……この『六軒島』という演目が、みどりのためだけに選ばれたも同然であることを意味していた。

　………先生、私を見て下さい。絶対に、魔女役に相応ふさわしい演技をお見せします。

　みどりもまた、決意を眼差しに込こめて、先生にそれを返すのだった。




　ほぼ魔女役が内定しているみどりと違い、その他の部員たちにとっては、無事に役を射止められるかどうか、まだまだ不安だった。

「あーあ、私、どの役にもつけなかったらどうしよう」

「雑用係になったら大変だよね。今回、小道具とかも多そうだし……」

「くす。それは心配しなくても大だい丈じよう夫ぶでしょ。ほら、全部一人でやってくれそうな子がいるじゃない」

　彼女たちの目が部室の隅すみに向けられる。

　そこには、みんなから孤こ立りつして一人でストレッチを行っている子がいた。

　………川田のぞみだった。

　そう言えば彼女も演劇部だった。誰とも目を合わせない様に俯いたまま身体を伸のばしている。

　そんな彼女を見ながら、他の部員たちは「ほんとブス」とか「キモい」などと口々に囁いている。

　みどりのところにまで声が届いているのだから、当ののぞみに聞こえていないはずがない。

　しかし、彼女は全く気にしない様子で黙もく々もくとストレッチを続けていた。おそらく必死に心を殺し、聞こえない振ふりをしているのだろう。

　クラスだけでなく、ここでもいじめられてるなんて。みどりは気の毒に思う。

　のぞみは、みんなに陰かげ口ぐちで言われるほどブスではない。……むしろ、顔立ちは美人の部類に入るだろう。

　金持ち自じ慢まんの傲ごう慢まんな笑みでなく、……心の底からの朗ほがらかな笑いを浮うかべることができたなら、もっともっと明るく輝くだろうに。

　……みどりもかつて、家の裕ゆう福ふくさを無自覚に自慢していたことがある。

　でも、幸いなことに、それが傲慢であると気付き、直すことができた。

　それができなければ、……川田のぞみは、みどりだっただろう。

　彼女が時折、みどりをじっと見ているように。

　みどりもまた、……時折、じっと彼女を見てしまうのだ……。




　　　　※




「何をぼうっとされているのですか……？　あなたの番ですよ」

「え？　……あ、ありがとう」

　紅茶紳しん士しが現れ、私に、番が来たことを教えてくれる。

　先生の前に歩み出て、何役に立候補したいかを宣言し、その演技を見せなくてはならない。

　私は、部員たちが床ゆかに座って静まり返る中、立ち上がり、一人、前へ出る。

「楠木さん。希望する役は？」

　先生が問う。

　私はその強い眼差しに負けないよう、力強く頷うなずきながら答える。

「楠木みどり。魔女役を希望します」

　誰だれもが予想していた結果の通りではあっても、みんなはおぉと低い声でどよめく。

「……結構。それでは、演技をいくつか見せてもらいましょう」

　複雑な台詞、複雑な言い回し。そして細やかな感情表現。

　今日までずっと頑がん張ばってきた成果が問われる。

　先生に演技を促うながされ、……私は静かに精神を統一する。

　その時、………また痛みが走った。

　……こんな時にまで、……また……。

　今度は肩かただった。

　もちろん、誰かが叩たたいたわけでもないし、何かが飛んできたわけでもない。

　でも、何かにどんとぶつかられたような突とつ然ぜんの痛み。

「楠木、どうかしたか？」

　よろめいた私に部長が声を掛けてくる。

「…………いいえ、何でもありません」

　一回、リラックスさせるように腕うでを回す。……もう、何ともない。

「どうしました？　いよいよ、今日までの成果を見せる時ですよ」

　紅茶紳士さんも励はげましてくれる。

　……やっぱり私、緊きん張ちようしてるのかな。

　それとも、川田のぞみを意識し過ぎてしまったせいだろうか。

　蘇よみがえるのだ。……彼女を見ていると、……生まれ変わる前の自分を見ているようで。

　私は、魔女役の演技を見せながら、……かつての、一学期の頃ころの自分を思い出していた………。







　生まれ変わる以前のこと。

　それは私にとっては前世のように遠くて。……そして時間的には、ほんの２ヶ月前の、一学期のことを指す。

　私にとってはもう、思い返すのもおぼろげな、遠い記き憶おくだ……。




「みどりちゃんてさ、何か高こう慢まんちきだよね。お金持ち自慢が過ぎるっていうかさ」




　クラスメートの少女の一人が、私を指して唐とう突とつにそう言ったのだ。

　彼女は容姿もよくて成績優ゆう秀しゆうということもあって、クラスでも人気のある、当時の私よりヒエラルキーのはるかに高い子だった。

　………そう。私が姫などと呼ばれてちやほやされているのは、遠い過去からのことではない。今学期になってからなのだ。

　私にとっては、前世のことのように遠いけれど、……それはつい、前の学期のことなのだ。

　その子のその指し摘てきは、……瞬またたく間にクラスメートたちに共有された。

　楠木みどりは、お金持ち自慢の高慢ちき。

　そうレッテルが貼はられ、三日と空けずに、クラス全員による私へのいじめが始まったのだ。




　それは、思い返すだけでも辛つらい日々だった。

　心が押し潰つぶされ、死んでしまいたいと思ったことも、一度や二度ではない。

　そしてそのいじめは、クラスだけでなく、演劇部にも伝染した。

　それまでは発表会の時には何かしらの役にはつけていたのに、雑用ばかりをやらされるようになった。

　仲の良かった部員たちも次し第だいにみどりと口をきかなくなり、私はクラスでも演劇部でも孤立した。

　まさに、……今の川田のぞみのように。

　あぁ、わかった。だから、……彼女を見ていると、…………疼うずくんだ。

　心の古傷が。……前世の古傷が。




　そんな、ある日。

　私は出会ったのだ。

　紅茶紳士と名乗る、人ならざる存在に。




　　　　※




　その日、みどりは演劇部の雑用を全すべて押し付けられ、日が落ちてからも部室に残って小道具作りを行っていた。

　段ボールに銀紙を貼った剣けんを作りながら、これが本物だったら、と思った。

　部内でみどりを虐いじめるリーダー格の子は、今回の演目で主役を演じる。ラストシーンで、彼女はこの剣で胸をついて自害するのだ。

　体育館のステージが彼女の血で真っ赤に染まることを、根暗に想像する。だが、すぐにそれが、下らない妄もう想そうだと思い直した。

　演劇部に入ったのは、……舞ぶ台たいの上での輝かがやかしい瞬しゆん間かんを求めてだった。

　なのに、今の自分は何の役にもつけず舞台にも上がれない。……許されているのは、こんな時間までの、たった一人での小道具作り……。

　悲しくて悔くやしくて。

　でも、思い返してみれば、事の発ほつ端たんは全て、自じ業ごう自得のような気もして。

　……お金持ち自慢の高慢ちき、というレッテルを貼られる前に戻もどることができたらと、ひとり悲しく夢想していた…。

　涙なみだを零こぼしたって、仕事は終わらない。

　みどりは大きく深呼吸をした。……薄うす暗ぐらい部室のカビと塗と料りようの臭においが、鼻を通り抜ぬけていった。

　……しかし、もう一度、深呼吸をした時。みどりは不意に、香こうばしい素す敵てきな香かおりを嗅かいだ気がした。

　それはあまりにこの場には不似合いな、………紅茶の香りだった。

　思わず部室を見回したみどりの目は、ある一点に注がれた。

　………閉じられた窓の前に、湯気のたつティーカップが浮いていた。……そう、浮いていたのだ。何もない空中にふわふわと。

　小道具作りに疲つかれ切っていたせいもあっただろう。……みどりはただ呆ぼう然ぜんと、その不思議な光景を凝ぎよう視ししていた。

　…………自分が見ているのは幻まぼろしに違ちがいない。

　毎日のいじめと小道具作りの作業で、心身共に疲れきっていたみどりは、そう思い込もうとした。

　だからそのティーカップがいきなり喋しやべりだした時にも、大して驚おどろきはしなかった……。

「……このような時間まで部活動とは。……熱心なお嬢じようさんですねぇ」

　成人男性の声だった。若いのかお年寄りなのかすらわからない、まるでエコーでもかかったのかの様な不思議な響ひびきのある声だった。

「失礼。驚かせてしまいましたか……？」

「い、………いいえ」

「ふむ。……どうやら、お嬢さんの心のチャンネルと、私の波長が偶ぐう然ぜんにも合ってしまったようですね」

　ティーカップが動きながら、そう喋る。

　次第に、それは透とう明めい人間が手にティーカップを持っているのだと理解できるようになる。

　すると、まるでカメラのピントが合うみたいに、………ティーカップを持つ、男の姿が見えてくるようになる……。

　それは、タキシード…？　をアレンジしたような、不思議な服を着た大人の男性だった。

　……先生には見えない。もちろん生徒にも見えない。

　しかしその奇き抜ばつな服装は、むしろ演劇部にぴったりのようにも思えた。

「おや。すっかり私の姿が見えるようになったみたいですねぇ」

　不思議な男は、にっこりと微笑ほほえみながらもう一度、紅茶をすする。

「こんばんは、お嬢さん。……部活動に熱心なのは良いことですが、女の子には少々、遅おそ過ぎる時間ですよ」

　それが、みどりと紅茶紳士の、初めての出会いだった。

　紅茶紳士は、小道具作りを手伝ってくれたわけではない。

　しかし、窓辺でティーカップを傾かたむけながら、みどりの身の上話に静かに相あい槌づちを打ってくれた。




「……可哀かわい想そうに。クラスにも部活にも居場所がないとは、実に気の毒な限りです」

「クラスは、……別にいいんです。元々、学校なんて、好きじゃなかったし」

「では、あなたが悲しんでいるのは、……演劇部のことなのですね」

「私、……本当に演劇が好きなんです。………舞台の上では、色んな自分になれる。別の世界や、別の人生が体験できる。それが好きで、演劇部に入ったんです」

「……なのに、あなたは理り不ふ尽じんに扱あつかわれ、今や小道具作りを押し付けられるこの扱い。……お気の毒なことです」

「………………………………」

　みどりは手を止め、……しくしくと涙を零こぼす。

　小道具作りがしたくて、演劇部に入ったわけではないのだ。

　輝きたかった。声せい援えんを浴びたかった。

　クラスでいじめられようとも、……せめて舞台の上でだけでも輝けたなら、まだ堪たえることはできたのだ。

「………可哀想に。……しかし、これも何かの縁えんです」

「縁、って……？」

「私たちが望まずして姿を見ることができるニンゲンは、なかなか存在しませんよ。私と貴女あなたのこの出会いは、とても奇き跡せき的なのです」

　確かに奇跡だろう。

　人の人生において、人ならざる者と出会う機会など、普ふ通つう、あるわけもないのだ。

「せっかくの機会です。……私の力で、あなたのささやかな夢を一つ、叶かなえてあげましょう」

「私の、……夢………」

「あなたは、クラスでどんなにいじめられようとも、舞台の上で輝けたならそれで満足とまで仰おつしやいました。……演劇部員として、実に見上げた根こん性じようです。それに敬意を表し、……そんなあなたの夢を一つだけ、一度だけ叶えてあげましょう」

　男はそう言うと、左手をツイと上げる。

　すると、部室の隅すみに積まれた、舞台脚きやく本ほんを詰つめた段ボール箱がいくつも、ふわりと浮うき上がる。

　そこから何冊もの舞台脚本が飛び出し、……みどりの周りを、ゆっくりと漂ただよいながら回り始める。

「お好きな役を選んで下さい。あなたにその役を与あたえてあげましょう」

「ほ、本当に……？　ど、どんな役でも……!?」

「えぇ、どんな役でもですよ。悪を倒たおすヒーローにも愛を囁ささやかれるヒロインにも。望むなら犬にも猫ねこにも、背景の木の役にだってして差し上げますよ……」

　いくつもの素敵な舞台脚本がみどりの前を過よぎる。

　どの脚本も、どの役も、……憧あこがれて止やまなかったものばかり。

「一つだけ、選んで下さい。それを以もつて、私たちの契けい約やくと致いたしましょう」

「……契約って……？」

「すでにご想像されていると思いますが。私はニンゲンではありません。……むしろ、ニンゲンの皆みなさんの魂たましいのカケラを少々。お裾すそ分わけしてもらって糊こ口こうを凌しのぐ身です」

　みどりもすぐに察する。

　どんな役でも。一つ願いを叶える代わりに、……魂を渡わたすという契約をせよと言っているのだ。

「おっと。誤解させてしまいましたね。……私は決して、死神ではありません。私と契約したからといって、あなたのお命を頂ちよう戴だいするような物ぶつ騒そうは致しません。魂のカケラをほんの少々。かじらせてもらう程度です。あなたには自覚できない程度のわずかですので、どうぞご心配をなさいませんように……」

　男はそう言ってにこやかに笑う。

　……その笑いは確かに、命と引き換かえに…、という物騒さは感じさせないものだった。

　みどりは、逡しゆん巡じゆんせず決断する。

　このままの日々を繰くり返したって、……自分の心は日々、殺されていくだけなのだ。

　なら、彼と契約しよう。

　日々、緩かん慢まんに殺されていくくらいなら。………自らの意思で魂のカケラを支し払はらい、何かを切り開く方がずっとマシだ。

「素晴らしい。……あなたの心の強さに敬意を表します。……あなたは必ずや得るでしょう。この貴重な機会を活いかし、それを切っ掛かけに、まったく別の人生を切り開けると。……あなたは必ずや今夜の奇跡を活かし、生まれ変われるに違いありません」

　時に、舞台の上での神秘体験が、……実生活にも影えい響きようを及およぼすことはある。

　そう。これはみどりにとって、一度だけお芝しば居いで抜ばつ擢てきしてもらえるというだけの奇跡ではない。

　これを機会に、……自分を、人生を、運命を、変えるのだ。

　彼はそのチャンスを与えてくれた。……でも、掴つかむのは私なんだ。

　絶対に掴む。……そして、変えるんだ……。

　そして私は、………役を、選んだ。

「……あなたのことは、何て呼べば……」

「そうですね。……では、私の大好きな紅茶にちなみ。紅茶紳しん士しとでも名乗るとしましょう」




　　　　※




　そして、紅茶紳士は約束を守った。

　次の演目で、私は大抜擢を受けたのだ。

　その役の子が本番の直前に部長と大おお喧げん嘩かをして、部を飛び出してしまったのだ。

　私は偶然にも、彼女の不在の折に代役を務めるため、その台本を熟読していた。だから、本当の代役が見つかるまで、仮ではあるが大抜擢を受けることとなったのだ……。

　………それは私が願って止やまなかった、可か憐れんな可憐な、……お姫ひめ様の役だった。




　私など、突とつ然ぜんの穴に抜擢された、あくまでも急場凌ぎ。……先生も部長も、誰だれも期待などしていなかった。

　でも、私はその役に、全ての魂をぶつけた。

　紅茶紳士さんが与えてくれた、たった一度のチャンスに、……いや、一度と知るからこそ、全てをぶつけたのだ。

　お稽けい古こも舞ぶ台たいの上も、……頭の中は真っ白だった。

　それは緊きん張ちようしていて真っ白だった、という意味じゃない。

　私の全てを、内側が空っぽになるくらいに、全て全て出し切ったという意味。

　全てが無我夢中。……舞台が幕を下ろすまで、何も記き憶おくに残ってはいなかった。

　……だから、全てが終わり、我に返った時。

　私は割れんばかりの歓かん声せいと拍はく手しゆの中にいた。

　何が何やら、わからない。眩まばゆいスポットライトに照らし出され、目が眩くらんでしまい、何もわからない。

　主演の部長が私の手を取って、………アンコールに応こたえてあげる。

　その時、私はようやく理解し、実感した。

　舞台は、……私のお姫様の役は、……大成功に終わったのだ……。

「紅茶……紳士さん…………」

「お見事でしたね。ここでずっと見ていましたよ」

　舞台袖そでのカーテンの陰かげで。紅茶紳士さんもずっと手を叩たたいていてくれた。

「あなたの……お陰です……。……私は、………最高の役を得ました……」

「えぇ。私はあなたの望む最高の役を与えました。しかし、それを演じ切ったのはあなたの力ですよ。……この大歓声に讃たたえられるに相応ふさわしい、素晴らしい才能でしたよ」

「………嬉うれしい……。……嬉しいです……。……私、……眩まぶし過ぎて、……何も見えない……」

「もう、あなたは生まれ変わったのです。チャンスを得て、貴女が掴んだ。……その力を忘れずに。あなたの人生を切り開き、ますますに豊かなものにしてくれるでしょう」

「忘れませんっ。私、……今のこの気持ちを、絶対に……」

「それと、私との約束も、お忘れなく」

　紅茶紳士はにやりと笑い、それだけを言い残すと姿を消す。

　でも、今この場で魂を抜ぬき取られて殺されたとしても。……構わないくらいに、私は絶頂の中にいた。

　奇跡の大抜擢。奇跡のお姫様。

　私はその日より、みどり姫と呼ばれ、学校中の女子から憧れられ、一目を置かれるようになったのだ……。




　　　　※




　そして夏休みが終わって、新学期になると。

　一学期の頃ころが嘘うそだったかのように、みどりに対するいじめは、綺き麗れいさっぱりなくなっていた。

　かつてみどりをいじめていた子たちは、皆みんな、それがまるでなかったかのように振ふる舞まった。

　みどりをちやほやし、姫と呼んで持て囃はやしてくれた。

　最初はちょっぴり、何て調子のいい人たちとも思った。

　でも、手の平返しではあっても、………尊敬し、敬愛してもらえるのは悪い気持ちではない。

　……そこで浮かれたくなる気持ちを、彼女はぐっと堪える。

　もう、お金持ち自じ慢まんの高慢ちきなんて、絶対に言われないようにしよう。

　あのお姫様のように、……可憐でやさしくて、誰からも愛される心の美しいお姫様になるんだ……。

　みどりはあの舞台を機に、生まれ変わったのだ。

　今ではもう、一学期のことなんて、誰も覚えていない。

　男子なら、みどりが側そばを通り過ぎるだけで、見み惚とれて顔を赤くし。

　女子なら、みどりに憧れ、友達と呼んでもらいたがる。

　みどりのわずかの振舞いに、みんなは一いつ喜き一いち憂ゆうする。

　みどりの何気ない何かが、まるで偉い人じんのように扱あつかわれ、学校の伝説になっていく。

『みどりちゃんって凄すごいよね、かっこいいよね！　私もあんな風になりたいっ』

『みどり姫、マジ可憐……。一度でいいから、名前呼んで微笑ほほえんでくれねぇかなぁ……』

『みどり姫、主演の演劇、またやらないのかな！　演劇部、目が離はなせな～い！』

『さぁっ、レッスンレッスン！　浮かれないで！　基き礎そを忘れずに！』

『……楠木の実力を見誤ってたよ。これまでを申し訳なく思う…』

『いいんですよ、部長。私、これからもお稽古をがんばって、もっともっと素敵な演技が出来るように努力しますね』

『さすがみどり姫～……。何であんな素敵な子が同じ部にいるのに、私たちはずっと気付かなかったの？』

　教室でも部室でも、みどりを賞賛する声が溢あふれる。

　それらはみどりに自信と勇気を与えた。

　そしてみどりも慢まん心しんすることなく、稽古に励はげみ。何より、誰からも愛される自分になろうと、心を入れ替かえた。

　心が変われば、それは身体からだも変わる。

　いつも俯うつむいて猫ねこ背ぜだった背筋はピンと伸のび、美しい姿勢に変わった。

　声にも凜りんとした響ひびきが宿り、その声を聞いた人は思わず振り返らずにはいられなくなった。

　顔も、誰もが溜ため息を漏もらしたくなるほどに美しく変わっていった。

　もう、一学期の彼女とはまるで別人。

　まさに、彼女は生まれ変わったのだ。




　今日もみどりは部活動に勤いそしんでいる。

　校庭を走り込んでの体力作り。

　他の部活の子たちが、みどりの姿が見える度たびに、手を振ったり声せい援えんを送ったりする。

　………私、本当に幸せだ………。

　みどりはこうして、……誰からも愛される〝姫〟になったのだ……。

「…………たった一つの小さな切っ掛けで、ニンゲンはここまで変われるものなのですねぇ」

　校舎の物もの陰かげで、誰にも見えないティーカップが、ツイっと傾かたむく。

「ですが、みどりさん？　一応、これ。……ギブアンドテイクですので、その辺りだけは、お忘れないようお願いしますよ。……っくっくっく」

　もう一度、ティーカップが、ツイっと傾いた。







「結構ですっ」

　先生がパンと手を打つ。

　……私は魔ま女じよ役の演技を止やめた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、先生と部長が無言で頷うなずき合う。

「合格です。楠木さん、あなたを『六軒島』の主役に決定します」

「あ、ありがとうございますっ」

「みんなも楠木の演技をよく見て、各自、自己研けん鑽さんに励めよ…!!」

「「「はいッ！！！」」」

「みどりっ、魔女役おめでとう!!」

　温かな拍手が広がっていく。

　そんなに思い切り叩いたら、手が痛くなるんじゃないのと、こっちが心配してしまうほどの大きな拍手だった。

「あの可憐なみどり姫が、今度はミステリアスな魔女役に挑ちよう戦せんなんて…。すっごい反はん響きようがありそうだね！」

「もちろんっ。みどり姫が主演の大作だもん。すごい話題になるよ！」

「発表会、ものすごい盛り上がりそう！　うわぁ、今から緊張するー！」

「……わ、私たちも、足を引っ張らないようにしないとねー」

　拍手の中、花道を歩くかのような気持ちで、……私は自分の座る場所に戻もどる。

　………前回は、突然の降板による穴あな埋うめの抜擢だった。

　しかし今回は違ちがう。実力で役を掴み取った。

　たった一段だけれども、確実に踏ふみ越こえた。そんな達成感があった。

　………みんなの拍手に包まれながら、座る時。

　また、………川田のぞみと目が合った。

　みんなは満面の笑えみで祝福してくれているのに、………彼女だけは違った。

　ただ、ジッと私を見ていた。

　その瞳ひとみからは何の感情も読み取れない。わかるのは、祝福の気持ちがないということだけ。

　……そんな彼女の姿に、まるで一学期の頃の自分を見ているような、……不安と焦しよう燥そうを覚えてしまう。

　何で、そんな嫌いやな目でずっと私を見ているの…？

　………わかってる。……私が、妬ねたましいんだよね……？

　かつては自分がお姫様だとちやほやされてたのに、……今ではお金持ち自慢の高慢ちきだと嫌きらわれ、いじめられ。

　……それがかつての自分そのものだから、……痛いくらいに彼女の胸中がわかるのだ。

　でもね、川田さん。

　変われるよ、人間は。

　あなたは、かつての私。

　その私も、たった一度のチャンスで、自分が生まれ変わるほどの変化を得た。

　ならあなたにだってきっと。そんなチャンスがやがてあるよ……。




「…………痛ッ、…………………」




　その時、何の前まえ触ぶれもなく、また、………痛みが走る。

　足に、思わず身をよじってしまうような激痛が。

「……ちょっと、みどり。……大だい丈じよう夫ぶ…？」

「顔色悪いよ？」

「………ん、……大……、丈夫………」

「保健室行った方がいいよっ。私、付き添そうよっ」

　みんなが私の身を案じる。

　もう何度目になるかもわからない、突とつ然ぜんの謎なぞの痛み。

　……良い機会かもしれない。一度、保健室で見てもらおう。

　きっと、緊きん張ちようのし過ぎなんだ。普ふ通つうの人は腹痛に出る。……私はきっと、それが体の痛みに出るタイプに違いない。

　リラックスしてれば大丈夫と、保健の先生に太たい鼓こ判ばんを押されれば、またがんばれる…。

　私は部員の肩かたを借りて、保健室へ向かうのだった……。




　　　　※




「特に異常はないみたいね」

　保健室の先生はあっさりとした口調でそう言った。

　足に感じていた痛みは、保健室にくるまでに完全に消えていた。

「何もないのに、突然、痛くなるなんて。………もし、頻ひん繁ぱんに繰くり返すようなら、大きな病院で見てもらった方がいいわね」

「い、いいえ、大丈夫です。私、緊張したり疲つかれたりすると、痛みを感じるタイプなんだと思うので……」

　それを友達が大おお袈げ裟さがっちゃって。……大おお騒さわぎしちゃってすみませんでしたと、みどりは謝る。

　病院には行きたくなかった。

　もしも本当に何か悪い病気だとしたら、発表会に出られなくなるかもしれない。

　せっかく主役を演じることが決まったのに、それだけは絶対にごめんだった。

　もう平気だと言われては、保健の先生に何もできることはない。不思議なこともあるものだと、鉛えん筆ぴつを鼻の下に挟はさんで小首を傾かしげる。

　特に異常はない。……その言葉にみどりは少し安あん堵どするが、ならばこの痛みの正体は何なのかと、かえってもやもやした気持ちになるのだった。

　かつては十日くらいに一度、唐とう突とつに痛む程度だった。

　しかし、少しずつその頻ひん度どが増えてきた気がする。

　痛みも、かつては触さわる程度や、あるいは鈍どん痛つう程度だったのに、最近は顔をしかめてしまうような激痛も多い。

　これからは、発表会に向けて、ますますにお稽けい古こに集中していかなければならない。

　なのに、このおかしな痛みがどんどん酷ひどくなっていったら、きっと差し支つかえるに違いない……。

「…………気にしないことですよ。痛みなどに、かまけているほど貴女あなたはお暇ひまではないでしょう」

　いつものように突然現れた紅茶紳しん士しが、穏おだやかにみどりを諭さとす。

「紅茶紳士さん……」

「あの、舞ぶ台たいの上での集中力を忘れてしまいましたか？　貴女は発表会に向けて、役作りに励まねばなりません。それが疎おろそかだから、痛みなどというものが気になってしまうのではありませんか？」

「……………………」

　痛みのことなど気にするな。

　紅茶紳士さんは、いつもそう言う。

　確かに、気にしても仕方がないのなら、彼の言う通りだ。

　結局は、自分の集中力が足りないから。

　舞台のことだけを考え、お稽古に専念したなら、こんな痛み、気にもならないはず……。

　みどりはそう納なつ得とくし、先生に頭を下げてから保健室を出る。

　……紅茶紳士はそれを背中で見送りながら、紅茶のティーカップを傾ける。

「そうですか。……痛みの頻度が、増しているのですか。……っくっくっく、それは困りましたねぇ……。っくっくっくっく……」

　人ならざる者にしか聞こえない笑い声を残し、紅茶紳士の姿は消える。




　………人ならざる者にしか、聞こえない。

　だから、それを人ならざる者が聞いていた。

「……………………」

　薬品棚だなの物陰から、恐おそる恐る毬まり枝えが顔を覗のぞかせる……。

　その手には、職員室かどこかからちょろまかしてきた、栗くり饅まん頭じゆうが握にぎられている。

　……美お味いしそうなお茶ちや菓が子しを見つけたので、彼ひ岸がん花ばなにお裾すそ分わけを持ってきたのだ。

　ちなみに、毬枝にはどういうわけか、お茶菓子を発見するという奇き妙みような才能が、……死後に発現したのだった。

　彼岸花は留守だった。

　代わりに、………見慣れない男の姿を見てしまった。

「……誰だれ、……だろう。……今の人は……」

　人ならざる者の直感が、紅茶紳士もまた同類であることを毬枝にも報しらせる。

　……妖よう怪かいだろうか。

　先に出て行った女の子に、取り憑ついてるように見えた。

「…………………………」







　翌週から始まった『六軒島』の稽古は想像以上に大変だった。

　まず、何よりも台詞せりふが多い。一人芝しば居いと言っても過言ではないほどに、主役の台詞量が膨ぼう大だいなのだ。

　覚えるだけでも大変だし、その一つ一つの言葉の意味をきちんと理解した上で、感情を込こめねばならない。

　１シーンだけでも相当な集中力を必要とする。

　相手役との呼吸が一つ合わなかったりするだけで、途と端たんに台詞が出てこなくなったり、小道具の扱あつかいを間違えてしまったりする。

「ほら、楠木さんッ。体だけで演技しては駄だ目め！　心から演技しなさいッ！　もう一度やり直し!!」

「……みどり、すごいよね。よく、あんな長い台詞、覚えられるよ…」

「大変な役だよね…。あんなのみどり姫ひめ以外には不可能だよ……」

　部員たちはみどりの演技を素す晴ばらしいと褒ほめるが、先生は容よう赦しやない。

　無論、みどりも、その期待に応こたえるため、全力で稽古に臨のぞんでいた。

　……かつては、好きな演劇のためとは言っても、体力作りや柔じゆう軟なん体たい操そうなどは苦手だった。

　でも、今は全然、苦にならない。

　あの日の、舞台での感動が、眩まぶしく記き憶おくに焼きついている。

　あの感動をもう一度得られるなら、どんな苦しい稽古にだって耐たえられる。

　そんなみどりが流す汗あせは、透すき通っていて輝かがやいていた。

「…………ふぅっ……」

　一息入れて汗を拭ぬぐっていると。………部室の片かた隅すみで衣い装しようの綻ほころびを直す、川田のぞみの姿が目に入った。

　……彼女は今回も、何の役も得られなかった。

　誰もが予想した通り、今回も雑用係を押し付けられた。

　発声練習も柔軟体操も、何の役にも立たない。

　相変わらず、ひとり暗く孤こ立りつして、……時折、みどりに妬ねたみの眼まな差ざしを向ける。




　　　　※




　……川田さん。妬んだって、何も変わらないんだよ。

　そうやって、押し付けられた仕事だけを、渋しぶ々しぶとやっている内は、何も変われない。

　……私だって、かつては雑用係だった。夜の遅おそくまで小道具作りをさせられた。

　でも、夢は諦あきらめなかった。

　こっそり台本を読み、お姫様役の台詞を全すべて頭に叩たたき込んだ。

　誰もいない薄うす暗ぐらい部室の鏡に向かって、たったひとりでずっとずっと稽古をしてきたのだ。

　だからこそ、……突然の抜ばつ擢てきにも応えることが出来たのだ。

　……私だって、みんなを妬んだことはある。でも、努力をしたんだよ。

　努力をしなきゃ、チャンスだって掴つかめないんだよ。

　私は掴んだ。だから手放さない。全力で、……自分とその役を、全まつとうするからね。

　のぞみが顔を上げる。……目が合った。

　その目は、無気力で、相変わらず何を考えているかわからない。

　……でも、今日は何か違ちがう。

　少し、ぞっとするものを感じさせた。

　彼女が訴うつたえるのだ。……彼女の、目が。

　………私だって、……ただ妬んでるだけじゃ、ないんだよ、……と。

　のぞみの傍かたわらに、開いたままの『六軒島』の台本が、そのまま伏ふせて置かれている。

　衣装の綻びを直す仕事に、台本が必要とは思えない。

　彼女は、ただ妬んでいるわけではない。

　……うかがっているのだ。……虎こ視し、眈たん々たんと。

　誰もが私以外に適任はいないと言って、〝諦める〟魔ま女じよの役。

　もし、……私が、発表会の直前に、……体調不良か何かで、突とつ然ぜん、降板するようなことになったなら。……誰にも代役を務めることはできない。

　……私が、……落ちることを見み越こして、……耽々と台本を読んでいる彼女を除いて……。

　そうか……、そういうことか………。

　私は根こん拠きよなく、理解する。

　日ごとに増していく謎なぞの痛み。

　……きっとこれは、川田のぞみの呪のろいか何かなのだ。

　私が突然のお姫様役の降板によって、大抜擢を受けたように。……彼女も私が、突然降板することを願っているのだ。

　楠木みどりにできたことなら、自分にできないはずはないとでも言うつもりだろうか。

　……無感情な、……見ているだけで不快になる、その眼差し。

　きっとそれが、……私に、おかしな痛みを送っているに違いないのだ……。

「みどり？　どしたの？」

「………っ」

　友達に呼ばれ、我に返る。

　……川田さんが、私に呪いを送って、それで体が痛むなんて、……私もおかしなことを考えてしまう。……疲つかれてるのかな。

　でも。

　私に、紅茶紳士さんという不思議な存在が現れて力を貸してくれたのだ。

　彼女にも、不思議な何かがあったとしても、おかしくはないのかもしれない。

　……うん。紅茶紳士さんの言う通りなんだ。

　気にしたら負けだ。彼女が私の代役を狙ねらっているかどうかなんて、関係ない。

　私が完かん璧ぺきな魔女役で、発表会に臨むだけのこと。全ては、私個人の問題なのだ。

　……気にしたら負けだ。……負けて、堪たまるか……。




　そうとも、川田のぞみの不気味な眼差しに怯おびえている時間など、私にはないのだ。

　発表会に向けた、猛もう稽げい古この日々が続いた。

　一分たりとも無む駄だにできる稽古などなく、時間が経たつのが本当にあっという間に感じられた。

　部活を終えて家に帰る頃ころにはいつも夜。夕食もそこそこに済ませると、ベッドに倒たおれ込み泥どろの様に眠ねむってしまう。それの繰くり返しだった。

　体力的には辛つらいけれど、……最高に充じゆう実じつした日々だった。

　………痛み。……それさえなければ。

　あの不思議な痛みの間かん隔かくが日に日に短くなっていた。







「……みどり？　どうしたの？」

「…………何でもないの……。ごめんね……」

　あまりに頻ひん繁ぱんが過ぎると、周りに不ふ審しんに思われてしまう。

　すでに一度、保健室沙ざ汰たになっているのだ。……騒さわがれたら、降板させられてしまうかもしれない。

　お手洗いに行って来るからと誤ご魔ま化かし、ひとりになる。

　さっきの激痛も、……いつもと同じ。

　相変わらず傷らしい傷はどこにもない。

　……もう、嫌いやになる。

　一度は振ふり払はらった考えだけれど、……やはりこれは、川田のぞみの呪いなのだろうか。

　だって、痛みはいつも、学校にいる時に限られる。

　さらに言えば、川田のぞみが近くにいる時に感じることが、多い気もする。

　この痛みの時も、振り返ったら彼女の眼差しがあったから。

　……やっぱり。

　負けて堪るものか、……堪るものか……。

　私は絶対に発表会に出る。降板など絶対にしない。

　一度掴んだチャンスは、絶対に手放さない。

　……悪いけれど、……川田さんに、絶対に譲ゆずるものか………。

　発表会までもう何日もない。

「気にしないことです。そのようなことに、心を割さく余よ裕ゆうなど貴女あなたにはないではありませんか」

　紅茶紳しん士しさんは繰り返す。気にしないことですと。

　……気にしない、気にしない。

　おかしな痛みなどに……、負けるものか………。







　しかし。

　私を蝕むしばむ謎の呪いは、……〝痛み〟だけではなかった。

　それはある日の給食の時間だった。

　給食係によそってもらったカレーを持って席に戻もどると、サキエやフミエら、他の取り巻きたちが一いつ斉せいに集まってくる。

　囲まれながらの楽しい昼食。……いつもの光景だった。




「姫、大だい丈じよう夫ぶ？　最近、顔色良くないみたいだけど……」

「そ、そう……？　気のせいよ。気にしないでね」

「稽古、ほとんど毎日なんでしょ？　無理しないでね」

「だけど、みどりが主役の舞ぶ台たいが見れるなんてすっごい楽しみ。今週末だよね？　頑がん張ばってね、みどり！」

　痛みの呪いは、やはり私を疲ひ弊へいさせているようだった。

　素そ振ぶりを見せているつもりはないのだが、いつも身近にいるサキエたちにはわかるようだった。

　……お姫様が病気、なんてことになったらきっと、みんな大おお仰ぎように大おお騒さわぎする。

　そうしたら演劇部にも話が届いて、………先生や部長の耳にも入って……。

　………冗じよう談だんじゃない。

　絶対に降りない。……発表会で、舞台の中央でスポットライトを浴びるのは私なんだから。

　こんな呪いに、………川田のぞみに、………負けるものか……。




「ねーねー、昨日の『シーキャット』のアニメ見たぁ？」

「見た見た！　欠かさず見てるよ～！　声が素敵だよねっ、斧おのさん最高～！」

「ってゆうか、声優みんなすごいよね！」

「ねぇねぇ、みどりは誰が好き!?」

「……え？　………あ、……うん。私、帰るの遅いから、ほとんど見てないの」

　毎日、遅くまで稽古なので、帰る頃にはとっくに放送が終わっているのだ。

　好きな作品だけれど、今はまったく興味ない。……発表会に、集中しなきゃ。

　サキエたちは、私が連日の稽古で疲れているのだろうと察し、自分たちだけで勝手に盛り上がってくれた。

　私はそれをぼんやりと聞きながら、作業の様に給食を口に運んだ。

　安っぽいカレーの味が口の中に広がる。

　食しよく欲よくは全然なく、一口食べるのにもかなりの時間がかかった。

　でも、無理矢理でも食べなければならない。

　今週に入ってからは毎日のように本番用の衣装を着けて通し稽げい古こをしている。食べなければ身体からだが保もたないのだ。

　その時、……またあの、呪いの痛み。

　今度は後頭部だった。誰だれかに激しく叩かれたかのような痛み。

　どうせ振り返っても誰もいないので、もはや私は振り返りさえしない。

　代わりに、川田のぞみの背中を憎にく々にくしげに睨にらむのだ。

　……悔くやしい。

　何の証しよう拠こもない。でも、絶対に川田さんのせいだって、わかってる。

　でも、気にしたら負けだ。

　こんな呪いで、私を妨ぼう害がいすることが彼女には関の山なのだ。

　あんたなんかに、私の役は譲らない。……負けるものか、絶対、絶対。

　下した唇くちびるを噛かみ締しめながら、……目を給食に戻す。

　すると。……ゆらりと、……給食のカレーが、歪ゆがんだ気がした。

　湯気とか、そういう感じじゃない。……疲れ目？　……そんな感じだった。

　私は霞かすんだ目を擦こすり、違い和わ感を覚えるそれを凝ぎよう視しする。

　……たった今、自分が食べている、給食のカレー。

　そこに、……ゆらりと、………黒い物が混じるのだ。

　中から浮ういてきた？　……そんなはずない。

　でも……、……そのカレーには、……無数の、……虫の死し骸がいがあった……。

「ッ!?　……………………ッ!!!」

　あまりの驚きよう愕がくに、窒ちつ息そくしそうになる。

　カレーの上には、……紛まぎれもなく、それらがぶちまけられていた。

　私が川田さんを睨んでいる間に誰かが悪戯いたずらしたとか、カレーの下から浮いてきたとか、そんなことは断じてありえない。

　私の目の前で。それはゆらりと、現れたのだ……。

　てらてらと黒光りする虫の背中。節の様な脚あし、髪かみの毛の様な触しよつ覚かく。

　それらが茶色いカレーのルーと白いライスに混じっている壮そう絶ぜつな光景。

　私の手はスプーンを握にぎり、そこにずっと突つき立てたままだった。

　さっきまではそれは、カレーの中に突き立てられていたのだ。

　しかし今は、カレーだけじゃない。

　……先割れスプーンは、……深々と、……黒い昆こん虫ちゆうに、……突き刺ささっていて。

　そこから、何色とも形容し難がたい、体液と内臓を溢あふれ出させているのだ……。

　私は食べていた物を全すべて吐はき出しそうになり、慌あわてて口を押さえる。

　目の前にあるそれのせいだけで、嘔おう吐とを覚えたわけじゃない。

　……さっきまで食べていた物の中にも、……それが混じっていたのではないかと感じて、……ぅ、……うぅううぅぅ……。




「ちょっと、大丈夫!?」

「どうしたの、みどり!?　気分悪いの!?」

　私の様子にサキエたちが気付き、不安そうに声を掛かける。

　……やっぱり。彼女らには、このカレーの異常が見えていない。

　痛みと同じ。……私だけに感じられる、〝呪のろい〟なのだ。

「どうなさいましたか？」

「……紅茶紳士さんにはこれ、……見えていますか」

「…………………。私から貴女に申し上げることはただ一つ」

「気にしないことです…？」

「っくっくっくっく。その通りです」

　紅茶紳士さんは他ひ人と事ごとのようにくすくすと笑う。

　……見えている。

　彼にも、このカレーの惨さん状じようが見えているのだ。

　その時、……私の頭の中で、……嫌なピースが合わさり、一つの想像を形作る。

「……紅茶紳士さん、ですね……」

「おや。何の話ですかな？」

　私が問うと、紅茶紳士さんは小首をかしげた。

「………惚とぼけないで下さい。……あのおかしな痛みも、このカレーも。……紅茶紳士さんの力じゃないんですか」

「これはこれは。心外ですねぇ。どうして私がそのような真ま似ねをするのですか…？　私は貴女の味方ではありませんか」

「…………確かに、私の味方だと思います。……でも、ひょっとして。……他ほかにも味方している子が、……いるんじゃありませんか？」

「おや。それはどういう意味ですかな…？」

「演劇部で。……私に出会い、力を貸してくれたように。………川田さんにも出会って。……何かの力を貸したんじゃないですか」

「なるほど。……川田さんが主役の座につけるよう、貴女を降板させようと私が企たくらんでいると。なるほどなるほど……、っくっくっく」

　紅茶紳士さんは意味深に笑う。

　……今まで、彼を恩人と思ってきたけれど。彼は正体不明の、人ならざる者なのだ。

　私に気き紛まぐれに力を貸してくれただけで、……味方のつもりなんて、初めからないのだ。

「みどりさん。それはとても心外な想像です」

「……だって、そうじゃなきゃ説明がつかないッ！」

　私の声に、紅茶紳士さんは困ったように微笑ほほえんだ。

「みどりさん。……私はあなたの味方です。だからこそ、こうしていつも、あなたの側そばにいるのではありませんか」

「…………川田さんの呪いのために、……私に取り憑ついてるのかもしれないです」

「………………………。私は、あなたの味方です。そして、あなたが耳を貸さないとしても、同じことを言いましょう」

　紅茶紳士さんが次に何を言うかはわかっていた。

「〝気にしないことです〟？」

「その通りです。そして、それ以上の何も申し上げるつもりはありません」

「……おかしなことが起こっても、何も気にせず、発表会へのお稽古に励はげめと…？　……こんなおかしなことが繰くり返し起こるんじゃ、集中なんて出来ない!!」

「ならばお稽古を止やめ、主役を川田さんに譲ゆずるのですか？」

「そ、そんなことはさせない…！　主役は私…！　私が掴つかんだ役！　絶対に私が演じてみせる…！」

「っくっくくくくく……。……良いことを仰おつしやいます。その通りです。主役はあなた。誰にも譲ってはなりません」

「あなたが、……何を考えているのか、私にはわからない…！」




　私は勢い良く立ち上がる。

　その荒あら々あらしさにみんなが驚おどろくが、私は何も気にしない。

　食べ掛けの給食を乱暴に持つと、残飯入れの中に食器ごと突っ込む。

　そしてそのまま、教室を飛び出していった。




　　　　※




「……っくっくくくくくくくく。……やれやれ。若々しいですねぇ」

　紅茶紳しん士しは肩かたを竦すくめて笑う。

　……彼の目には、不思議なものが見えていた。

　荒々しく席を立ち、教室から出て行ったみどりは、全身から薄うっすらと、湯気かお線せん香こうの煙けむりのようなものを棚たな引びかせていた。

　それは人ならざる者の目にしか見えない。

　紅茶紳士は空のティーカップをふわりと持つと、……その煙のようなものが、すぅっと集まり、カップに満たされていく。

　そしてそれは渦うずを巻きながら茶色く透すき通り、……彼好みの、鮮せん烈れつな香かおりを放つ、良い紅茶となった。

　一口啜すすり、にんまりと笑う………。

「……実に初うい々ういしい味わいです。……みどりさん。あなたの魂たましいは、……実に良い香りの紅茶になりますよ。っくっくくくくくくくく………！」







　みどりは小走りで部室に向かった。

　まだ昼休みではあるけれど。

　稽けい古こがしたかった。演劇がしたかった。誰か他の人間を演じたかった。

　部室へ飛び込む。

　教室の並びから離はなれているため、昼休みの喧けん騒そうが遠くて、それだけでも心地ここちよかった。

　みどりは部室の奥にある衣い装しよう置き場にまっすぐ向かう。

　そして主役の衣装である、ドレスを手に取り、まだ昼休みであるにもかかわらず、着き替がえ始める……。

「………私が主役、……私が主役……。……誰にも譲らない、……誰にも譲らないッ……」

　お気に入りのワンピースを脱ぬぐ。

　その時、……鏡に映る自分の姿を見て、……みどりは息を呑のんだ。

「な、………何よ、………これ………」

　露あらわになった二の腕うでに、シミの様なものがついていた。鮮あざやかな色の何かが。

　絵の具だろうか……？　そう思って顔を近づける。

「……………何よ、……これ……」




　痣あざだった。

　一つや二つではない。

　赤、青、紫むらさき…………………鮮やかな痣が腕一面に浮かんでいた。

　腕がガタガタと震ふるえだした。

「……なんなのよ、これ」

　服に覆おおわれて隠かくれていた部分に、……背中にも、お腹にも。いくつもの、いくつもの痣が。内出血の痕あとが。

「何よ、………これ………、…………これ……ッ…!!!」

　静せい寂じやくの部室に、……みどりの悲鳴が木霊こだました……。

　部室の片かた隅すみに浮かぶティーカップが、くいっと傾かたむく。

　衝しよう撃げきを受けて放心しているみどりには、紅茶紳士の姿は見えていないようだった。

「気にしないことですよ、みどりさん。………もっとも、それを口にしたところで、もう耳には届かないようですがねぇ。……っくっくっくっくっくっく！」




「……その子を、そっとしてあげて下さい」

　その時、怒いかりを押しとどめた少女の声が響ひびいた。

「………おや」

　紅茶紳士の前に、……毬枝が、ゆっくりと姿を現す。

　鋭するどい目線で、紅茶紳士を睨にらんでいた。

「学校妖よう怪かい、序列第８位の。……めそめその毬枝さんではありませんか」

「……妖怪ですね。あなたも」

「えぇ。ご同業ですよ。……ニンゲンから魂のささやかなカケラをお譲りいただき、糊こ口こうを凌しのぐささやかな存在です」

「楠木みどりさんは、がんばり屋さんで、とても心の綺き麗れいな女の子です。……今も、発表会に向けて一いつ生しよう懸けん命めい、努力しています」

「えぇ。それは誰だれよりもよく承知しておりますよ……」

「そんな彼女をいじめて、……楽しいですか」

「それは誤解ですねぇ。どうして私がみどりさんをいじめるのでしょうか」

「……彼女の魂を、あなたは食べています。……これは、あなたの狩かりです」

「ささやかなものでしょう？　強ごう欲よくな学校妖怪たちと違ちがい、私は命を奪うばうようなことは好みませんので」

「………はい。だから、もうこれで。……彼女を見み逃のがしてあげて下さい」

「見逃す、とは……？」

「彼女をずっと見てきました。……おかしな呪のろいは日増しに酷ひどくなり、彼女を追い詰つめています。……彼女は発表会で最高の演技をしたいだけ。あなたの呪いが、それを妨さまたげようとしています」

「痛みとやらが気になるのは。彼女の集中力が足らないからに他なりません。……彼女が演技について本当に集中してくれたなら、気になるようなものではないのですが」

「………もう一度言います。みどりさんを、見逃してあげて下さい」

「出来ませんね。彼女は、私の獲え物ものです」

　紅茶紳士がそう言うと、毬枝の覚かく悟ごも決まったようだ。

「………なら。……学校妖怪のルールに、従わせてもらいます」

「ルール？　はて。如い何かなる束そく縛ばくも嫌きらう私たちが、何のルールを？」

「誰を獲物とするも自由。……そして、誰の獲物を奪うも、自由」

「くっくくく。っくっくくくくくくくくくくく！　なるほどッ、確かに妖怪が従う、唯ゆい一いつのルールですねぇ」
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　紅茶紳士は、一本取られたとでも言うように肩を揺ゆすって笑う。

「妖怪にも、生きるために魂を食らわねばならない都合があることはわかっています。……だから、ここで引き下がってくれれば、私も事を荒あら立だてません」

　毬枝は強い意思の宿る眼まな差ざしで、紅茶紳士を射い抜ぬく。

「これは困りました。学校妖怪八席のめそめそさんに凄すごまれては。序列を持たぬ弱小妖怪の私など、塵ちりにされてしまいますねぇ」

「私だってしたくないし。あなただって、されたくないはずです」

「……しかし、みどりさんという素す晴ばらしき茶葉をここで譲るには余りに惜おしい」

「………………わかってます。妖怪同士が、話し合いで決着するわけもないと」

「………………………。元いじめられっことは思えませんね」

「元いじめられっこだからこそ。………私には人の心が、誰よりもわかるんです。……あなたはがんばり屋の少女を蝕むしばんでいる。……そんな努力を蔑ないがしろにしようとするあなたを、私は見過ごすわけには行きません」

「めそめそさんは、扉とびらを挟はさんでこそ、真価を発揮する妖怪と聞きましたが…？」

「……仮にも学校妖怪八席。……あなたを、……この腕で、……駆く逐ちくしますッ」




　いつの間にか、紅茶紳士のティーカップの湯気が、部室中に充じゆう満まんしていた。

　それは霧きりのようというより、……まるでティーカップから、霧の腕が何本も生え出したかのよう。

　それらが揺らめき、……爬は虫ちゆう類るいのように毬枝を睨みつけ、…………襲おそう。

　何本もの霧の腕が毬枝に飛び掛かかる。ぐるぐる巻きにして締しめ上げる。

「……………………………」

　紅茶紳士は、ふっと笑う。

　あっさりと決着がついたから？　違う。

　わかっているのだ。仮にも、学校妖怪八席。……この程度で、仕留められるわけもない。

　毬枝をぐるぐる巻きにしている霧の腕が、……ぶるぶると震える。

　そして、……内側から引き剥はがすかのように、……一本一本、……千切られていく。

「……めそめそさんは豪ごう腕わん怪かい力りきの妖怪だそうですね。……なるほど、恐おそろしい力です」

　繭まゆを内側から破るように。……激しい音がして、霧の腕が霧む散さんする。

　再び姿を見せた毬枝は、……学校を代表する妖怪たちの末席を務める者に相応ふさわしい貫かん禄ろくを見せていた。

「…………私は、まだ自分の力をよくわかっていません。………私に抱だき締められタラ、……手加減は、無理……デス……」

　毬枝の体から、重い冷気が噴ふん出しゆつし、床ゆかを満たす……。

　鉛なまりのような質量を伴ともなった両りよう腕うでは、人ならざる者の目には、まるで丸太を思わせるほどの太ささえ感じさせる威い圧あつ感を放っていた。

「やはり、……敵かないませんか。……では、最後に一花とさせていただきましょう」

　紅茶紳士が手をかざすと、そこに霧の蛇へびが巻きつき、……槍やりのような鋭さを見せる。

「…………………………………」

「……おや。足音が近付いてきますね。……これ以上、ニンゲンが増えると居い心地ごこちが良くありません。この一いち撃げきで、決着とさせていただきましょう」

　確かに、誰かの足音が近付いてくる。

　まっすぐ、この部室に近付いてくる。

　それが、二人の決けつ闘とうの、秒読みとなる………。

　がらりと部室の引き戸が開け放たれた瞬しゆん間かん。……毬枝と紅茶紳士は、電光のような閃ひらめきで交差した。

「…………………………」

　勝負は、一瞬だった。

「………ですよねぇ…………」

「……負けを認めて下さい。……手加減は、本当に難しいんです」

「恐ろしい。……これで、………手加減と、……は………」

　雷らい鳴めいのような音が轟とどろき、……紅茶紳しん士しの体は、豪ごう腕わんによって殴なぐり飛ばされたことを、思い出す。

　一番奥の壁かべまで吹ふき飛ばされ、大の字に叩たたき付けられた。

　紅茶紳士は、見事な一撃です…、と言いながら、親指を立てる仕草をしてみせる…。

　それと同時に、小さな割れる音。

　みどりに及およんでいた紅茶紳士の力が砕くだけ、彼女が解放されたことを示すものだった。

　毬枝は安あん堵どの溜ため息を漏もらしながら、ゆっくりと両拳こぶしの力を抜いていく………。




　　　　※




「………何やってんの、あんた」




　部室に入ってきたのは、……川田のぞみだった。

　そして、ドレスを着て鏡の前に立つ私を睨み付けた。

「………川田……さん……………？」

「………何、勝手に、………人の衣い装しよう、着てんのよ」

「え……………………」

　川田のぞみが、ぞっとするほど冷たい目で私を見下ろしていた。

「ほら。………さっさと脱ぬぎなさいよ」

　私は困こん惑わくした。川田さんがいきなり現れたこともそうだが、彼女が何を言っているのか、心の底から理解できなかった。

　……人の衣装？　人の衣装って何？　だってこれは私のドレスじゃない。主役である、私の衣装。

「何ボーッとしてんのよ。叩かれ過ぎて頭おかしくなった？」

　川田さんは厳しい口調できびきびと私にそう言い放つ。

　……彼女って、こんなにもはっきりと喋しやべる子だったっけ…？

　妬ねたましそうに、無言でじっと睨むくらいしかできない子だと思ってたのに……。

「とっとと脱げって言ってんのよ。あんたの臭くさいニオイが染しみ付くでしょ。あんたが私の衣装に触ふれていいのは、雑用係として手入れをする時だけよ」

　雑用係……？

　それは、……川田さんのことじゃないの？　……私は、……主役……。

「脱げって言ってんのよ…！　あんたみたいな根暗な子が主役の衣装を着ようなんて、千年早いのよッ！」

「な、………何を言ってるの、……あなた………」

「わけわかんねーこと言ってんのはテメーだろーが！　脱げっツってんだよッ!!」

　川田さんは私をどんと突つき飛ばす。

　私はふらりとよろめいて転び、……道具入れの木箱の角に激しく頭をぶつける。

　その時、……何かが、割れた。

　頭ず蓋がい骨こつがじゃない。……もっと胸の奥の、深いところにある頑がん丈じような何かが、びしりと割れた。




　　　　※




　紅茶紳士は、一つだけ願いを叶かなえようと言った。

　どんな役でも一つ、与あたえてあげようと言った。

　みどりが選んだ役は、〝お姫ひめ様〟ではなかった。

　彼女が望んだ役は…………。




　心の中の亀き裂れつから、次々に、……〝真実〟が、溢あふれ出して来る。

　私が演じた虚きよ偽ぎではなく、〝本当〟が、溢れ出す。

　それはまるで、録画した映像が巻き戻もどされるかのよう。

　過去の記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえる。嘘うそで上書きされる前の、正しい〝本当〟の姿で。




　　　　※




　朝、教室に入る私を、クラスメート全員が見る。そして笑いながら近寄ってくる。

　私を敬愛して、挨あい拶さつするためではない。

　私を、叩くために。

　笑いながら集まってきて、私を叩いて、叩いて、嘲あざ笑わらう。




　宿題やってきたよね？　サキエが言う。

　そして彼女が差し出すノートを受け取る。

　私のやってきた宿題を、彼女のノートに写すために。




　写している間。サキエが定規を取り出し、私の腕うでを叩く。フミエが私の顔面に上うわ履ばきを投げつけてくる。

　彼女らの宿題をしてあげてるのに、彼女たちは私に酷ひどい仕打ちをするのだ。




　放課後、部室に入る私に部長が言う。

「楠木、お前も最近遅ち刻こくが多いぞ」

　着き替がえるのに手間取ってしまって。私はそう言い訳した。

　……その私の着ている体操着はシミだらけ。ついさっきまでゴミ箱にでも突っ込まれていたかのような悪あく臭しゆうがする。




　私がストレッチをする場所を探していると、みんなが「臭い」といって一いつ斉せいによける。

　ぽっかりと空けられた広すぎるスペース。

　そこで身体からだを伸のばし始める私の肩かたを、部員たちが次々に踏ふみつけていく。




　女子の部員たちのひそひそ話が聞こえてくる。

「雑用係になったら大変だよね。今回、小道具とかも多そうだし……」

「くす。それは心配しなくても大だい丈じよう夫ぶでしょ。ほら、全部一人でやってくれそうな子がいるじゃない」

　彼女たちが私を見る。いくつもの醜みにくい笑いが並んでいる。

　私に役が与えられることなんてない。……いつだって、万年雑用係なのだ。




「次。川田のぞみさん」

「はい。川田のぞみ。魔ま女じよ役を希望します」

『六軒島』の主役を堂々と立候補する。みんな拍はく手しゆでそれを祝福した。

「のぞみ姫しかありえないよね！」

「のぞみーっ、がんばってねー！」

「………………………」

　私はひとり、……その背中を、祝福でない眼差しで見つめていた…。

　次々と配役が決まっていく。

　私も勇気を出していくつかの役に立候補するのだが、演技が硬かたい、感情表現がダメとさんざん言われ、どの役ももらえない。

　結局、当然のように、……雑用係だった。

「あんたが余計な立候補したから、余計な時間を食ったじゃない」

「あんたに一番お似合いの役が雑用係なのよ。それくらいわかれよなー」

「がんばってね、万年雑用係～」

「二度と立候補なんかしないでよね、ウザイから」

　みんなが私の背中を蹴けりながら言う。体操着の背中に無数の足あし跡あとがついていく。




　部活の後、私は部室に残ってたった一人で小道具を作り、衣装を縫ぬった。

　その合間に、こっそり『六軒島』の台本を読み、主役の魔女の台詞せりふを口に出して言う。最初は小さく、徐じよ々じよに大きく。

　やがて私は、………こっそりと、主役のドレスを纏まとい、たった一人の通し稽げい古こを始める。

　相手はいない。でも、私には見えていたし、聞こえていた。

　……だから毎日、家に帰る頃ころにはすっかり夜になっている。

『シーキャット』のアニメなんて、とっくに終わっている。

　そしてベッドに倒たおれ込むように横になり、……頭を空っぽにして、泥どろのように眠ねむった。




　給食の時間。……意地悪な誰だれかが、虫の死し骸がいを私のカレーに入れた。

　先生に見られないよう、意地悪な女子たちが私を囲むように座り、……ちゃんと食べるかどうか、見張っていた。

　いつまでも口にしない私の後頭部を、フミエがトレイで叩く。痛かった。

「さっさと喰くえよ、金持ち自じ慢まんのお嬢じよう様さま」

「良かったじゃん、みどりだけ特別カレーじゃん！」

「お金持ちなんだから、特別メニューじゃないとねー」

「喰えよほら。健康にいいと思うよー、マジで」




　私へのいじめは、１学期と何も変わっていなかったのだ。

　何も、何も。

　そんな中、……川田のぞみは、お姫様だった。

〝お姫様〟役で、学校中で大人気でちやほやされてて。

　羨うらやましかった。妬ましかった。

　舞ぶ台たいの中央はいつも彼女のものだった！

　だから、紅茶紳士に何の役を演じたいのかと問われて、私は答えたんだ。

　私は、川田のぞみになりたいって……！




　　　　※




　後頭部から血を滴したたらせ、……魔女のドレスを血に染めながら。みどりはゆっくりと立ち上がる。

　そして、壁かべに寄り掛かかり、苦しそうにしている紅茶紳しん士しの姿を見つけた。

「私は、……川田のぞみさんに、なりたい」

　それが、みどりの願い。

「……えぇ。知っていますよ」

「姫と呼ばれて、……ちやほやされたい。演劇部でも、素敵な役を与えられて、舞台の中央でスポットライトを浴びたい…。私を、彼女にして。……川田のぞみにして……」

　みどりの切々とした訴うつたえに、紅茶紳士はあやすように答える。

「えぇ。なれます。……あなたが演じさえするならば、いつだって、これからだって、……あなたは川田のぞみとなれるのですよ……」

「でも、……おかしいの……、おかしいの……。……みんなが、みんなが……私をいじめるの……。……川田さんもおかしいの……。このドレス、私のじゃないって……、私のこと、……雑用係だって……!!」

「みどりさん。気にしないことです」

　紅茶紳士の穏おだやかな説得に、みどりは落ち着きを取り戻していく。

「気に、……しない…………」

「あなたは、川田のぞみさんのように演じて下さい。何も気にせず、耳を傾かたむけず。演技に集中するのです。……あなたは川田さんがのぞみ姫と呼ばれているように、あなたもみどり姫と呼ばれている。クラスメートたちの憧あこがれを一身に浴び、サキエさんやフミエさんにも親しく接し。演劇部では常に主役を与えられて祝福されるのです」




「………それが、……私……。……私は、……姫……。……みどり姫………」

　みどりの世界が、少しずつ薄うす暗ぐらくなっていく。

　まだ昼間だというのに、みどりの世界は暗くなっていく。

　当然だ。舞台の上は薄暗い。……そして、目立つべき人物に対し、鋭するどくスポットライトが浴びせられ、その姿を浮うき立たせるのだ。

　それは、主役のドレスを纏まとった、みどりの姿。

『六軒島』の舞台を最高の演技で締しめくくり、盛せい大だいな拍手と歓かん声せいを独り占じめにするところ。

　ほら、聞こえてきた……。聞こえてきた……。拍手、歓声……。私を姫と呼んで讃たたえるみんなの声…………。




　何なのこいつ……。川田のぞみは、呆ぼう然ぜんとする他ほかない。

　みどりは鏡に向かって一人、深々とお辞じ儀ぎをしている。

　……誰かに手を取られるかのようにしながら。

　その手を、紅茶紳士が握にぎっている。

　毬枝もまた、その光景を呆然と見ている他なかった。

「………こういうことです。めそめその毬枝さん。………私はそれでも、……みどりさんにお邪じや魔まな存在ですかな……？」

「…………………………」

　毬枝は絶句する。何も言い返せない。

「私は嘘うそを信じさせる妖よう怪かいです。………嘘と聞けば、良からぬものにも思えるでしょう。しかし。痛み止めや麻ま酔すい薬のように。人には生きていくために、忘れねばならぬ痛みもあるのではないでしょうか。私はこの少女の痛みを、こうして和やわらげているのです」

「……毬枝。相手が悪いわ。そのくらいになさい」

「彼岸花さんっ」

　いつの間にか彼岸花の姿もあった。

「元々。………楠木みどりは私の獲え物ものだった」

　落ち着いた、しかし不ふ機き嫌げんそうな声だった。

「え…？」

「お金持ち自慢が過ぎて、クラス中に嫌きらわれていじめられて。……私好みの美お味いしい魂たましいになりそうだった。……それを、そいつに搔かっ攫さらわれたの」

「私がみどりさんを獲物としなければ。……今頃は彼岸花さんの甘かん言げんに耳を貸し。……ひょっとしたら、自らの命を軽かろんじていたかもしれませんねぇ」

「………………………………」

「ニンゲンには、辛つらい現実から逃とう避ひする権利もあります。そしてそれが当人にとって、幸せな夢を叶かなえるものに思えるならば。……それは素敵なことではありませんか？」

「詭き弁べんだわ。ニンゲンは現実に生きる。……それから逃にげたツケを、いつかは支し払はらうことになるわ」

「そうですね。現実に戻もどる時、支払うことになるでしょう。……しかし、戻らないならば、永遠に支払わなくても良い」
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「……そんなのが、……彼女にとって、……幸せなんですか……」

「元いじめられっこのあなたなら。……彼女の今の気持ちも、察してあげて欲しいものですがねぇ」

「……………………………」

「もう毬枝に文句がないならば。その子はそいつの獲物よ。……行きましょう、毬枝。どうせ、あんたには太た刀ち打ちできない相手なのだから」

　毬枝は紅茶紳士をにらみつけたまま、彼岸花に問う。

「彼は紅茶紳士と名乗りましたが、……一体、何者なんですか」

「学校妖怪八席に序列は持たないわ。……でも、実力はある。そうね。影かげの序列第２位ってところかしら。………校長先生の右みぎ腕うでよ。私たちは、『教頭先生』と呼んでる」




　学校妖怪序列第１位の校長先生の右腕、教頭先生。

　嘘うそを叶える力を持つ、恐おそろしい妖怪。

　ただし、嘘は嘘。いくら叶えても、それは気付けば虚うつろな嘘に過ぎない。

　しかしそれはあまりに甘美で、……抗あらがえるニンゲンなど、きっと誰もいない。

　校長先生の手下という扱あつかいなので、序列は持たないが、その実力は影の序列第２位と囁ささやかれている……。

　彼岸花の説明を聞き、紅茶紳士はふっと笑った。

「いえいえ。私など、名も無い一妖怪に過ぎません」

「行きましょう、毬枝。楠木みどりが、自ら望んだ顛てん末まつよ。……現実を直視せず、嘘の世界を望み、ツケを払うことさえ拒こばんだ。………あの子はもう、素敵な世界のお姫ひめ様。……毎日が幸せでしょうから、自殺なんて金輪際、考えないでしょうし。……残念ね、もう私好みの魂じゃないわ」

　彼岸花はくるりと姿を翻ひるがえして姿を消す。

　毬枝は呆然と、……紅茶紳士とみどりのアンコールを見ていた……。

　川田のぞみも呆然としている。……もう、みどりには誰の姿も目に入らない。

　彼女の瞳ひとみに浮かぶのは、……満場の観客席だけだ。




「ありがとう、みんな。ありがとう、みんな…。この舞台を、私を愛してくれる皆みなさんに捧ささげます。……ありがとう、……本当にありがとう……」




　いつまでもいつまでも。割れんばかりの大だい歓かん声せいが、彼女を祝福し続けるのだった……。








　あとがき




　こんにちは、竜りゆう騎き士し07ぜろななです。

　この度たびは、『彼ひ岸がん花ばなの咲さく夜に』を手に取っていただき誠まことにありがとうございました。

　当初、この物語には別のタイトルがついており、ほんの少し、お話の内容も違ちがうものでした。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼう様でコミカライズしていただけるというお話を頂き、改めて原げん稿こうに手を加え現在の『彼岸花の咲く夜に』となりました。貴重な機会を賜たまわりました富士見書房様に深く感謝致いたします。




　また、これまで長編ばかりを書いてきた私にとって、短編作品は初めての経験であり、とてもよい機会でした。

　なぜなら、色々なアイデアが思い付いても、それが長編向きでない場合、それを盛り込むことが出来ず、残念な思いをすることが、これまでに何度もあったからです。

　今回は、そういう制限は一いつ切さいなく、思い付いたアイデアを次々に盛り込んでいくことが出来たので、とても気持ちよく執しつ筆ぴつできたのを覚えています。




　さて、今回の物語は「学校」が舞ぶ台たいとなっています。

　皆みなさんにとって「学校」とは、どのような場所でしたか？

　学校というのは不思議な場所ですね。昼にはあれだけ大勢の人間が集まり、ひとつの社会を形成しているのに、夜には誰だれもいなくなり、冷たく静まり返ってしまう。

　一日の半分である昼に、人間たちが社会を築いているなら、残り半分である夜には、人ならざる者たちが社会を築いているのでは……。なんて考えながら、本作を執筆しました。

　学校に通っていた頃ころは不思議なもので、学校こそが世界であり、教室内こそがおそらく、地球上の面積の半分くらいを占しめているだろうとさえ思っていました。

　さすがにちょっと誇こ張ちようし過ぎたかとは思いますが、それくらいに学校生活は、子供時代のほぼ全すべてを支配していたように思います。

　大人になった今となっては、学校という空間が如い何かに狭せまく、そして社会から隔かく離りされた安全地帯であったかを知るのですが、同時に、社会という常識から切り離はなされた、小さな異常空間であったようにも思うのです。

　学校の中だけの不思議なルールや不ふ文ぶん律りつ。学校の中だけで通じる話題やスラング、文化や常識。それは学校の中に居た時にはとても当たり前であったはずなのに、大人になってから振ふり返ると、信じられないくらいに異常で不思議なことばかり。

　学校は聖域であると同時に、無法地帯であり治ち外がい法ほう権けん領域でもあると思うのです。その証しよう拠こに、皆さんが学校生活の間に見聞きしたことで、同じことを大人になって行えば、警けい察さつ沙ざ汰たで当然なことがいくつもあったはずです。

　そんな不思議な異常感を、ホラーとファンタジーの両面から描えがいてみたいと思ったのが、この『彼岸花の咲く夜に』という世界です。




　私にとって学校とはそんな、異常で恐おそろしい場所なのです。

　ですが同時に、そんな隔離された異常空間が、学ぶ場所として相応ふさわしいことも、大人になった今では理解しています。

　なぜなら。社会という大たい海かいの、本当に酷こく薄はくな異常さに比べれば、学校などという小さな空間の異常さなど些さ細さいなものだからです。

　いやむしろ。学校にはささやかであれ、異常な要素がなければならないのです。

　だって、子供たちを待ち受ける、将来という名の社会は、残酷なほどに異常そのもの。その異常に耐たい性せいを得るためにも、学校には毒がなくてはならないのです。

　その毒を学び、耐たえ方を覚えることこそ、社会が真に求めている教育なのではないでしょうか。その証拠に、大人の社会では、国語算数理科社会など、まったく必要としないのですから。




　学校は異常です。恐ろしい場所です。

　しかし、その中でたくましさを身に付けることが出来なければ、待ち受ける将来はそれ以上の異常と恐きよう怖ふに満ちることになるでしょう。

　だから。

　そんな異常な日々を生きる、学校に通う皆さんはさぞや毎日がホラーとファンタジーに満ちているに違いありません。

　この『彼岸花の咲く夜に』という作品は、そんな皆さんへの応おう援えん歌かであり、同時に警告でもあったらいいな、なんて考えて書いてみたりみなかったり。

　難しい話は抜ぬきにして、この不思議な物語をお楽しみいただければ幸いです。




　ちなみに。そんな私は過去にタイムスリップできるとしたら、何歳の自分に戻もどりたいかという問いには、二は十た歳ち頃と答えます。あれだけ苦労した学校生活に、もう一度戻りたいなんて、夢にも思いませんからね（苦く笑しよう）。

　というわけで、今、学校生活の真まっ只ただ中なかにいる皆さん。どうか異常なる恐怖空間をたくましく生き抜いて下さい。

　学校が異常空間になるのも、あるいは楽しい世界になるのも、結局はあなたの努力次し第だいなのですから。





竜騎士07　
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本書は、07ｔｈ　Ｅｘｐａｎｓｉｏｎが制作したノベルゲーム「彼岸花の咲く夜に　第一夜」より、第１話～第３話を加筆修正して収録したものです。
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